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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　あとがき








　序章







　夢む幻げん泡ほう影よう。


　時折……そんな言葉を彼女は想おもい出す。


　確たしか『人生はまるで夢ゆめや幻まぼろしの如ごとく、そして泡あわや影かげの如くに儚はかないものである』という意味の言葉だ。


　あれは誰だれに教えてもらった言葉であったろうか。


　フタバだったか。それともタクロウからだったか。


『ニホン』という国の言葉であるのだと聞いた覚えはある。確か『儚い』という言葉は英語にぴったり合う概がい念ねんがなかなか見つからず──単に『脆もろい』という意味ではなく『絶ぜつ望ぼう的』という意味でもなく、多分に民族色の濃こい叙じよ情じよう的な意味が込こめられていた言葉だったからだ──言葉の意味を正せい確かくに伝えようとして、その者がひどく苦労していたのを彼女は覚えている。


　なのにそれを誰から聞いたのか想い出せない。どうしても想い出せない。流れ去る時間が彼女の中から記き憶おくの詳細デイテイルを削そぎ取って行く。大切な──とても大切で忘わすれたくない事はどんどん曖あい昧まいになって行くのに、想い出したくもない記憶ばかりが鮮せん明めいに残っている。


　弾はじける火か炎えん。


　流れる血ち潮しお。


　崩くずれる建物。


　割われる大地。


　燃もえる蒼そう穹きゆう。


　…………


　断だん片ぺん的な破は壊かいのイメージが彼女の中に去来する。圧あつ倒とう的な──あまりに圧倒的な力の奔ほん流りゆうが世界を洗あらう。非ひ力りきな人間の身では抗あらがう事など出来る筈はずもない。彼等は生にしがみつく事さえも出来ずにただ死へと押おし流されて行く。


　地じ獄ごくの情じよう景けいだった。


　焼け死んだ少年がいた。瓦が礫れきに押おし潰つぶされた老ろう婆ばがいた。衝しよう撃げきで肉にく片へんにまで分ぶん解かいされた青年がいた。飢うえ死んだ幼よう児じがいた。真空中に放り出されて血けつ液えきが沸ふつ騰とうしてしまった男がいた。皆みな逃にげ出して誰もいなくなった廃はい墟きよの病院で、満足な治ち療りようを受けられずに苦く悶もんしつつ死んでいった寝ねたきりの少女もいた。


　当然の有様ではあった。


　それは……戦争だったのだから。


　しかし当然であるからといってそれを許きよ容ようなど出来ない。出来る筈が無い。


　彼女は観みたくなかった。


　人が死ぬ場面など観たくなかった。親しい人や大好きな人が死ぬ場面なら尚なお更さらの事である。ただ粛しゆく々しゆくとしてそれを受け入れる事など決して出来なかった。








　それは遠い遠い日の一場面──


「──慰い労ろう会かい？」


　唐とう突とつに提案された際には何の事かよく分からなかった。


「誰のですか？」


「貴女あなたの」


　当然──といった表情でフタバは言った。


　フタバ。


　地じ味みだが何ど処こか周囲を和なごませる様な、素そ朴ぼくで穏おん和わな印象の娘むすめである。一見すれば気弱げにすら見える。長い黒くろ髪かみと蒼あおい瞳ひとみを覆おおう眼鏡めがねのレンズがその印象を余よ計けいに強める。


　だがその実──穏おだやかなのは確かにその通りであるが──同時に一度決めたら頑がんとして考えを曲げない様な、ある種芯しんの通った性格でもある事は、彼女の関係者なら誰もが知っている事だった。


　もっとも……そうでもなければ人工知能の研究において二は十た歳ち前で人類屈指の実績を残す様な真ま似ねは出来まい。天才の常人離れした発想は、凡ぼん人じんとは異なる思考形態から生み出される。そしてそうした特殊な思考形態は、しばしば外形的に奇き矯きよう、突とつ飛ぴ、あるいは偏へん屈くつな言動として顕あらわれる。


　その意味ではフタバの唐突な提案は全く意外でも何でも無かった。同じく『天才』と称される彼女の師し──ビセーク・インタラカンチット教授に比くらべれば、遥はるかに常識的なものではあった。


　とはいえ……


「色々とストレスもたまるでしょう？」


「リフレッシュ・スケジュールは滞とどこおりなく──」


「そういうのじゃなくて」


　微び苦く笑しようを浮かべてフタバが言う。


「機械的な代たい謝しや調ちよう整せいとか、リラックス・ムーヴィーとか、そういうのじゃなくてね。きちんと皆で集まって、御苦労様──って」


「……よく分かりません」


「だから経けい験けんよ」


　フタバは微笑ほほえんだ。


　そこへ──


「おい、フタバ、もう飯の方も全部揃そろったぞ」


　自動扉が開くと同時に顔を出した青年が言った。


　黒髪黒瞳。身長は同年代の男性に比べるとやや小こ柄がらであろうか。端たん正せいな顔立ちなのだが、何ど処こか肉食獣めいた獰どう猛もうさが──見る者を威い嚇かくする様な雰ふん囲い気きが漂ただよっている。


　彼の名は羅芳雨ナ・バンウ──最強の邀よう撃げき兵へい器き・改良型〈竜機神ドラグーン〉シリアル７〈グロリア〉の竜騎士Ｄ・ナイトである。外見通り、彼は何かと歯に衣きぬを着せない率直な──荒っぽく喧けん嘩かっ早いとも言える様な言動が多い。


　もっとも、それだけの人物に〈竜機神〉が懐なつく事はまず無い。邀撃兵器でありながら彼等──女性型インターフェイスが多いので彼女等と言うべきか──は非常に繊せん細さいで臆おく病びようとも言うべき部分を持っている。ただ乱暴なだけの人間を自みずからの力を託たくす主人として選ぶ程ほど、〈竜機神〉の仮か想そう人格は浅あさ薄はかではない。


「早くしないと冷さめちまう」


「分かってる。先に始めておいてくれていいから」


　振り返ってフタバが応じる。


「そういう訳にはいかないだろう」


　そう言って──もう一人の人物が顔を出す。


　彼女は自分の鼓こ動どうが早まるのを感じた。


　バンウを部屋の中に押し入れる様にして自分も歩み入ってきたのは、バンウと何処か顔立ちの似た……しかし明らかに異なる雰囲気を持った青年だった。バンウが荒っぽい印象を見る者に与あたえるのに対し、この青年は紳しん士し然ぜんとした大人の落ち着きが見える。


　バンウの兄──ベクナムである。


「主しゆ賓ひんが来てくれない事にはね」


　穏やかな笑顔を向けられて彼女は焦あせりを覚える。


　分かっていた。


　自分のこの反応がベクナムに対する特別な好意に因よるものであり──フタバやバンウやタクロウといった者達に対する好意とは微妙に質の違うそれが、つまり世間的に言うところの恋愛感情だという事は理解していた。


　超早期警けい戒かいシステムの一部として生み出されたクローン体──それが彼女だ。


　逼ひつ迫ぱくした戦況は彼女に人間としての権利主張を許さなかった。それが正しい事では無いと知りながら、人々は彼女に人間的な成長の機会を与えず、新陳代謝促進と学習機による促成処置を行い……そして充分に成長すると機械に『部品』として繫つないだ。


　人間は事が終われば罪ざい悪あく感を置き忘れる生き物だ。


　やがて彼女は誰からも人間ではなく『部品』として認にん識しきされる様になった。人間の形と生命形態を持った──しかし人間でないもの。まともな人格形成や感情発達を許されずただ深しん淵えんの彼方かなたに意識を向け続ける日々。


　そんな自分が恋愛感情を持つに至った──それは奇跡と言ってもいいと彼女は思う。その事はとても彼女にとって嬉うれしく、また誇ほこらしい事でもあった。


　だが。


　分かっている。彼女は自分の恋が実みのらない事をも知っている。


「どうしたの？」


　黙っている彼女に──ベクナムが不思議そうな表情を浮かべて尋たずねてくる。


「調子でも悪い？」


「いいえ」


　彼女は首を振る。


「無理をする必要は無いよ？　どちらかといえば急に言い出した方が悪いんだしね」


「それって何？　私が悪いって事？」


　フタバが微苦笑を浮かべて尋ねる。


「ちゃんと〈Ｐシステム〉のメンテ周期とフォーメーション表を調べて、シリアが接続切ってる時間を割り出したりとかしてたのに？」


「それは確かに御ご苦く労ろうだけど、本人へ知らせるのを忘れてたら意味が無いだろう」


　肩を竦すくめてベクナムが言う。


「それはそうだけど。てっきりベクナムが言ってるものだと思ったのよ」


「フタバ。それは責せき任にん転てん嫁かというものだよ」


　他た愛あいない会話を交わす二人。


　ベクナムはフタバの恋人だ。


　誰の眼から見てもお似合いの二人だった。この二人の絆きずなが固い事は彼女の眼から見ても明らかだった。そしてベクナムやフタバ個人は無論の事──寄より添そって立つ、そんな二人の姿も彼女は大好きだった。二人の間に割って入ろうとか、フタバからベクナムを奪おうとか、そんな気持ちにはどうしてもなれなかった。


　質や大きさこそ違うものの、フタバに対する想いも彼女にとっては大切なものだったからだ。彼女に人間的な感情を育はぐくむきっかけをくれたのはフタバだ。たとえどれだけ自分が辛つらくてもフタバの哀かなしむ事だけはしたくはなかった。


　だからこれは実る事の無い想い。


　胸に秘ひめたまま決して咲さく事の無い蕾つぼみ。


　だから──


「いいえ。大丈夫です。ありがとう」


　彼女は言って微笑を浮かべた。


　だからこれでいい。


　自分は幸せな彼等を一歩離れた場所からでも見守る事が出来ればそれでいい。


　大好きな人々が織りなす……ささやかな幸福の光景。


　それさえ在あれば自分はもう何も要いらない。


　彼女はそう思っていた。


　なのに…………








　広い広い床ゆか。


　その上に長々と引かれた鮮せん血けつの跡あとが残っている。白く滑なめらかな床の上に、残ざん酷こくな程ほどの鮮あざやかさで紅くれないの線が伸のびている。


　這はったのだろう。


　血を流しながらも必死に這いずったのだろう。


　だがそんなに大量の血を流してまでその人物は何ど処こに行こうとしたのか。


　単に逃げたかったのか。あるいはやるべき事があったのか。戦いに行きたかったのか。救いに行きたかったのか。


　もう分からない。


　ただ……その延えん々えんと引かれた紅あかい道どう程ていの先に一人の娘むすめが倒たおれている。


　彼女はその娘を知っている。よく知っている。


　聡そう明めいで律りち儀ぎで……何よりも優やさしかったその娘の事を彼女は知っている。


　フタバ。


　彼女の親友。人間であって人間でない──そんな彼女に存そん在ざいの意味と居場所をくれた人。人でないものをも人と同様に愛し慈いつくしむ術すべを知っていた娘。


　彼女は嬉うれしいという事も楽しいという事もフタバから教わった。フタバの様になりたいのだといつも思っていた。


　だが。


　フタバは死んでいた。


　まるで砂さ漠ばくの真ん中に棄すてられたゴミの様に……広い広い床の真ん中で力尽つきて骸むくろとなっていた。ぽつんと転がるその遺い体たいはひどく寂さびしげに見えた。あんなに優しく皆から愛されていた娘は、独ひとり広く真っ白な床の上で血を流し尽くして骸となっていた。


　信じたくなかった。認みとめたくなかった。


　だがフタバは間ま違ちがいなく死んでいた。


　これは事実。


　確かく定ていしてしまった事実。


　どれだけ悔くやんでも嘆なげいても覆くつがえしようのない残酷な現げん実じつ。


　だから……








　死んで行く人々。


　無数の悲鳴。無数の死体。無数の廃墟。無数の慟どう哭こく。


　フタバだけではない。


　彼女が知っている人々は次々と死んでいった。優しかった人もいる。冷たかった人もいる。よく知っていた人もいる。あまり知らなかった人もいる。ただ委い細さい構かまわず戦争は彼女の前から彼女の知ち己きを容よう赦しやなく連れ去っていった。


　二度と還かえらぬ人々。


　彼等を想おもって慟哭する人々。


　彼女は思った。


　こんな事はもうたくさん。


　これ以上人が死ぬのを見たくない。痛いたい。辛つらい。苦しい。たまらない。気が狂くるいそうだ。


　だが彼女の気持ちなどお構いなしに戦争は続いている。


　いまこの瞬しゆん間かんにも死んで行く人々がいる。一人や二人ではない。何十人か。何百人か。あるいは何千人何万人か。未来を摘つみ取られ、可か能のう性せいを奪うばわれ、無む慈じ悲ひに存在を潰つぶされて行く人々。


　フタバの様な人々がもっと出る。


　彼女の大切な人々もきっと死ぬ。


　バンウも。ビセークも。タクロウも。そして──ベクナムも。


　彼女は彼等を死なせたくなかった。ただそれだけだった。とにかく人々を死なせたくなかった。一人でもいいから多くの人々を死の運命から遠ざけたかった。その為ためならばどんな事でもしようと思った。


　だから……








　だから彼女は裏うら切ぎった。


　味方を裏切って敵てきと内通した。


　ただ戦争を終わらせて一人でも多くの者を死なせずに済すませる──その為に。


　しかし……








　永い永い遥はるかな歳さい月げつを彼女は越こえてきた。


　文字通りただ想いを馳はせるだけで気が遠くなる様な時間である。この歳月に比くらべれば一年などは一瞬にも満たない。十年でさえ大差がない。百年──世紀単位の領りよう域いきで彼女は滅ほろび去る事も無く存そん在ざいを続けてきた。


　人間の感覚からすればそれは無む限げんとも言うべき膨ぼう大だいな時間だ。


　本来であれば矮わい小しようで脆ぜい弱じやくな人間の身には越える事の出来ない年月──それを彼女は平然と踏とう破はし、そして更さらに現在も存在し続けている。程度の差こそあれ人間であれば誰もが一度は憧あこがれる不老不死がそこには具現されていた。


　だが。


　実のところ……人としての彼女は既すでに死んでいる。


　遥かな昔に彼女を構こう成せいしていた炭たん素そ系けい有ゆう機き組そ織しき体たい──俗ぞくに言う肉体は消しよう滅めつしている。生物的な意味では彼女は既に存在していない。それ以上彼女は生きる事は無いが死ぬ事も無い。死者はそれ以上死ねない。生者は死を以もつてその存在を終しゆう焉えんさせるが、死者の死者たる事に終わりは無い。


　故ゆえに……彼女には解かい放ほうも無い。


　本来、人の精せい神しんは千年二千年という桁けた外はずれの長期に亘わたる活動を行う事は無い。その様な期間稼か働どうを続ける事を前ぜん提ていに構成されてはいない。どの様な記き憶おくを累るい積せきし、どの様な想そう念ねんを蓄ちく積せきしようとも、それはせいぜい百年余あまりで散さん逸いつする。脳のう組そ織しきは決して分ぶん裂れつせず欠けつ損そんが生じても補ほ塡てんはされず、ただ不ふ可か逆ぎやく的に老ろう朽きゆう化を繰くり返し──いつか全すべては死という現象の前に消失してしまう。


　それが寿じゆ命みようという大前提なのだ。


　だが──彼女にはそれは当てはまらない。


　元々この不死たる存在になる事は彼女自身が選んだ結果ではあった。


　だが果たして彼女はその意味をどれだけ事前に理り解かいしていたろうか。永えい劫ごうにも等しい時間を過すごすという事──途と方ほうもない時間の流れに曝さらされた人の心にどのような影えい響きようが出るのかを少しでも考えただろうか。


　死なない──死ぬ事を許ゆるされぬ身とは即すなわち魂たましいの牢ろう獄ごくにも等しい。


　苦く痛つうはない。


　だが無限の倦けん怠たいと重苦しい疑ぎ念ねんだけが常つねに彼女にまとわりつく。


　想い出すのは遥かな過か去この出来事。


　彼女は人類を裏切った。


　自分の存在理由に背そむく事になるのは覚かく悟ごの上だった。罵ば倒とうを浴びるのも誅ちゆう殺さつされるのもすべて覚悟した上での選せん択たくだった。如い何かなる苦痛も受け入れる積もりだった。


　だがそれでも。


　果たして自分は正しかったのだろうか。


　親殺しにも等しい重大な背はい信しん行こう為いの末に、彼女が手に入れたこの箱庭は本当に人類という種しゆの楽らく園えんたり得たのか。


　彼女は独ひとり静かに懊おう悩のうする。


　答えてくれる者は居いない。


　五千年を越える歳月の中で彼女はその事をずっと自分自身に問い続けてきたが──やはり答えは出ない。


　出るはずもない。


　彼女は最も早はや人類ではないのだから。


　そして。


　今日も世界の全てを遥かな高みから俯ふ瞰かんしながら……しかし彼女は静かに自らを摩ま耗もうさせ続けていた。




　第一章　王子と王女の憂ゆう鬱うつ







　気が付けばいつも眼めが南の空を向いている。


　そんな自分にラインヴァン王国第一王子フォルシス・ラインヴァンは気付いていた。


　彼にあてがわれた部屋からは、丁ちよう度ど誂あつらえたかの様に南の──王都ザウエルの方角が見える。無数にそそり立つ聖せい都とグレンデルの巨きよ大だい石柱の為ために視し界かいは著いちじるしく制せい限げんを受けるし、肉にく眼がんで王都そのものが見える訳わけでは無いのだが……それでも奇き跡せきの如ごとく許された石柱群ぐんの間かん隙げきから、彼はしばしば生まれ育った街の在ある方向を眺ながめては、溜ため息をつくのが日課になっていた。


　今も──彼はぼんやりと南の空に視線を注いでいる。


　そうする事で何が変わる訳でもない。だが今の彼には他に出来る事は何も無いのが実じつ情じようだった。身を寄よせているこのガーネスト・ホーグ枢すう機き卿きようの屋や敷しきから、気軽に外へ出る事さえままならない状じよう態たいである。世情が著しく不安定な今、王位承けい継しよう権けん者しやである彼が迂う闊かつな行動に出れば、彼自身の安全も満足に確かく保ほ出来ない上、関係者に多大な迷めい惑わくを掛かけてしまう恐おそれがあったからだ。


　王子などという大たい層そうな肩かた書がきが付いてはいるものの、彼自身は特に何かに秀ひいでた訳でもなく強大な権力を持っている訳でもない。はっきり言ってしまえば……実じつ質しつ的には単に無力なだけの少年に過ぎない。あるいは彼にもクリストファの様な強さが在れば、自分で状じよう況きようを切り開く事が出来たかもしれないが、今の彼にはただ足あし枷かせとしての立場があるだけだ。


　何も出来ずにただ状況を見守るしかない──テラスに立って王都の方角を眺めているしか出来ない自分の不ふ甲が斐いなさが辛つらかった。


「──フォルシス様」


　背中に掛けられた声に振ふり返れば──開け放たれたままになっていた扉とびらの向こうに、この屋敷の主であるガーネスト・ホーグ枢機卿が立っていた。


　憔しよう悴すいしている雰ふん囲い気きが今この瞬しゆん間かんにも如によ実じつに伝わってくる。


　このガーネスト・ホーグという神官は、元々大おお柄がらな訳でも逞たくましい訳でもないが……ここ数日で急にやつれ、体格的に一回り小さくなった様な印象さえあった。フォルシスの気のせいかもしれないが、頭とう髪はつもその白さを増ました様に見える。


「気温も随ずい分ぶんと下がってきております。お身体からだに障さわりますぞ」


　マウゼル教教会神官であり、第一渉しよう外がい局きよく──主に王おう侯こう貴き族ぞく相手の渉外活動を行う部ぶ署しよである──の局長であるガーネストは、現げん在ざい、フォルシスを保ほ護ごする立場に在る。反はん乱らんで治安の乱みだれた王都から脱だつ出しゆつしたラインヴァンの王侯貴族達は、比ひ較かく的王都に近く政せい治じ的には中立地帯としての自治独どく立りつ性せいを持っているこの聖地グレンデルに逃のがれてきているのだ。彼等の多くはこのガーネストや他の神官達に匿かくまわれて世情が安定するのを待っている。


　もっとも王都から逃げ出した王侯貴族の半数以上は反乱軍に囚とらわれたとも言われている。


　父や母は別経けい路ろで脱出した筈はずだが──彼等の安あん否ぴさえも分かっていない。


「反乱軍の刺し客かくに狙ねらわれないとも限かぎらない。腕うでの良い弓射手アーチヤーや一流の魔ま導どう士ならば、思いも寄らぬ遠距きよ離りからでも攻こう撃げきを仕掛ける事が出来ると聞きます」


「……すみません」


　年季の入った聖せい職しよく者しやの顔を、フォルシスは微び苦く笑しようを浮うかべて見つめた。


「つい──気が付くと王都の方を眺ながめてしまう癖くせがついてしまって」


　部屋に戻もどってテラスへ通じる扉を閉しめる。


「情なさけない話ですが……僕ぼくは不安なのです。不安で不安でたまらないのです」


「心中お察しいたします」


　ガーネストが言う。


「陛へい下かや王おう妃ひ様とも出来るだけ早く連れん絡らくをとれる様、計らっておりますが──」


「よろしく御お願ねがいします」


　フォルシスはそう言って頭を下げる。


　しかし──正直に言えば、彼はあまり期待はしていなかった。


　自分が王都から逃にげ出せたのは、偏ひとえにクリストファ達の護ご衛えいがあったからだ。正せい確かくに言えば戦せん闘とう技ぎ術じゆつや特とく殊しゆ能のう力りよくを含ふくめ、彼等特とく務む戦せん技ぎ兵へい達の並なみ外はずれた技能があったればこその事である。


　だが特務戦技兵は実のところ、王国軍ではあまり高い地位に無い。彼等の年ねん齢れいの低さや、元々バイラッハ家の私し兵へいとして組そ織しきされた経けい緯いなどから、どちらかといえば蔑べつ視しされ、汚よごれ役を押おしつけられる事も多かった。


　もっとも、だからこそ彼等は王国軍の中でも屈くつ指しの実戦経験を持っている。それが今回のフォルシスの護衛で活いきたのは間ま違ちがいなかった。


　だが──父と母の護衛役としては宮きゆう廷てい騎き士し団だん〈アンヴァー・ナイツ〉と宮廷魔導士団〈ジェイド・サーキット〉の者がついている。両組織の体てい裁さいや性質を考えれば当然の事ではある。特に〈アンヴァー・ナイツ〉は近衛このえ騎士団でありこういった有事に王族を護まもるために存そん在ざいする部隊だ。


　しかし……ここしばらく戦争らしい戦争をしていないラインヴァン王国の軍隊は弱体化が激はげしい。〈アンヴァー・ナイツ〉も最強の精せい鋭えい武ぶ力りよく集団としてその名を轟とどろかせたのは過か去この事とも言われており、今は実戦経験はおろか覇は気きも無い様な──経歴に箔はくを付けるため、金と地位の力を使って入団してきた『飾かざり』の騎士達も多い。彼等は式典だの何だので典てん雅がに振ふる舞まう事には長たけているが、いざ窮きゆう地ちに陥おちいった際さい、どれだけ騎士としての職しよく分ぶんを全うできるか──正直言ってフォルシスの眼めからみても疑ぎ問もんだった。


　また、噂うわさでは反乱軍勢せい力りよくは〈アンヴァー・ナイツ〉や〈ジェイド・サーキット〉にまで内通者を求めていたという事だ。真しん偽ぎの程ほどは定かではないが──もし内部に裏うら切ぎり者を抱かかえていたのなら、護衛部隊など何の役にも立つまい。


　そして──もし幸運にもこの聖都に辿たどり着けたとしても、それで安心という訳わけではない。


　国際条じよう約やくでグレンデルに軍隊は進しん駐ちゆう出来ない事になっているが、反乱軍は恐おそらく何人もの暗殺者をこの聖せい都とに潜もぐり込こませているだろう。未いまだにフォルシスが両親の安否すら知る事が出来ないのは、恐らくそうした暗殺者を警けい戒かいしてガーネスト達が慎しん重ちように行動しているからだ。


「これからどうなるのでしょう？」


　フォルシスは溜ため息の様な口調で尋たずねた。


　父や母とは連絡がとれず、親しい知ち己きとも離はなればなれになっている。


　数名の侍じ従じゆうは居いるものの……彼等とて国が無くなってまでフォルシスに付き従したがう理由は無かろう。このまま反乱軍が王都を占せん領りようし続け、フォルシスの『王子』という立場が有名無実化すれば彼等の多くはフォルシスから離れていくに違いない。それを『不ふ忠ちゆう』『不義ぎ理り』と責せめる事はフォルシスには出来なかった。


　わずか数ヶ月前までは当たり前の様に続いていた日々が今はもう存在しない。


　ばらばらに解かい体たいされてその断だん片ぺんが残っているだけだ。


　だがフォルシスの胸むねを締しめ付けているのは日にち常じようを追われた不安感だけではない。


　むしろ──


「この国は──いや、世界はどうなってしまうのでしょうか？」


「……分かりません」


　わずかな沈ちん黙もくの後、ガーネストはそう言って──憔しよう悴すいしたその顔に何ど処こか皮肉げな笑みを浮うかべた。


「『全すべては天の御み心こころのままに』──そう申し上げるべきなのでしょうな、本当は」


「すいません。お尋ねしても詮せん無ない事でした」


　フォルシスは溜め息混まじりにそう応おうじる。


　既すでに『神』にすがっても意味がない事はフォルシスもガーネストもよく心得ている。


　彼等は──少なくとも神の意い志しの代行者を名乗る超ちよう存在〈秩序守護者ピースメイカー〉達は、人類という種族そのものの管理者であって、人間一人一人の運命にまで注意を払はらっている訳ではない。それが人類全体を生かすのに有ゆう効こうだと考えれば、一瞬にして何千何万の人間を殺しても何ら痛つう痒ようを感じまい──先日の王都の事じ件けんの様に。


　だが事はそれだけでは済すむまい。


　フォルシスが日常を喪うしなったのと同様に、王都の人間達も、ひいてはこの世界に住む全ての者達が、今自分達の立つべき場所を見失い始めているだろう。


　もし自分達人間の上に君くん臨りんし、自分達の価か値ち観かんや倫りん理りとは異ことなる行動原理によって活動する超存在が実在する事を認みとめてしまえば、どうなるか。ましてその超存在が『文明を白紙に戻すため、全世界の九割わりの人間を間引く』と宣せん言げんしているのである。その言葉をどれだけの者達が真まに受けたかはともかくとしても……今、多くの人々は大きな不安を抱いだいたまま生活している筈だ。


　一歩間違えば世界各地で暴ぼう動どうが起きる。数え切れない程ほどの流血沙ざ汰たが発生し、また数多くの死し傷しよう者しやが出るに違いない。


「フォルシス様の御ご心しん痛つうはもっともな話です」


　ガーネストは沈ちん鬱うつな表情で言った。


「ですが今の我われ等らには待つ事しか出来ません」


「……そうですね」


　分かり切った結けつ論ろんではあった。


　フォルシスは溜め息をついてソファに身を沈しずめる。そんな彼を痛いたましげに眺ながめ……ガーネストはまるでふと想おもい出したかの様に自分の入ってきた扉とびらの方を振ふり返った。


「せめてフォルシス様のお気持ちが少しでも晴れると良いのですが──」


「……何の事です？」


「入りなさい」


　その言葉と共に──二つの人ひと影かげが室内に入ってきた。


　一つは大おお柄がらな男。


　その容よう姿しにはフォルシスも見覚えがある。ここ数日フォルシスの護ご衛えい役を務つとめてくれている聖堂騎士クレリカル・ソルジヤーベルケンス・タンホグリオである。聖堂騎士はこのグレンデルに逃にげ延のびてきてから数名紹しよう介かいされているが、このベルケンスが最も特とく徴ちよう的てきではあった。神官というよりどこぞの戦士か山さん賊ぞくの類たぐいを想わせる風ふう貌ぼうであるが──それだけに護衛役としては充じゆう分ぶんな信しん頼らい感を視みる者に与あたえる人物である。


　そして──もう一人。


　彼にもフォルシスは見覚えがあった。


「──クリス！」


「お元気そうで何よりです」


　特とく務む戦せん技ぎ兵へいの少年はそう言って微笑を浮うかべた。








　ふと──洗せん濯たく桶おけの中に向けていた視し線せんをシャノンは上げた。


　野や営えい地ちに張はり巡めぐらされた擬ぎ装そう用幻げん影えいの向こうから、近付いてくる気配を感じたからである。屈かがめていた長身瘦そう軀くを伸のばして立ち上がり、丁ちよう度ど洗あらい上がったシャツを近くの樹じゆ木もくの間に張はり渡わたした紐ひもに引っかける。いかにも面めん倒どう臭くさそうな物もの腰ごしと、物もの憂うげな表ひよう情じようの馴な染じんだその顔が所帯じみた作業とよく似に合あっていた。


「ようやく帰ってきたか……」


　呟つぶやいて彼は気配に向けて歩き出した。


　ちなみに愛用の刀は近くの樹きの幹みきに立て掛かけたままだ。


　気配がよく知った者達のものであったからである。


「ただいま」


　緊きん迫ぱく感に欠けた声がそう宣せんするのと同時に──風景の一部が揺ゆらいでそこから四頭立ての馬車の姿すがたが滲にじみ出てくる。


　御ぎよ者しや台に乗っているのは共に長身の女じよ性せいが二人。


　一方はシャノンと同じ黒くろ髪かみ黒こく瞳どうに加え、よく似にた顔立ちをした──しかし何ど処こかのんびりと緩ゆるんだ雰ふん囲い気きの娘むすめ。美人だがとろんとした呑のん気きな物腰が愛あい嬌きようになっている。


　もう一人は亜あ麻ま色の髪をうなじの辺りで切り揃そろえた、先の娘とは反対にいかにも気の強そうな雰囲気の娘である。美人ではあるが儚はかなげな印象は微み塵じんも無く、野を駆かける肉食獣じゆうの如ごとき印象が強い。


　シャノンの双ふた子ごの姉ラクウェルと……そしてギアット帝てい国こく第三皇おう女じよのセーネスである。


「やけに時間がかかってたな」


　そんなシャノンの言葉にラクウェルが微び笑しようしながら応おうじる。


「ちょっと街中で懐なつかしい人と会ったから……」


「グレンデルでか？」


　眉まゆをひそめてシャノンが言う。


「ええ。タンホグリオさん」


「タンホグリオ……？」


「ベルケンスさん」


　ラクウェルにそう言われてようやくシャノンの顔に納なつ得とくの表情が浮かんだ。


「あいつか？　しかしあいつは……マウゼル教の神官と言っても、異い教きよう検けん察さつ官かんだった筈はずだろう。なんでグレンデルにいるんだ？」


　異教検察官は基き本ほん的にマウゼル教の影響力の弱い辺へん境きよう地方に派は遣けんされる。無論、マウゼル教の神官ではあるので、聖地たるグレンデルに居いる事そのものは不思議ではないのだが……彼が自ら語っていた様に、ベルケンスは一種の『落ちこぼれ神官』であり、左さ遷せん的な意味合いも含ふくめて辺境巡めぐりをさせられていた筈だ。


「呼よび戻もどされて『聖堂騎士』とかいう役やく職しよくがふられてるらしいけど。対反はん乱らん軍ぐん対たい策さくという事らしいわね」


「……まああれだけの戦闘力があれば護衛にはうってつけかもしれんが」


　素す手でで猛もう獣じゆうさえ絞しめ殺しそうなベルケンスの姿を思い出しながらシャノンは言った。


「……色々と交友関係が広いな」


　苦笑を浮かべてセーネスが言う。


「何かと波は乱らんに満ちた人生送ってるんでな──特にここ二年ほどは。しかしベルケンスってのもまた……微び妙みような位置に居るな」


　かつてベルケンスはパシフィカの事を〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉と知った上で見み逃のがしている。


　少なくとも彼がパシフィカやシャノン、ラクウェルに好感を持っていたのは間違いない。本来であれば彼との再さい会かいは喜ぶべき事ではあるだろう。


　だが──先日のあの王都での戦いや、その際に放ほう射しやされた〈秩序守護者ピースメイカー〉の思念波の事を考えると、ベルケンスが考えを改めていないとも限かぎらない。なんと言っても彼はマウゼル教の神官なのだから。


「……念のために聞くが。後を付けられたりはしてないだろうな？」


「その点は気を付けたさ」


　言ってセーネスが肩かたを竦すくめる。


「まあ──ウイニア辺りがホーグ枢すう機き卿きようにとっつかまって拷ごう問もんされれば知らないが」


「ん？……そういえばクリスとウイニアはどうした？」


　買い出しと世情偵てい察さつを兼ねてラクウェル達と共にグレンデルまで出掛けた筈だ。しかし近くにクリストファとウイニアの気配は感じられない。


「クリストファが王子に会いに行くとさ。ウイニアも一いつ緒しよに行った」


　セーネスが言った。


「王子……？」


　怪け訝げんそうな表情のシャノンにラクウェルが小さく頷うなずいてみせる。


「フォルシス・ラインヴァン。聞いた事位はあるだろ」


「そりゃそうだが──」


　パシフィカの本当の兄だ。シャノンとてその名を知らない筈が無い。


　しかし──


「いきなり何でまた？」


　特務戦技兵の少年と。ラインヴァン王国の王子と。


　細かな事情を知らないシャノンにはこの二者がどう繫つながってくるのかさっぱり分からない。少なくとも、普ふ通つうならいくら思い立っても簡かん単たんに会える相手ではなかろう。


「元々彼はフォルシス王子と知り合いだったらしいな。反乱のごたごたを避さけてフォルシス王子をこのグレンデルまで護送する役目も負っていたらしい」


「……初耳だ」


　シャノンは眉をひそめて言った。


　もっとも殊こと更さらにクリスも隠かくしていた積もりはないのだろう。再会の後にむしろ語るべき事が互たがいに多すぎて、優ゆう先せん順位が下がっていただけの事かもしれない。


「どうやらマウゼル教の第一渉しよう外がい局きよくのホーグ枢機卿のところに匿かくまわれているらしいが」


「マウゼル教の上級神官か」


　枢機卿といえば教きよう皇こうを補ほ佐さする最高位の神官職の事である。教皇の選挙権けんを持ち、教会行ぎよう政せいの要よう務むに任にんじられる大物だ。


「元々は各国王族相手の渉外活動をしていた爺じじいさ。噂うわさじゃ、第六渉外局──つまり〈粛清使パージヤース〉の統とう轄かつ局の長も兼けん任にんしている人物だって話だがね」


「また懐なつかしい名前が出てきたな」


　苦笑するシャノン。何度か彼は教会の暗殺部隊〈粛清使〉と戦っている。


　フォルシスが身を寄よせているのは──そしてクリストファが向かったのは、その〈粛清使〉の元もと締じめだと噂される男の所、という事になる。


　これまた微妙な関係だ。


　クリストファが今更シャノン達に敵てき対たいしたり、裏うら切ぎったりするというのも考えにくいが──それなら好機はいくらでもあった──そのホーグ枢機卿やフォルシスとの接せつ触しよくがどういう方向に働くのか、シャノンとしても予想がつかない。


　少なくともマウゼル教はシャノン達と敵対関係にあった筈だ。


　その関係者との接触はそれなりに注意を払はらう必要があるだろう。


　そもそも王都の一件けんがどの様な影えい響きようをマウゼル教教会に、特にその上じよう層そう部ぶに与あたえているのか、現げん状じようでは情じよう報ほうが少なすぎて判はん断だんがつかない。


「まあ……いくらなんでも本当にウイニアを拷問にかけたりはしないだろうけどな」


「それはあの小こ僧ぞうが許ゆるさねえだろ。フォルシス王子も温おん厚こうな人物だって話だし、彼等の側に居れば、おかしな事にはならないだろうさ」


　とセーネス。その辺りの読みがあったからこそセーネスやラクウェルもクリストファ達を止めなかったのだろう。


「だろうな」


　シャノンが頷いたとき──


「あの……フォルシス王子って……」


　おずおずと発せられた声にシャノンは振り返った。


　少し離はなれた処ところにパシフィカが立っている。


（聞こえてたか……）


　シャノンは内心で眉まゆをひそめた。


　聞かれて困こまる話をしていた訳わけでは無む論ろんないが──


「私の……双ふた子ごのお兄ちゃんよね？」


「……そうなるな」


　近づいてくるパシフィカを眺ながめながらシャノンは小さく頷いた。


「そっか……」


　それ以上は何も言う様子もなく、パシフィカは何か考え込む様な表情を見せている。


（やはりまだエルマイア王おう妃ひの事が響ひびいているか……）


　シャノンは小さく溜ため息をついた。


　エルマイアの事については──自分が最さい期ごを看み取とった女じよ性せいが実の母親だという事は、まだパシフィカには知らされていない。ただでさえ目の前で自分を庇かばった女性が死んだという事実に動どう揺ようしていたのだ。落ち着くまでは話さない方が良かろうという判はん断だんだった。


　あれから一週間。


　随ずい分ぶんと吹ふっ切った様には見えるが──それは周囲の者を心配させまいとしていつも通りに振る舞まっているだけだ。少なくともエルマイアの死が彼女の中にある種の影かげを落としているのは間違いない。


　そして同時に、あの一件でパシフィカは、今まであまり意い識しきしていなかった──意識しない様にしていた自分の本当の肉親の事が、改めて気になり始めたのだろう。


　反乱のごたごたで死んでいなければ、彼女にはまだ二人の肉親がいる。


　父親と、そして双子の兄。


　だが──彼等と会う事がパシフィカにとってどんな影響を及およぼすか。


「クリス君は、一いち応おう遅おそくても明日の晩ばんには戻もどると言っていたけれど」


「分かった」


　ラクウェルの言葉にシャノンは頷いた。








　恐おそらくかなり心細い想おもいをしていたのだろう。


　久ひさし振りという程ほどの時間ではなかろうに……再さい会かいした際さいのフォルシスはクリストファの記き憶おくの中にある彼の姿すがたよりもかなりやつれて見えた。良くも悪くも育ちの良さが感じられるのんびりとした雰囲気が彼の特とく徴ちようであるのに──何か追い詰つめられたかの様な憔しよう悴すいした気配を漂ただよわせていたのだ。


　本人は周囲の者に気き遣づかわせまいといつも通り振る舞おうとしているらしい。だが、根が正直な為ためか、他人の眼めからは彼が無理をしているのがはっきりと見えてしまい……その姿がかえって痛いた々いたしく映うつる。


　それでも友人であるクリストファと一時間も喋しやべっていれば多少は気が紛まぎれたのか、フォルシスの表情はクリストファのよく知る彼のものに戻りつつあった。


　しかし──


「一つ聞かせてくれないか？」


　再会をひとしきり喜び合い、世間話とも言えない様な他愛ない会話をしばし楽しんだ後──フォルシスはほんの少し改まった口調でそう切り出してきた。


「……僕ぼくに答えられる事ならば」


　そうは答えたものの、クリストファには次に来るフォルシスの言葉を予想するのは容易たやすい行こう為いだった。むしろ顔を合わせて最初にその事を尋たずねられるだろうと覚かく悟ごもしていたのだが──今まで待っていた事を思えば、やはり何ど処こかでフォルシスにも遠えん慮りよがあったのかもしれない。


「僕の妹は──〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉と呼ばれた僕の双子の妹は、生きているのか？」


「フォルシス様──」


　クリストファが単なる貴き族ぞくの養よう子しではなく、〈オブスティネート・アロウ〉に所しよ属ぞくする特とく務む戦せん技ぎ兵へいである事を既すでにフォルシスは知っている。そして任務で〈廃棄王女〉について調べていた事も。だからこそフォルシスはクリストファが〈廃棄王女〉とその周辺事情について知ち悉しつしていると踏ふんだのだろう。


　確たしかに今のクリストファは〈廃棄王女〉に関して多くの情じよう報ほうを持っている。


　だが──


「……生きているんだね」


　言い淀よどむクリストファの様子から大まかに事情を察したのか──微び苦く笑しようを浮うかべてフォルシスはそう言った。


「……申し訳ありません」


　クリストファは唇くちびるを嚙かんで頭を下げた。


　思えば自分はずっとパシフィカの存ぞん命めいを知った上で、そしてフォルシスが彼女の事を気に掛かけていた事も知っていたにも拘かかわらず、その事実をこの王子には黙だまっていた。無論、事情が事情ではあったし、フォルシスの事を慮おもんぱかって生々しい話から彼を遠ざけたいという気持ちもあった。


　それを責せめようとする様子もフォルシスには無い。


　だが……


「僕はフォルシス様と出会う前から彼女の存命を知っておりました。また、エルマイア王おう妃ひ──御おん母はは上うえより彼女についての調ちよう査さを依い頼らいされていた事もフォルシス様には黙っておりました」


　それを裏うら切ぎりだと言われれば──クリストファは黙ってうなだれるしかない。


　しかし……


「それについては気にする必要はないよ」


　むしろクリストファを労いたわるような表情でフォルシスが言う。


「君の職しよく務むの苛か酷こくさは理り解かいしているし、私し情じようで機き密みつ情報を漏もらすようでは、軍人失しつ格かくだろう。むしろ今認みとめてくれた事に感かん謝しやしたい位だよ」


「……返す言葉もありません」


　クリストファは言って……やはり俯うつむいた。


　フォルシスの言葉が彼の寛かん容ような性格から出ている事は充じゆう分ぶんに理解している。優やさしい少年なのだ。愚おろかな程に他人を気遣う少年だ。そんな事はクリストファもよく知っている。


　だがそうと分かっていてもなお『その程てい度どの付き合いだった』と彼に見み限かぎられてしまったのではないか──そんな不安がクリストファの脳のう裏りを過よぎる。


　クリストファにとって王子である以前にフォルシスは数少ない大事な友人である。


　だからこそ彼に自分達の関係について諦あきらめられてしまうのは辛つらい。


　それは今のクリストファにとって耐たえ難がたい程の苦く痛つうだった。


「フォルシス様」


　クリストファは床ゆかの一点を見つめたまま言った。


「貴方あなたにはもう二度と隠かくし事を致いたしません。その事を誓ちかいます」


「クリス──僕は」


「僕自身が貴方には隠し事をしたくないんです。ただ……その場合、僕はとても辛いお話をも貴方にせねばなりません」


　クリストファの言葉をどう受け止めたのか、しばしフォルシスは思案の表情で目の前の友人を見つめていたが──やがて彼はひどく優しい声で言った。


「…………聞こう。大だい丈じよう夫ぶだよ」


「先日──」


　うつむいたままクリストファは続ける。


　褒ほめられた振ふる舞まいではないと知りながらも……とても正面からフォルシスの顔を見て告げる気にはなれなかった。


「エルマイア王おう妃ひがお亡なくなりになりました」


　最初に聞こえたのはまず息をのむ音。


　そして──しばしの沈ちん黙もくの後に聞こえたのは、長い長いため息だった。


「……そうか」


　ただフォルシスはそう言った。


　そして再ふたたび沈黙が室内に満ちる。


　いつまでも俯うつむいている訳わけにもいくまい。意を決して顔を上げ、クリストファは黙り込こんだままその場に立ち尽つくしているフォルシスの顔に視し線せんを向けた。


　表情に拭ぬぐい難がたい翳かげりが生じてはいるものの、取り乱みだしたり泣き喚わめいたりする様な兆きざしは見られない。


　覚かく悟ごとまではいかずとも、予想はしていたのであろう。


「…………」


　フォルシスの静かな目線に促うながされるまま、クリストファはエルマイア死し亡ぼうの一件けんに関し、自分の知る限りの全すべてを語った。


　エルマイアが反はん乱らん軍に捕ほ縛ばくされてしまった事。


　激はげしい拷ごう問もんや精せい神しん探たん査さの魔ま法ほうによって衰すい弱じやくしていた事。


　更に──偶ぐう然ぜん同じ施し設せつに居い合あわせた〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉を庇かばって彼女は最後の力を振り絞しぼり、そして力尽きた事。


〈廃棄王女〉は彼女が本当の母親であったとまだ知らない事。


「…………」


　フォルシスは黙って聞いていたが……恐おそらく彼の受けた衝しよう撃げきはやはり相当なものだろう。


　彼自身の言葉からすると、フォルシスは実の父バルテリクに疎うとまれていたらしい。これが事実なら彼にとって一番近しい肉親は母親のエルマイアという事になる。


　その死を告げられて動どう揺ようしない筈はずはない。


　ただ──


「母上は──」


　全ての事をクリストファが語り終えた後、フォルシスはふと思いついた様に言った。


「どんな死に顔だった？」


「……僕の感想でよろしいのですか？」


　クリストファの言葉にフォルシスは黙だまって頷うなずいた。


「とても──満ち足りたご様子でした」


　慰なぐさめでも何でもなく──これは掛かけ値ねなしに本当だった。


　少なくともクリストファにはそう見えた。


　死者の顔には様々な表ひよう情じようが残る。そしてクリストファの視みてきたそれらの多くは──苦く悶もんや恐きよう怖ふや憤ふん怒ぬといった感情を刻きざんでいた。人間は死を恐れる。だからこそそれは、死を間近にした者が当然に浮うかべるべき表情だった。


　だからこそクリストファにとってエルマイアの死に顔はひどく印象に残ったのだ。


　そこには憎ぞう悪おも不安も無かった。死に至いたる数時間は決して安楽なものではなかったろうに……誰だれを恨うらむでも何を哀しむでもなく、まるでただ眠ねむりに落ちるかの様な、穏おだやかな表情を浮かべてエルマイアは事切れていた。


　自分もいつか死ぬのならこんな表情で逝ゆきたい──心底クリストファはそう思った。


「恐らく長年気に掛けられていた娘むすめにお会いになれた事と、土ど壇たん場ばでその娘をご自分が守れた事に、満足されて逝かれたのだと思います」


　クリストファの言葉を黙って聞くフォルシス。


　やはり短い沈黙の後……彼はしみじみと呟つぶやく様に言った。


「……母上らしいな」


　そうしてフォルシスの浮かべて見せた微び笑しようはひどく穏やかで──そして同時にひどく痛いた々いたしかった。


　





「──なんだ？　ずっと待たされてんのか」


　そう声を掛けられてウイニアは顔を上げた。


　彼女がクリストファと共にやってきたのは、とある神官の家である。


　貴き族ぞくの屋や敷しきほどではないにせよ、かなり大きな門もん構がまえの家である事を見れば、かなりの要よう職しよくに就ついている人物の家なのだろう。今、彼女がクリストファを待っている部屋──恐らくは応おう接せつ間ま──もそれなりに金がかかっている部屋だという事は、通された瞬しゆん間かんに分かった。特に派は手でな内ない装そうではないのだが、間取りに相当な余よ裕ゆうが見えるし、置かれている家具も大きく細部の造つくりがしっかりしたものばかりである。


　加えて部屋には塵ちり一つ落ちていない。よく掃そう除じが行き届とどいている。季節の花の生けられた花か瓶びんには来客に対する細やかな心配りをも感じる事が出来た。


　だが……


　ウイニアはどうにも落ち着かなかった。


　彼女はマウゼル教の暗部を知っている。あの〈粛清使〉と呼よばれる暗殺部隊の存そん在ざいを目まの当たりにしている。マウゼル教が世間一いつ般ぱんで言われている様な、博はく愛あいの徒の集まりであるなどとは到とう底てい信じられない。


　だからこそマウゼル教の神官──それも要職に就いている者の屋敷と聞くと、どうにも身構えてしまう。


　クリストファが彼女の同行を許ゆるした位なので、危き険けんはないとは思う。だが独ひとりこの部屋に座すわっていると、どうしても漠ばく然ぜんとした不安が頭をもたげてくるのだ。


　落ち着かない気持ちを何とかなだめつつ、彼女はクリストファが戻ってくるのを待っていたのだが──


「しょうがねえなあ」


「──あ」


　思わずウイニアは驚おどろきの声を上げた。


　いつからそこに居いたのか……ウイニアのすぐ側に大おお柄がらな神官が立っていたからだ。


　クリストファの要よう請せいに従って二人をこの屋敷まで案内してきた人物である。


　雑ざつ音おんの多い街中では気付かなかったが──ただ動き回るだけでも空気を搔かき乱みだし、床を軋きしませずにはおれないような、威い風ふう堂々とした体たい軀くであるにも拘らず、この男は本当に音を立てず静かに歩く。


　特に忍しのび足で歩いているという訳わけでもなさそうなのだが──


「ええと──」


「ベルケンス。ベルケンス・タンホグリオ」


　親指を拳こぶしから立てて自分を指差しながらその神官は言った。


「あ。すいません」


　比ひ較かく的てき、ウイニアは他人の顔と名前を覚えるのは得意な方だが──どうもここしばらくは本調子ではない。あまりに多くの物事が立て続けに起こっているせいだろう。


「いやいや。別に構わんよ」


　子こ供どもが間近に見たら泣き出しそうな顔に、意外と人ひと懐なつっこい微笑を浮かべてベルケンスは言った。


「しかしまだあの小こ僧ぞうは帰ってきてない訳か。もう二時間以上になるだろ。まったく色男は女に冷たいよな」


「あ──いえ。大だい丈じよう夫ぶです」


「健けな気げだねえ」


「別に……そんなんじゃありません」


　微苦笑を浮うかべてウイニアは言った。


　待つ事は苦ではない。クリストファの気持ちが分からずに煩はん悶もんしていた時の事を思えば、別に一時間や二時間待たされる位は何でもない。彼が自分の側にまた戻ってきてくれると今は分かっているからだ。


　それはさておき──


「そういえば──タンホグリオさんは、ラクウェルさんとお知り合いみたいですけど」


　ふとウイニアはこの男について気になっていた事を尋たずねてみた。


「何ど処こでお知り合いに？」


「おお。前にちょっとな」


　ベルケンスは気安い口調で言った。


「俺おれは元は異い教きよう検けん察さつ官かんでな。聖せい都と壊かい滅めつを狙ねらう異教集しゆう団だんとやり合う事になったんだが、その際さいに会った事がある」


「異教集団──」


「〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉を旗はた頭がしらにグレンデルをでっかい魔ま法ほうで吹ふっ飛ばそうとしてたのさ」


「……!!」


　あっさりとした物言いに、かえってウイニアは絶ぜつ句くした。


　勿もち論ろん、〈廃棄王女〉の〈守護者ガーデイアン〉であるラクウェルと、〈廃棄王女〉を邪じや悪あくと断だん定ていしたマウゼル教の神官であるベルケンスと──まさか心温あたたまる様な微笑ほほえましい経けい緯いを想そう像ぞうしていた訳ではないのだが、そんな殺さつ伐ばつとした事情があったとは思わなかった。


「でも……あの……それじゃあ……」


「まあその〈廃棄王女〉は偽にせ物ものだった訳だがな」


「…………」


　ベルケンスが肩かたを竦すくめてみせるのを見て、ウイニアは続けるべき言葉を飲み込こんだ。


　つまり……お互たがいに『敵てき』として彼等が出会った訳ではないらしい。あるいはこの神官はパシフィカが〈廃棄王女〉である事や、ラクウェルがその〈守護者〉である事は知らずに知り合いになったのかもしれない。


　ならばここで自分が迂う闊かつな事を言う訳にはいくまい。


　ウイニアが気を引き締めたその瞬しゆん間かん──


「まさか連中も、たまたま自分達のアジトに迷まよい込こんできた連中が本物だとは思いもしなかったろうがよ」


　これまたあっさりとベルケンスは言った。


「……え？」


　ウイニアの胸きゆう中ちゆうで心臓が跳はねる。


　まさかこの男は──


「ひょっとして──とは思ったが」


　ベルケンスはそんなウイニアを静かに眺ながめる。


「やっぱりあんたも知ってる訳か──パシフィカ・カスールの正体について」


　言って悪戯いたずらっぽく──と本人は思っているのかもしれない──片かた目めをつぶってみせるベルケンス。不器用で厳いかつい顔のこの男がやると、かえって奇き妙みような愛あい嬌きようを醸かもし出す仕草ではあるが……無む論ろんウイニアはそれに微笑みを返す様な余よ裕ゆうは無かった。


「あなたは……！」


　思わずソファから立ち上がるウイニア。


　言うまでもなくベルケンスの言葉はカマ掛けだったのだ。


　そしてウイニアはそれに反はん応のうしてしまった。別に何かを喋しやべった訳ではないが──ベルケンスの言葉を肯こう定ていしてしまったも同然である。そしてベルケンスがマウゼル教の神官である以上、この瞬間からウイニアやクリストファは彼にとって『敵』と認にん識しきされて然しかるべきであった。


　だが……


「別にお嬢じようちゃんを拷ごう問もんして居い場ば所しよを聞き出そうとか、そういう事は考えてないから、そう身み構がまえんでくれよ」


　ベルケンスは苦く笑しようを浮かべながらのんびりとした口調でそう言った。


「まあ──あの〈秩序守護者ピースメイカー〉様からのお言葉が出た後だからな。居場所を血ち眼まなこになって探さがしている連中は居るだろうがよ」


　怪け訝げんの表情を浮かべて立ち竦すくむウイニア。


　噓うそを吐ついている様には見えない。またわざわざここで噓を言う意味も無いだろう。ウイニア一人を騙だましたところで然さしたる有ゆう利り性せいは得られまい。


「……でも貴方あなたは」


「俺は──」


　ふと困こまったような表情を浮かべてベルケンスは自分の頭を搔かいた。


「どうしてもあの嬢ちゃんが『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』になるとは思えなくてな」


「…………」


「異い教きよう検けん察さつ官かんを長くやってると、なんちゅうか職しよく業ぎよう病びようみたいなのにかかる事があってな。マウゼル教の神官の癖くせに、その教きよう義ぎを斜ななめから見ちまう癖がつく」


「……え？」


　意外な告白にウイニアは眼めを瞬しばたたかせる。


　マウゼル教の神官といえばその信しん仰こうに自らの人生を捧ささげた者達である。他の誰が疑うたがおうと神官達はマウゼルの神の教えに疑ぎ問もんを差し挟はさむ事はない──ウイニアはそんな風に思っていた。


「この世には人の数だけの真実がある。マウゼル教徒の信じる真実と、異教の連中が奉ほうじる真実と──どっちかが正しくてどっちかが間ま違ちがってるとか、そういう単たん純じゆんなもんじゃないんだよな、多分。


　いわゆる見けん解かいの相そう違いという奴やつか。だからまあ──『これが本当で後は全部間違い』とか言われても素す直なおに信じられなくなってくるんだよ」


「…………」


「まあ信じちゃもらえねえかもしれんが──俺はあの連中の事を敵てき視しはしてない。そもそもあの〈秩序守護者ピースメイカー〉様の御お言葉ってのが、本物かどうかも分からねえしな。悪あく魔まが神を騙かたるなんてのはよくある説話なんだわ、これが」


「はあ……」


「もっとも」


　ベルケンスはふと表情を引き締しめる。


「本当に連中が邪じや悪あくで『屍し山ざん血けつ河かを築きずく』様な、洒落しやれにならん存そん在ざいだと俺自身が確かく信しんしたら……その時は敵になるのかもしんねえけどな」


　そう言って肩かたを竦めるベルケンスを──ウイニアは不思議なものを見る気持ちで眺ながめた。








　鈍にび色いろの沈ちん黙もくが二人の少年の間に満ちる。


　部屋の中に射し込んでくる夕ゆう暮ぐれの気け怠だるい光の中で、クリストファとフォルシスはただ静せい寂じやくの冷たさだけを聴きいていた。


「クリス……」


　不意に──黄昏たそがれの光に染しみ込むかの様な声が言う。


　ごくごく自然な口調ではある。優やさしく穏おだやかな声もいつも通りだ。叫さけんだり喚わめいたりする様など想像もつかないような──そんな声こわ音ねと口調がフォルシスにはよく似に合あう。


　だが……今彼の声にはある種の決意が淡あわく滲にじんでいた。


「──はい」


　応おうじるクリストファの声は硬かたい。


「僕ぼくの妹が今居る場所も──〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉の居場所も君は知っているんだね？」


　呟つぶやく様にフォルシスは尋たずねた。


「はい。存ぞんじております」


「彼女はきっと僕や父上を……恨うらんでいるだろうね」


「それはありません」


　クリスは即そく座ざに──そしてはっきりと断だん言げんした。


「…………」


　驚おどろいたように眼を瞬かせるフォルシス。


　クリストファは念を押おす様にはっきりとした口調で付け加えた。


「それだけはないと断言できます」


　かつて──タウルスで、彼等は自分達を白はく眼がん視しして追い出した者達を救うために、命の危き険けんを顧かえりみず、わざわざ敵の待ちかまえる街へと戻もどった。


　そしてまた今も、王都市民を──見ず知らずの人間達を人ひと質じちに取られただけで、罠わなと分かっていても、一度は逃にげ出したこの国へと戻ってきている。


　不器用な連中なのだ。


　誰だれかを憎にくみ、誰かを恨うらみ、誰かを嫉ねたみ──そうする事で自分に都合の良い選せん択たくを正当化出来るような、器用な連中であったならば、彼等の未来はもっと違ったものになっていただろう。


「そう……か……」


　フォルシスは笑い顔とも泣き顔ともとれる様な、曖あい昧まいな表情を浮うかべて頷うなずいた。


「彼女は今……何ど処こに？」


「それは──」


　クリストファは言葉に詰つまった。


　来る事が分かっていた質問である。またクリストファはフォルシスに対して何事をも隠かくさないと誓ちかったばかりだ。だからこそ答える事は難むずかしくない。答えるべきでもある。


　だがそれでもクリストファは束つかの間、答える事を躊躇ためらった。


　次に来るフォルシスの言葉も容易たやすく想そう像ぞう出来たからだ。


「会わせて欲ほしいんだ」


　予想された通りの言葉。


　だがそれでもクリストファは一いつ瞬しゆん息を呑のんだ。


「フォルシス様──」


「クリス。頼たのむ」


　フォルシスは何の躊躇いも無く頭を下げた。


　そもそも王族は容易く頭を下げない。下げてはならない。望む望まぬに拘らずそれが支し配はいする側に属ぞくする者の権けん勢せいであり責せき任にんというものだ。鷹おう揚ように──時には傲ごう慢まんに振ふる舞まう事さえも王に連なる者としては必要なのだ。謝あやまったり乞こうたりしてばかりの主人に誰が自分達の命運を委ゆだねようとするだろうか。


　だが──フォルシスは今静かに頭こうべを垂たれている。


　これが王子としての命令ではなく友人としての頼みであるのだという事は、クリストファにもよく分かる。自分達を取り巻まく面めん倒どうな状じよう況きようを全すべて分かった上で、一いつ時ときそれを忘わすれてくれとフォルシスは言っているのである。


「フォルシス様」


　クリストファは膝ひざをつき、俯うつむいたまま真しん摯しな表情を浮かべる王子の顔を見上げた。


「お気持ちは分かりますが──現げん在ざい、彼女を取り巻く状況はひどく危険なものになっています。フォルシス様にも身の危険が及およぶ可か能のう性せいが──」


「前に言ったろう」


　そう言ってわずかに顔を上げ──フォルシスは弱々しくも気き丈じように笑って見せた。


「僕達は双ふた子ごだ。互たがいにこの世にたった一人の半身同士だ。彼女の身が危険だというのなら尚なお更さらに──後こう悔かいが残らない様に会っておきたいんだよ。いや……僕にはその責任があると思う」


　いつもと同じ優しく穏やかな口調で──しかしはっきりとそう言い切るフォルシスを前にして、最も早はやクリストファは返す言葉も無かった。








　結局──夜になってもクリストファ達は帰ってこなかった。もっとも夕ゆう刻こく以い降こう、保ほ安あん的な意味もあって人の出入りを禁きん止ししている街も多い。クリストファは恐おそらく面倒を避けてグレンデルの街で宿をとったのだろう。


　夕食を摂り終えたシャノン達は、再ふたたびそれぞれの作業に戻った。


　ラクウェルとセーネスは〈フィンブルヴェトル〉の調整と新しい戦せん術じゆつについて話し込こんでいるし、ゼフィリスとセーネスの部下達は〈竜ギ巨ガ人ス〉の修しゆう復ふくと調整に忙ぼう殺さつされている。


　レオポルドはというと、何やら思うところでもあるのか、剣術の修しゆ行ぎように精せいを出している。


　そしてシャノンは──


「手入れ？」


　掛かけられた声には殊こと更さらに振り返らず──シャノンは頷いた。


　相変わらず異教の神しん像ぞうの如ごとくその場に跪ひざまずいている〈竜機神ドラグーン〉の爪つめの上に座すわって、彼は刀の手入れをしていた。


「まあ今更刀一本で何が変わる訳わけでもないんだろうけどな。形見でもあるし」


「そうだね──んしょ、と」


〈竜機神〉の爪は巨きよ大だいで──パシフィカの身長からすれば、腰こし掛かける対象としてはやや高すぎる。両手をつきながら身を持ち上げ、パシフィカはシャノンの隣となりに並ならんで座った。
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「なんだ？　暇ひまなのか？」


　ちらりと視し線せんを妹に向けてシャノンはそう尋ねた。


「何よ、その言い方は」


　多少顔をしかめてパシフィカが言ってくる。


「可愛かわいい妹が兄との親しん睦ぼくを深めようと声をかけてやってるのに」


「へえへえ」


　言いながらもシャノンは少し安あん堵どを覚えていた。さすがにすぐいつも通りという訳わけにはいかないが、多少は調子が戻ってきたらしい。


　パシフィカは、しばし手入れを続けるシャノンの横顔を眺ながめていたが──


「そういえばシャノン兄」


「なんだ？」


「私が──その双子のお兄さんってのに会ってみたいって言ったらどうする？」


「…………」


　シャノンは刀身についていた打ち粉を布ぬので軽くぬぐい取り、刀を鞘さやに収おさめた。


　今度ははっきりとパシフィカの方に顔を向ける。


「またいきなり何を言い出すやら。会ってどうするんだ？」


　血の繫つながらぬ妹の顔を眺めながらシャノンは尋ねた。


「どうするって……そんなの分からないけど。でも近くに居るのなら、会っておきたいかなーとか思ったりなんかして」


「駄だ目めだ」


　即そく座ざにシャノンは断だんじた。


「なんで？」


「なんでっておまえ──同じ顔が二つになったら気色悪いじゃないか。分ぶん裂れつ増ぞう殖しよくしてるみたいで」


「……シャノン兄。自分が双子だって自覚在ある？」


「言うな。それは普ふ段だん考えない事にしてる」


　そんなふざけた会話をしながらも……シャノンは内心ため息をついていた。


　エルマイア妃ひの死が、やはり彼女を神しん経けい質しつにさせているのだろう。近くの街にフォルシス王子が居ると聞いて、どうにも気になっているらしい。


「大体……向こうは王子様だぞ、王子様」


　シャノンは殊更に『様』の部分を強調して言う。


「何ど処この馬の骨ほねともわからん奴やつが、会わせて～って出かけていって、ほいほい会える筈はずがないだろうが」


「馬の骨とは何よ馬の骨とは」


「じゃあ豚とん骨こつか」


「出汁スープとってんじゃないんだから」


　顔をしかめてパシフィカが言う。


「そもそもあんな迷めい惑わくな予言が無ければ、私は王女様だったんだからね。シャノン兄みたいな馬の骨なんて会わせて～って泣きついてきても、会えなかったのよ！」


「何を好きこのんでわざわざ豚骨娘むすめに会いにいかにゃならんのだ」


「誰が豚骨よ！　大体『会う』とか気軽に言うけど、そうなったらそもそも言葉から違ちがうわよね。謁えつ見けんよ謁見。拝はい顔がんってやつ？　そうそう機会のある事じゃないし、とっても有り難がたいのよ」


「なるほど。金払はらって珍ちん獣じゆうをみる様なもんか。猟りよう奇き豚骨娘」


「豚骨から離はなれなさい！」


　そんな風にして二人で他た愛あいない話をしていると──


「──シャノンさん」


　長ちよう騎き剣けんを担かついだレオポルドがやってきて、声をかけた。


「ん？　どうした」


「すいませんが、剣けん術じゆつの修しゆ行ぎようにつきあって貰もらえませんか？　どうにも実じつ践せん的な勘かんというか──そういうのがつかめなくて」


「ふむ。丁ちよう度どいい──俺おれもしばらくまともに剣を使ってなかったしな」


　そう言ってシャノンは立ち上がる。


「すいません、パシフィカさん──ちょっとお義に兄いさんをお借りしますね」


「いいよいいよ。こんなのいくらでも貸かしたげる」


　律りち儀ぎにそう言ってくるレオポルドに向けて笑い──そしてパシフィカも〈竜機神ドラグーン〉の爪つめの上から降おりて歩き出した。


「んー……」


　茜あかね色いろに染そまる空を見上げ……パシフィカは密ひそやかに溜ため息を一つついた。


　先さき程ほどは咄とつ嗟さに反はん論ろんはしたものの、実は彼女が暇ひまを持て余あましているのは事実である。


　思おも惑わくはそれぞれに異ことなっているが、シャノンもラクウェルもレオポルドもアーフィも、そしてセーネス達さえも……結局のところ、彼等はパシフィカを守るために作戦を練り、あるいは腕うでに磨みがきを掛かけようとしている。


　そんな時に自分だけがぶらぶらしているのも何やら申し訳わけない気がする。


「食事の用意くらいするかな」


　夕食は済すんだが、明日の朝食の準じゆん備びくらいは不器用なパシフィカにも出来るだろう。


　そう考えて彼女は一同からやや離れた場所に造つくられた、即席の竃かまどへと向かって歩いてゆく。ラクウェル達が買い出しをしてきた直後なので、材料は種類も量もふんだんにある。


　その時──


「──んにゃ？」


　パシフィカは足を止め、眼めを瞬しばたたかせた。


　ふと視し界かいの隅すみを白い何かが通り過すぎた様な気がしたのだ。


「あれ？　──気のせいかな？」


　振ふり返ってみてみるが、別べつ段だん、それらしいものは見あたらない。


　この一週間余あまりで飽あきる程に見み慣なれた森の風景が、黙もく然ねんと広がっているだけだ。


「んー。疲つかれてるのかなあ」


　呟つぶやいて再ふたたび竃の方へ歩き出そうと、振り返り──


「──!?」


　愕がく然ぜんとパシフィカはその場に凍こおり付ついた。


　少女が居いた。


　一いつ切さいの脈みやく絡らくも兆ちよう候こうもなく──まるで唐とう突とつにそこに湧わいて出たかの様に──振り返る前までは誰もいなかった筈の場所に、一人の少女が立っていたのだ。


「…………」


　思わず身み構がまえるパシフィカ。


　互たがいに手を伸のばしあえば指先が触ふれる様な距きよ離りである。少女が何者かは分からないが、敵であった場合は、十分に間合いの内に踏ふみ込んでしまっている。迂う闊かつに背せ中なかを向ければその瞬間に致ち命めい的な攻こう撃げきが飛んでくる可か能のう性せいもあった。


　だが──


「……だ、誰だれ？」


　とりあえず身構えたままそう尋たずねてみる。


　とはいえ──その少女の姿すがたにパシフィカは明めい確かくな危き機き感を感じなかった。


　むしろ何ど処こかひどく疲つかれ切った様な雰ふん囲い気きがその少女にまとわりついている様に、見えたのである。少なくとも今から誰かを攻撃しようという感じではない。単にパシフィカを油ゆ断だんさせる為ための演えん技ぎかも知れないが……
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「貴女あなた……誰なの？」


　パシフィカが再さい度ど問とうた。


「…………」


　少女はただ静かにその場に立っている。


　歳としは十代半ば──パシフィカと同じ位だろう。


　やや短めに整えられた灰はい色いろの髪かみや、白い肌はだ、そして灰色の瞳ひとみのせいか……その姿には色いろ褪あせた絵画の様な印象がある。存そん在ざい感がひどく希き薄はくで、たとえ眼に見えていても注意していないと風景の一部に紛まぎれて見み逃のがしてしまいそうな──そんな儚はかなさがその少女にはあった。


　やはり敵には見えない。今から人を殺そうという者にしては、あまりに気き迫はくに欠かけるというか──頼たよりなさげな印象がある。いつも誰かの服の袖そでを摑つかんでその後を歩いているかの様な、気弱げな表ひよう情じようからは、どう見ても敵意や殺気が感じられない。


　そして──


「……教えて……」


　パシフィカの問いには答えず……代わりにその少女は今にも途と切ぎれそうなか細い声で尋たずねてきた。


「……籠かごの中の鳥は……やはり大空に憧あこがれるの……？……」


「──え？」


　意味不明の問い。


　パシフィカは相手の意図がつかめずに眼を瞬かせるのだが──少女は気にした様子もなく一方的に言葉を続ける。


「例えば……外の世界には……鷹たかや猟りよう師しや……鳥にとっては命に関かかわる様な危き険けんがたくさん満ちていると分かっていても……鳥は外に出たがるものなの……？　可哀かわい相そうだからってその鳥を籠の中に入れる飼かい主を……鳥は恨うらむものなの……？」


「ちょ──ちょっと。何を？」


　無む限げん遠えんの彼方かなたに焦しよう点てんを合わせているかの様な灰色の瞳がパシフィカを映うつす。


　そして──


「教えて……御お願ねがい……教えてほしいの、〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉──」


　灰色の髪の少女は静かにそう言った。




　第二章　狭はざ間まにて







　その少女は尋じん常じようではなかった。


　何処が？──と問われればしかしパシフィカは言い淀よどむしかない。


　そもそも脅きよう威いを感じる様な姿すがた形かたちではない。


　むしろその容よう姿しには何かに疲れ切った様な雰囲気が色いろ濃こい。細身の体たい軀くや紙の様な色の薄うすさと相まって、精せいも根も尽つき果てた老ろう婆ばの様な印象すらある。恐おそらくは肉体的なものではないだろう。もっと根深い──精神の根こん幹かんに根を張はるかの様な疲ひ労ろうが陰かげりとなってその姿に張り付いているのだ。表情から立ち方まで……それは彼女の全すべてに食い込こみその一部となってしまっている。この陰りが払ふつ拭しよくされる事も最も早はや無い──それは見る者にそう確信させる様な濃さを伴ともなっていた。


　見ていて痛いた々いたしい程ほどである。


　だが。


　それでもパシフィカはその少女に何か異い質しつなもの──普ふ通つうの人間とは明らかに異ことなる何かを感じずにはおれなかった。具体的なものではない。直感だ。何か異常なものを感じ取ったパシフィカの本能が肉体に緊きん張ちようを促うながしているのである。


「……そこが……」


　少女は言う。


「……己おのれの想そう像ぞうと理り解かいを超こえ、死の脅威に満ちた世界であると分かっていても、生命は安あん寧ねいの内から出て広がってゆこうとするものなの……？」


　身み構がまえるパシフィカの反はん応のうを認にん識しきしているのかいないのか──少女は意味不明の質問を譫うわ言ごとの様に繰くり返している。


「そこに何があるの……？　鳥にとって……そうまでして渇かつ望ぼうするほどに……空は魅み力りよく的なの？……そこにあるのは──ただの虚うつろだというのに……」


「な──何を……何を言ってんのよっ!?」


　いや。いくら抽ちゆう象しよう的とはいえ、パシフィカにも少女の質問の意味は分かる。


　鳥とり籠かご。


　世界。


　脅威。


　安寧。


　人間。


　それは恐らく人間という存そん在ざいの在あり方を問うものなのだろう。その程てい度どは察しの悪いパシフィカにも理解は出来る。


　だがそれを尋ねてくる少女の意図が分からない。今此こ処こでパシフィカにそれを問う意味が分からない。何より少女の正体が分からない。


　しかも──


「御願いだから……教えてほしいの。〈律法を破る者〉──」


　そう繰り返す少女。


　最初は聞き間ま違ちがいかとも思ったが──もう間違いない。


「シャノン兄──ッ!!」


　パシフィカは躊ちゆう躇ちよなく絶ぜつ叫きようした。


　少女が何者かは分からない。


　だが少なくとも偽ぎ装そう結界に迷まよい込んだだけの一いつ般ぱん人じんが〈律法を破る者〉という単語を知っている筈はずが無い。パシフィカをその名で呼よぶ存在はアーフィ達か、さもなくば〈秩序守護者ピースメイカー〉勢せい力りよくだけだ。そして少女がどちら側に属ぞくする存在であるにせよ、パシフィカが一人で相対して事を済すませられる様な相手ではない。


　それに──


『生きるぞ。全力で』


　シャノンはそう言った。


　ならば……自分がすべき事はとにかく生き抜ぬく事だ。


　少しでも身の危き険けんを覚えたら、躊躇なく保ほ身しんに徹てつする事だ。


　格かつ好こう悪くてもいい。恥はじをかいてもいい。誰だれかに頼たよるのが、助けてもらうのが──それが最さい善ぜんの策さくというのなら、躊躇ためらわずにそれを実行するのも勇気なのだ。


　だが。


「──……」


　唐とう突とつな彼女の叫さけびに驚おどろいたのか──次の瞬しゆん間かん、少女の姿すがたはまるで陽炎かげろうの様に揺ゆれてぼやけ始めた。立ち竦すくむパシフィカの目の前で、元より存在感に乏とぼしかった少女は、益ます々ますその輪りん郭かくと色しき彩さいを薄うすれさせて行く。


　まるで水にさらされた水彩画の様に──


「──パシフィカ？」


　シャノンの声が届とどく。


　それをまるで恐れるかの様に、少女の姿はさらにその姿を薄れさせ──やがて虚こ空くうの狭はざ間まへと消しよう滅めつしてしまった。


「……!?」


　パシフィカは呆ぼう然ぜんとその様子を見守るしかない。


　元々幻げん影えいだったのか。それとも〈竜機神ドラグーン〉や〈秩序守護者〉達の様に何らかの超ちよう常じよう的な力で以もつて空間を飛び越こえたのか。


　無む論ろん、パシフィカに判はん別べつなどつかなかったのだが──


「──どうしたっ!?」


　パシフィカの叫びがただ事ではないと瞬時に判はん断だんしたのだろう──改めて振ふり返れば、既すでに抜ばつ刀とうした状じよう態たいで駆かけ寄よってくるシャノンとレオポルドの姿が眼めに入った。


　その向こうではセーネスや部下達も武ぶ器きを片かた手てに近付いてくるのが分かる。


「──シャノン兄」


「どうしたっ!?」


　シャノンはパシフィカの側に到とう着ちやくすると、そのまま緊きん迫ぱくの表ひよう情じようで周囲を見回す。同時にレオポルドも長ちよう騎き剣けんを構かまえたままシャノンの反対側に──二人してパシフィカを挟はさみ込む様な位置に立った。模も擬ぎ戦とはいえ、互たがいに剣を交えていた為ためか、非ひ常じように息の合った自然な動きだった。


　だが──


「あ──あのその」


　パシフィカは思わず言葉に詰つまった。


　さて、どう説明したものか。


　咄とつ嗟さにシャノンを呼よんだものの、別にパシフィカは具体的に何かを──質しつ問もんをのぞけば──された訳わけではない。肝かん心じんの少女が消えた今となっては、何かつまらない事で大騒ぎしてしまった様な気がして、何やら後ろめたい。


「なんだ？　何があったんだ？」


　怪け訝げんそうな表情でシャノンが尋たずねてくる。


「ええと──その。変な女の子が」


「変な女の子？」


　言われてシャノンは再ふたたび、今度は時間をかけて周囲を見回すが──無む論ろん、少女の姿はもう何ど処こにも見あたらない。パシフィカは言い訳するかの様に繰くり返して強調した。


「うん。なんかすごく変な女の子が──」


「すごく変な女の子──？」


　シャノンとレオポルドは顔を見合わせる。


　シャノンは黙だまって刀を腰こしの鞘さやに戻もどすと、パシフィカを振ふり返って言った。


「──これか？」


「違ちがうわよっ！　っていうか『これ』とか言うなっ!!」


　自分の鼻はな面づらに突つきつけられたシャノンの人差し指を払はらいながらパシフィカは喚わめいた。


「いや。おまえ以上に変な奴やつを捜さがすのもなかなか大変なんだが」


「シャノン兄に言われたかないわよ」


「まあ真ま面じ目めな話──一体、何がどうなったんだ？　あの叫び声だと、冗じよう談だんって訳でもないんだろう？」


「ええとね……」


　パシフィカは見た事のない少女が唐とう突とつに自分の側に居いた事、そしてその少女に奇き妙みような問いかけをされた事を語った。


「──ふむ？」


　とりあえず『大だい丈じよう夫ぶだ』という風にセーネス達に手を振って示しめすシャノン。少し怪訝そうな表情を浮うかべながらもセーネス達はそれぞれの仕事に戻っていった。


「この間の様に、誰か迷まよい込んで来た訳じゃないんだな？」


　実のところ、シャノン達の野や営えい地ちの偽ぎ装そうはそう確かく実じつなものではない。ただ単に広範はん囲いの〈幻城〉──視し覚かくを誤ご魔ま化かす魔法で、周囲を覆おおっているだけだ。探たん査さ系けい魔法を使用すればすぐにでも察知されてしまう程てい度どのものでしかなく、また特に侵しん入にゆう者しやを拒こばむための手しゆ段だんが講こうじてある訳でもない。


　事実、そのために先日も現げん地ちの少年らしき者が野営地内に紛まぎれ込んできてしまった訳だが──


「だって私の事を〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉って呼んだわよ。で──シャノン兄を呼んだら消えちゃった」


「……なるほどな」


　シャノンは若じやつ干かん表情を険けわしくさせながら頷うなずく。


「ゼフィ──」


「はい」


　呟つぶやく様なシャノンの声ではあったが──それに応おうじて彼の傍かたわらの空間が揺ゆれると、次の瞬しゆん間かんには〈終わりの魔獣ドラゴン〉の名を冠かんされる少女の姿すがたが出現していた。


　確たしかにその出現の様子は先程の少女の消しよう滅めつの仕方に通じるものがある。


「話は聞いていたか？」


「会話のほぼ最初から」


　アーフィ・ゼフィリスは小さく頷いた。


「どう思う？」


「可か能のう性せいとしては三つ」


　ゼフィリスは即そく答とうした。


「一つはマウゼル側の〈秩序守護者ピースメイカー〉なりそれに類する存そん在ざいであった場合。


　一つはナタリイや私と同様に生き残りの〈竜機神ドラグーン〉である場合。


　更さらに最後はシャノン、貴方あなたやセーネスの様に何らかの経けい緯いで〈律法を破る者〉の名を知るに至いたった人間である場合──ただしこの場合にはその背はい後ごにやはり〈竜機神〉かマウゼル側勢せい力りよくが存在すると見て間違いなかろうか──」


「ちょっと待て。〈秩序守護者〉はもう二体だけだろう？　ソコムってのの人間形けい態たいは見てないが──」


「元々の〈秩序守護者〉は──だ」


　ゼフィリスは指し示す様に後方を振り返る。


　そこには三体の〈竜ギ巨ガ人ス〉が黙もく然ねんと膝をつく形で存在している。


「我われ々われが〈竜巨人〉を作ったのと同じく、〈秩序守護者〉側も代だい替たい戦力を確かく保ほしている事も考えられる。可能性としては低いが」


「でも──」


　パシフィカは首を傾かしげてその少女の様子を思い出しながら言った。


「それなら二番目も違うと思うけど。その子、ゼフィリスやナタリイにはあまり似にてなかったよ？」


「我々の対人インターフェイスは──この外見は必要とあればかなり変へん更こうできる」


　ゼフィリスはパシフィカに向き直りながら言った。


「必ずしも姿形はあてにならない。事実、私やナタリイは初プ期リ基セ本ツ形トからそう変えられていないが、この封ふう棄き世界に突とつ入にゆうした他の〈竜機神〉──〈アズエスミ〉や〈メジェール〉、〈シーワンムウ〉は、それぞれかなり外見を変更調整カスタマイズしていた」


「うーん」


　パシフィカも腕うでを組んで首をひねる。


　改めて想おもい出してみれば、確たしかに前に出会った〈グロリア〉は衣い装しようの感じが明らかにゼフィリスとは異ことなっていたし、別の遺い跡せきで出会った〈西王母シーワンムウ〉に至いたっては体たい格かくや外見年ねん齢れいもゼフィリスとは殆ほとんど共通点が無い。当初は彼女が〈竜機神〉だとは気が付かなかった位だ。


　ただ……


「でもなんていうか──見た瞬間の感じはなんかゼフィリスとかナタリイにもどこか似てたような気はしたのよね。なんていったらいいのかな──姿形は人間なんだけど、どことなく……」


　そこでパシフィカは言葉につまる。うまい表現が出てこない。


「何にしても──何をしにきたのか」


　シャノンは怪け訝げんそうな表情でつぶやいた。


「ただ質しつ問もんに来ただけなのか、それともパシフィカが声を上げなければ更に次の、何かの行動に出るつもりだったか」


「〈秩序守護者〉は直ちよく接せつパシフィカ・カスールに手を出せない。また、他の者に対して害意を持っていたとしても、威い力りよく行使可能な本体が直接乗り込こんでくれば、いくら偽装していても私が気付く」


「──だよな」


　そう言ってシャノンは肩かたをすくめる。


「立体映えい像ぞうやそれに準じゆんじるものだけを、私の感知領りよう域いきの隙すき間まから送ってきた可能性はあるが──」


「可能性の話をしだすときりがないぞ。まあ要するに今の段だん階かいでは何ともいえんか」


　シャノンの言葉にゼフィリスは頷うなずいた。


「その通りだ。警けい戒かいは必要だが──現時点でこのことを殊こと更さらに気に病む必要はあるまい。


　元々この世界を文字通り法ほう則そく段階から統すべているマウゼル側には、我々の居場所はほぼ筒つつ抜ぬけと言っても過か言ごんではない。接せつ触しよくや干かん渉しようも当然あるだろう。その意図が読めないのは確かに問題ではあるが──」


　腕を組む仕草を示し、何やら考え込む様子で言うゼフィリス。


「…………」「…………」


　シャノンとパシフィカは顔を見合わせた。


「……なんだ？」


「いや、別に」


　こちらの様子に気付いたらしいゼフィリスがそう尋たずねてくるが、苦く笑しようしてシャノンは首を振った。


　最近、この〈終わりの魔獣ドラゴン〉は妙みように人間臭くさい言動が増ふえてきている。


　どうやら彼女なりに努力している結果らしいが……それが端はたから見ていると妙に微笑ほほえましかったりする。


『…………』


「…………」


　シャノン達とゼフィリスの間に、妙な沈ちん黙もくが横たわる。


　そして──


「………………変か？」


　どこか戸と惑まどうような口調でそう尋ねてくるゼフィリス。


　自分でも多少の自覚はあるらしい。


『いや、全然』


　シャノンとパシフィカは苦笑混じりに揃そろって首を振ふった。








　彼女はただ静かに煩はん悶もんしていた。


　自分は正しかったのか。


　それとも間ま違ちがっていたのか。


　この五千年の間──彼女は常つねに心の片かた隅すみでその疑ぎ問もんを抱いだき続けていた。


　元より答えの出る問題ではない。


　永えい劫ごうにも等しい歳さい月げつを延えん々えんと存在し続ける彼女が、常に心の片隅で自問自答しながらも答えの出なかった疑問だ。生きてもわずか百年あまりという人間の身で確かつ固こたる答えなど出せる筈はずがない。


　まして──この世界の真実は一つではない。


　たとえ全く同じ現象がそこに在あったとしても、それを認にん識しきし、是ぜ非ひを問い、意味付けを行うのは観察者の意識だ。千人の人間がいれば千通りの価か値ち観かんが在る。たとえ現象はただ一つでも千種類の解かい釈しやくがあり、千種類の正せい義ぎがあり、千種類の真実が存在する。


　故ゆえにそもそも唯ゆい一いつ無二の──そして厳げん然ぜんとして揺ゆらぐ事のない真実を得ようとする事そのものが虚むなしい努力でしかない。


　だがそれでも彼女はその疑問を忘わすれる事ができない。


　自分は正しかったのか。


　それとも間違っていたのか。


　その事についての真実を知る事は決してできない。それは分かっている。五千年の歳月の前に思い知らされている。


　ならば──


「──我われ等らが主よ」


　遥はるか彼方かなたから彼女を呼よぶ声がする。


　無む論ろん、声というのはあくまで比ひ喩ゆだ。


　音はない。光もない。単なる情じよう報ほうの交差だ。そこには劣れつ化かも減げん衰すいもない。ひどく率そつ直ちよくではあるがそれだけに冷たく──痛いたい。人間達が何気なく使っている言葉があれほどに多た彩さいで、しかもやたらに遠回しなのは、緩かん衝しよう材ざいとしての役やく割わりもあるのだと彼女は考えていた。


「我等が主よ──」


　繰くり返される呼び声。


　かつてはそう呼ばれる度たびに密ひそやかに彼女は自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべたものだ。


　誰だれが『主』なものか。


　彼女には何の支し配はい力りよくもない。


　ただ彼等──彼女の端たん末まつではあるのだが、実じつ際さいの人間の人格情報を基もとにした疑ぎ似じ人格を持ち、普ふ段だんは勝手に行動している──は特定の場面では彼女の許きよ認にん可かを得なければそこから先の行動を採とる事ができないように定められている。


「秩序守護者ピースメイカーガリル、同じくステアの二体が存そん在ざいしない今、我等に情報操そう作さの手段は限かぎられています。通常の処しよ置ちでは最も早はや、〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉を消去する可か能のう性せいは低い。故に我等はここに第一級神しん罰ばつ執しつ行こう形けい態たいの使用許可を申しん請せいします」


「根本世界原則第四二八二二条に定める特例を除のぞいては、第十七条に定められた通り、第一級神罰執行形態の気き圏けん内使用は認められません」


　彼女は根本世界原則に照らし合わせてそう回答した。


　彼女は彼等の行動を停とめる権けん限げんはない。何かを命じる権限もない。彼女はこの世界を管理する巨きよ大だいなシステムの一部に過すぎず、言ってみればシステムの判はん断だんを代言する役目──一種の預よ言げん者しやでしかない。


　彼女が自らの力で自由に出来る能力や物質は、人間のそれよりもなお、少ない。


　気の遠くなる歳月を過ごし、この封ふう棄き世界の全すべてを遥かな高みから俯ふ瞰かんしつつ……しかし彼女に出来る事と言えばただ『見る』事だけなのだ。


「今まで通り第二級神罰執行形態のみの使用を許可します」


「分かりました」


　声が遠ざかる。


　くだらないシステム。


　あの〈ＨＩ〉が異種知性体ヘテロジニアス・インテレクタントが何を思ってこんな面めん倒どうで意味不明の制せい度どを構こう築ちくしていったのか、今の彼女にはもう知る術すべはない。あるいはこれは彼等流の皮肉や悪意ででもあったのかもしれない。彼等にそんな人間的な感情があったのかどうかも怪あやしいものではあったが。


　何にせよ……彼女がこのシステムから逃のがれる術すべはない。


　永えい遠えんの傍ぼう観かん者しやとして在る事を宿命付けられた彼女にとって、できる事はそう多くない。


　だから……彼女は待ち続けるのだ。


　解かい放ほう者しやを。


　答えをくれる者を──








　廊ろう下かを歩きながらベルケンスはふと奇き妙みような気配に眉まゆをひそめた。


「……誰だ？」


　呟つぶやきながら懐ふところの双そう月げつ刃じんに触ふれる。


　彼が今詰めているのは言うまでもなくガーネスト・ホーグ枢すう機き卿きようの屋や敷しきである。


　ただし当面の彼の仕事──護ご衛えいの対象はホーグ枢機卿ではない。閑かん職しよくの異い教きよう検けん察さつ官かんとして左さ遷せんされていた彼を、わざわざ聖堂騎士クレリカル・ソルジヤーなどという役やく職しよくを振ふって彼を地方から呼び戻したのは、彼の戦せん闘とう技ぎ能のうに期待した上で大事な『客』の護衛をさせる為である。


　四六時中傍かたわらに居いる訳わけではないが、何かあれば護衛対象の元に数秒で駆かけ付けられる場所に彼は必ず身を置いていた。その方が、むしろべったりと横に張り付いているよりも、護衛対象に向けられる殺気や忍しのび寄よる者の気配も捉とらえ易やすい。相手が多少なりとも油ゆ断だんするからである。


　しかし──


（特とく務む戦せん技ぎ兵へいとあのお嬢じようちゃんは帰った後だし──家か政せい婦ふのミーシャもさっき玄げん関かん辺りで見た。枢機卿は自分の執しつ務む室。となれば──）


　気配と記き憶おく、知ち識しきを確かく認にんしながらベルケンスは準じゆん戦闘態たい勢せいを整える。


　例の〈秩序守護者〉と魔ま竜りゆうの一件けんで、王都での反はん乱らん騒さわぎは沈静化した様だが──それだけに反乱軍は情報網もうを分断され、各部隊がばらばらに動いている有様だと聞く。要するに全てのごたごたが終わったのではなく、もっとややこしいごたごたのせいで、反乱騒ぎが押おし潰つぶされてしまっただけの事だ。


　故ゆえにベルケンスの任務は今なお継けい続ぞく中なのである。


　反乱軍が組そ織しきだった行動をしていないからといって安心は出来ない。暗殺者にしろ一いつ般ぱん部隊にせよ、むしろ上じよう層そう部ぶの手た綱づなを離はなれたまま動き回る連中の方が、政治的な駆け引きで抑おさえ込めない分、タチが悪い事もある。


「──暗殺者か？」


　だとすれば相当な手て練だれだ。


　ほぼ完全に気配を殺している。ベルケンスとて気を緩ゆるめていたら全く気付かなかっただろう。普ふ通つうの人間なら目の前に立たれてもそれと気付かないかもしれない。


　ベルケンスは即そく座ざに護衛対象の部屋に駆かけ寄よると、その扉とびらに手をかけた。


「失礼！」


　叫さけんだ瞬間にはもう彼の巨きよ体たいは猫ねこよりも身軽な動きで部屋の中に滑すべり込んでいる。


　部屋の中に二つの気配が在あるのは確認済ずみだ。一つは護衛対象──フォルシス・ラインヴァン王子のもの。そしてもう一つが今感じた気配である。


　もし相手が一流の暗殺者ならば一いつ瞬しゆんの停てい滞たいが命取りになる。手練れは文字通り瞬まばたき一つの間に卵たまごの殻からを割わるよりも容易たやすく人間の命を奪うばってのけるからだ。


　いちいち眼めで追っていては間に合わない。


　ベルケンスは侵入者らしき気配に向けて、視し認にんするよりも早く双月刃を投げ──


「──ととっ!?」


　──投げかけて、慌あわてて思い留とどまった。


「ベルケンス──？」


　フォルシスが驚おどろいた様な表情で言う。


「何してんだ、おめえは」


　顔をしかめてベルケンスがそう尋たずねた相手は、しかしフォルシスではなかった。


　ベルケンスの視線が注がれる先には、先さき程ほどこの屋や敷しきから出て行った筈はずの特務戦技兵クリストファの姿すがたがあった。


「どうも」


　苦く笑しよう──というより他愛ない悪戯いたずらが見つかった子こ供どもの様な表情でクリストファが肩かたを竦すくめた。まだ十代半ばだというのに小こ憎にくらしい程に肝きもが据すわっている。


「どうもじゃねえだろ。忘わすれ物なら玄関口から取りに来い」


　ベルケンスはフォルシスの部屋に隣りん接せつするテラスの方を眺ながめながら言った。


　恐おそらくこの特務戦技兵は、屋敷の塀へいを越こえ、庭からこの部屋に来たのだろう。普通の人間にとっては乗り越こえられる様な高さの塀ではないし、同じくテラスもよじ登れる様な高さにはないが──この特務戦技兵の前ではさしたる障しよう害がいにもなるまい。


「で、フォルシス様。貴方あなたは貴方で何をしておられるんですか」


「いや。その──」


　困こん惑わくした様子でフォルシスはベルケンスとクリストファ間で視線を彷徨さまよわせている。


　彼の手には外がい套とうがあった。


　何ど処こかに出かけるつもりだったのだろう。


　だが、この何処に敵てきが潜ひそんでいるかも分からない様な状じよう況きよう下かで、彼は一体何処へ行こうとしていたのか……


「ひょっとして屋敷から抜け出そうとか思っておられませんか？」


　形の上では質問だが──フォルシスがこの屋敷を抜け出そうとしていたのは間違いないとベルケンスは踏ふんでいた。恐おそらくクリストファが手引きして連れ出す手て筈はずになっていたのだろう。


「いや、それは──」


　フォルシスは困惑の表情を浮かべたまま言葉に詰まった。


　噓うその吐つけない性せい格かくなのだろう。


　ただし……慌てている様子は無い。その表情には後ろめたさも見えない。むしろ静かだが確かつ固ことした決意さえその物もの腰ごしの向こうには透すけて見える。自分の行動の是ぜ非ひについてきちんと理り解かいしている者の特とく徴ちようだ。


　彼が言い淀よどんでいるのは、単に、この場で手早くベルケンスを説得できる適てき当とうな言葉が見つからないからである。


（なんつーか）


　ベルケンスは呻うめくような気持ちで考える。


（この特務戦技兵といい、この王子様といい、いい根こん性じようしてるぜ）


　クリストファもフォルシスも決断力と実行力ではそこらの少年少女とは比くらべものにならない。一見正反対の生い立ちと性せい格かくをしている様に見えるこの二人だが、仲が良いのは自分に近いものをお互たがい無意識に感じ取っているからかもしれない。
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「一いち応おう、俺おれは──もとい、私は貴方あなたの護ご衛えい役なのでね。外に出る場合は一言断ことわって頂いただかないと困こまりますぜ」


「それはそうだね。すまない。君の立場をないがしろにする気はなかったのだけど」


　素す直なおに謝あやまるフォルシス。


「いや、ないがしろっつーかなんつーか」


　色々な人間を見てきたベルケンスであるが、どうもこの素直と穏おん健けんを絵に描かいた様な王子を相手にしていると調子が狂くるう事が多い。


　彼は渋しぶい表ひよう情じようを浮うかべながら頰ほおを搔かいた。


（──本当に双ふた子ごかよ）


　フォルシスとよく似にた顔を持つ少女の言動を思い返しながらベルケンスは思う。血ち筋すじが同じでも、やはり育ちの違ちがいは如によ実じつにその振ふる舞まいに差を作るのだろう。


（……まさか）


　そこまで考えてふとベルケンスはある事に思い至いたった。


　恐らくクリストファはパシフィカの今現げん在ざいの居い場ば所しよを知っている。


　ならば──


（この王子様──〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉に会いに行くつもりなんじゃないのか？）


　クリストファかフォルシス自身か、それがどちらの発案なのかは分からない。


　だが住み慣なれた城しろを追われ、王都を追われ、家族と別れ、状況は混こん沌とんとして見えず──そんな中、自分と血を分けた双子の妹が近くに居ると分かれば、会いたくなっても仕方はなかろう。


　無む論ろん、物心つく前に引き離はなされた筈の二人が、互いに世間一いつ般ぱんで言うところの『兄妹』や『家族』の感覚を持っているかどうかは疑ぎ問もんだが──


「僕ぼくとて、たまには立場を忘わすれ、友人と外に出たいと思うことがあるんだ。わがままである事は百も承しよう知ちだが、どうか許きよ可かをもらえまいか？」


「いや、俺も枢機卿きようも、王族に許可するとかそういう事をいえる立場でもないですがね」


　苦く笑しようしてベルケンスは言う。


　身分の差や権けん勢せいの有る無しにかかわらず、きちんと物事に筋を通し相手の理解を得ようとするフォルシスの言動は、ベルケンスの眼めから見ても好ましいものであった。この少年が王に即そく位いすれば、本人は苦労するだろうが、国民はきっと幸せだろう。


（しょうがねえな……）


　ベルケンスは胸きゆう中ちゆうで溜ため息を一つつく。


「そいじゃまあ──行きましょうか」


「──え？」


　フォルシスが眼を瞬しばたたかせた。


「俺はフォルシス様の護衛役を仰おおせつかってるんでね。外出なさるんなら同行させていただきます。ああ──ご心配なさらなくても邪じや魔まはしません。まあ空気みたいなもんだと思ってください」


「いや──しかしそれは」


　さすがにフォルシスが困ったような表情を浮かべる。


　やはりパシフィカ・カスールに会いに行く積もりだったのだろう。


〈廃棄王女〉との会見にマウゼル教の神官が同行しては話がややこしくなる──そう思っているに違ちがいない。当然の考え方ではある。


「遠えん慮りよしてもらう訳わけにはいかないかな？」


　クリストファが静かな口調でそう尋たずねてくる。


「そういう訳にはいかねえな。まあそう心配しなくても俺はフォルシス様を護衛する以上の事はしねえよ。たとえその途と中ちゆうで誰と会おうとな」


「…………」


　クリストファが眼を細め、何かを見透かそうとするかの様にベルケンスの顔を見る。


「それとも俺とここで押し問答するか？」


　それは恐らくクリストファも避さけたいと思うだろう。ここで騒さわげば外出そのものができなくなる可か能のう性せいが高い。ベルケンスがただの神官ならば、気き絶ぜつさせてしまうという手も有るのだろうが……さすがのクリストファも真正面からベルケンスを黙だまらせるのには手こずるに違いない。その間に大声でも出されれば結局、外出は無理になる。


「…………」


　軽い膠こう着ちやく状じよう態たいだ。


　沈黙が満ちた部屋でベルケンスとクリストファは互いに睨にらみ合い──


「ああもう──じれってえな」


　先に焦じれたのはベルケンスだった。


　元々腹はら芸げいが得意な方でもない。


　それにあの金きん髪ぱつ碧へき眼がんの元気少女には彼自身がもう一度会ってみたいと思っていたのだ。


「てめえと、あの双ふた子ごを一度に相手にして勝てるとは思ってねえよ。あいつらには借りもあるしな。はっきりと何らかの『猛もう毒どく』ぶりを発はつ揮きでもしねえ限かぎり、俺から〈廃棄王女〉に襲おそいかかる様な真ま似ねはしねえって」


「君は……!?」


　フォルシスは驚おどろきの表情を浮かべるが、クリストファは平然としたままだ。


　恐おそらくベルケンスが〈廃棄王女〉の存在に気付いているという事は、屋や敷しきを出た後でウイニアから聞かされていたに違いない。


「──分かった」


　ようやくクリストファはため息混じりの言葉を漏もらした。


「貴方とやり合うのはこっちとしても疲つかれそうだしね。ただし──護衛役は貴方一人に限げん定ていするよ」


「おう」


　そう言ってベルケンスはその巌いわおの様な顔で笑った。








　地面から生える無数の巨きよ大だい石柱群ぐん。


　それを遥はるかな天空の高みから一人の娘むすめが無む表ひよう情じように見下ろしている。


　シーズ・アーティラリイ。


　生身の人には決して至いたる事のできないその高空に悠ゆう然ぜんと浮かびながら、〈秩序守護者ピースメイカー〉の名を冠かんされた破は壊かい兵へい器きの対人インターフェイスは静かに眼がん下かの聖せい都とを注ちゆう視ししている。


「──何をしている？」


　掛かけられた声に振ふり返らず──ただ言葉のみでシーズは応おうじた。


「別に。グレンデルを見ている」


「そうか」


　シーズの背はい後ごにやはり幻げん影えいの如ごとく浮かびながら最後の〈秩序守護者〉ソコムは言った。


「…………一つ疑ぎ問もんがある」


　シーズは視線をグレンデルに据すえたまま、ふと思い出したように言った。


「なんだ？」


　ソコムはシーズの隣となりに並ならんでグレンデルを見下ろす。


　端たん整せいだが……それだけの顔である。


　そこに表情は乏とぼしく、何を考えているのかは仲間であるシーズにすら分からない。


　ソコムも、シーズやステアと同じく人間を基もとにしてその疑ぎ似じ人じん格かくは構こう築ちくされている筈はずだが……このアーティラリイ・タイプは多分に非人間的な印象が強い。一いつ切さいの主観を差し挟はさまず、必要な事を必要な場面でするだけの、ひどく機械的な印象が強いのだ。これが元々の人間の性せい格かくなのか、ステアの様にある種の経けい験けんの末に独どく自じの人格を形成するに至いたったのかは分からないが。


　無論、兵器として見ればソコムのそれは優ゆう秀しゆうな特性であろう。


　それはシーズも理り解かいしている。むしろそれを羨うらやましく思う気持ちすらある。


　しかし──


「あの〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉だが──確たしかに〈律りつ法ぽう〉の原げん則そくを貫つらぬき、根本世界原理たるマウゼル・システムを安定させるためには、不安要素として排はい除じよせねばならないという理り屈くつは分かる」


「その通りだな」


　ソコムは頷うなずく。


「だが──あれはそもそも自然発生的なバグではない。言ってみれば──この世界に対してブラウニンが用意した戦せん略りやく兵器だ」


「それも肯こう定ていだな」


「兵器としてはあまりに受け身ではないか？」


「確かにそうかもしれんな」


　頷いてから──ソコムは言葉をつなぐ。


「まだ何かあると？」


「分からない。何もないかもしれない。何かあるのかもしれない。我われ々われはそもそも何らかの勘かん違ちがいをしているのかもしれない。


　あのパシフィカ・カスールは本当に〈律法を破る者〉なのか？　ただそれだけの者なのか？　ただそれだけの者を我等がこうまでして叩たたき潰つぶさねばならないものなのか？」


「悩なやむな」


　ソコムは静かに言った。


「それは我等の役目ではない」


　微み塵じんの躊躇ためらいも見えない物言いだった。


　超ちよう高度人工知ち能のうを搭とう載さいした〈秩序守護者〉達──ＡＲＦＦＩ・Ｍ５〈ヴァルキリイ〉タイプには人間と同等かそれ以上の知能がある。自じ意い識しきがある。なのにソコムはそれを限げん定てい用よう途とにのみ使用する事に何の疑問も持っていない。この封ふう棄き世界における永えい遠えんの番人たる事を、ただそれだけを己おのれに課し──その事に何の逡しゆん巡じゆんも見せない。


　それはシーズには出来ない徹てつ底てい振ぶりだった。


　あるいはソコムこそが最も正しい〈秩序守護者〉であるのかもしれない。


　ならばステアもガリルもそしてシーズも本来期待された性能を発はつ揮きできない不良品に過ぎないという事になる。それはつまり……万能にして完全たるべきマウゼル・システムにも不完全な部分があったという事だった。


　封棄世界システムを敷しいた〈ＨＩ〉はこの事に気付いていたのだろうか。


　そもそも人類と対等に戦えるだけの科学力を持ちながら、何なに故ゆえに〈秩序守護者〉を自前で用意せず、わざわざ鹵ろ獲かく兵器である〈戦天使ヴアルキリイ〉タイプをその役に据すえたのか。何故に戦闘機械としては著いちじるしく不安定で余あまりに『人間的』な彼等をそんなにも重要視していたのか。


　あるいは──


「君の解かい凍とうの経けい緯いは聞いている。戦せん闘とうに際して躊ちゆう躇ちよが生じる様なら、記き憶おく消去の処しよ置ちを申しん請せいするといい。数秒で終わる」


「いらぬ気き遣づかいだ」


　ソコムに倣ならうという訳わけでも無いが──無表情にシーズは言った。


「そうか」


　気を悪くした風もなく──ソコムはやはり機械的に頷く。


「最終的な攻こう撃げきは二時間後に。それまでにシステムの最終チェックとパワーチャージを。武ぶ装そうとしては第二級神しん罰ばつ執しつ行こう形けい態たいまでの使用許きよ可かが出ている」


「了りよう解かいした」


　シーズ・アーティラリイは初めてその黒い瞳ひとみでソコムを振り返って言った。








　礼を言って馬車の荷台から降おりる。


「本当にこんな場所でいいんかね？」


　人の善よさそうな初老の農夫は、気き遣づかわしげにそう尋たずねてきた。


　無理もあるまい。近くに民家の一軒けんも見あたらない様な山道で二は十た歳ち前の少女が降おりると言い出したからだ。聖都グレンデルの近くという事もあってこの辺りの街かい道どうは比ひ較かく的治安も良いが、それでも不心得者は何ど処こにでもいるし、夜になれば獣けものも出る。少女一人が歩き回るにはあまり相応ふさわしい場所ではあるまい。


「ええ。大だい丈じよう夫ぶですよ──すぐそこで待ち合わせしてますから」


　ウイニアはそう言ってもう一度頭を下げる。


　さすがにそうまで言い切られては農夫も食い下がる訳にはいくまい。『気を付けてな』と言い残して農夫は街道を進み始めた。


　藁わらを満まん載さいした馬車の後ろ姿を見送る事およそ一分。


　ウイニアは馬車が充じゆう分ぶんに離はなれた事、そして周囲に他の人ひと影かげが無いのを確かく認にんすると、街道から逸それて近くの森の中に入って行く。ラクウェル達が設せつ置ちした幾いくつかの目印を頼たよりに森の中を進み、程ほどなくしてウイニアは野や営えい地ちの側に辿たどり着いた。


　もう一度周囲を確かく認にん。人影は見あたらない。


「…………」


　ウイニアは意を決して野営地の境きよう界かい線せん──幻げん影えい結界の『壁かべ』を踏ふみ越こえた。


　この幻影を突つき抜ぬける瞬しゆん間かんというのがウイニアはどうにも苦手だ。視界が一瞬ながら混こん濁だくするので、自分が何処に立っているのかも分からなくなる。下手をすると平へい衡こう感覚を失ってその場にへたり込こんでしまいそうになるのだ。


　とはいえ──


「──っ!?」


　野営地に入った途と端たん、ウイニアは思わずその場に立ち止まった。


「な──」


　瞬間的に強きよう烈れつな何かが彼女に向けられたからである。


　それと同時に──わずか一瞬で体温が死体のそれにまで下がった様な気がした。


　全身の筋きん肉にくが強こわ張ばり、本ほん能のうが悲鳴を上げて後こう退たいを主しゆ張ちようする。危あぶない。全力でこの場から遁とん走そうしろ。この場にただ立っていては確かく実じつな死が訪おとずれる──そう彼女の中の動物的な部分が告げているのだ。


「──なに？」


　思わず呟つぶやいて身を縮ちぢめる。


　だが──


「あ。ウイニア、おかえり」


　パシフィカが気付いてそう声を掛かけてくると──彼女に向けられていた何かは瞬間的に霧む散さんする。驚おどろいて周囲を見回すと、セーネスやその部下達が一様にこちらに視線を注いできているのにウイニアは気付いた。彼等はウイニアと視し線せんが合うと興きよう味みを失ったと言わんばかりに視線を自分の手元に戻す。


「なんだ──あんたか。おかえり」


　言って苦笑するのはセーネスである。


「ど──どうしたんです？」


「いやなに、ちっと皆みな殺気立っててな。すまんね」


「え……？」


　そこでようやくウイニアは自分に向けられたものの正体に気付いた。


　文字通りに殺気だ。


　セーネスの部下達が野営地に入ってきた者の存そん在ざいを察知、咄とつ嗟さに殺気を向けてきたのである。それが霧散したのは侵しん入にゆう者しやがウイニアだと認にん識しきしたからだ。


　シャノンとクリストファの戦いを間近で見た事のあるウイニアは、一流の使い手が放つ本物の殺気がどういう代しろ物ものか、知っている。それでも今の様に複ふく数すうから直ちよく接せつにそれを向けられるというのは初めての経験だった。


（心しん臓ぞうの悪い人ならそれだけで死んじゃうんじゃないかしら？）


　ウイニアはそんな事を思う。


「ごめんなさいね」


　とやはり苦笑を浮かべながらラクウェルがパシフィカと共に歩み寄よってくる。


　セーネスはというと、もう何事もなかったかの様に、〈竜ギ巨ガ人ス〉の足あし下もとで再ふたたび部下と何やら打ち合わせを再さい開かいしている。本物の殺気を向けられるというのは、素人しろうとにしてみれば抜ぬき身の刃は物ものを突つき付けられる様なものなのだが……彼女等にしてみればちょっと肩かたがぶつかった程てい度どの些さ細さいな事なのだろう。


「さっき……なんだか怪あやしい人が入ってきたらしくて。皆、気が立っているのよ」


「怪しい人、ですか？」


「女の子らしいんだけど。正体不明な上に、何が目的かも分からなかったらしくて。それでセーネスさん達はぴりぴりしてるみたい」


「はあ──」


　ウイニアは曖あい昧まいに頷うなずく。


　分かったような分からないような話だ。もっとも今の彼女にはその事よりも重大な用よう件けんを抱かかえていて、それを深く考える余よ裕ゆうなどなかったが。


「ところでクリス君は？　一いつ緒しよには帰ってきていないみたいだけど」


　ラクウェルが周囲を見回しながら尋たずねてくる。ほぼ無休で警けい戒かい用の魔ま法ほうを起動している彼女は、クリストファが近くに居いない事にも気付いているらしい。


「あ。その事なんですけど──ええと、シャノンさんは？」


「シャノン兄？　向こうに居るけど？」


　パシフィカが答える。


　見れば、やや離はなれた場所でレオポルドと何やら試合の様な事をしている。彼等なりの剣けん術じゆつ修しゆう練れんなのだろう。


「あ。すいません、ちょっと話があるんですけど。パシフィカと、それからシャノンさん、ラクウェルさんに」


「そ──それは」


　パシフィカが表情を引きつらせた。


　何を思ったのか──彼女は何かの攻撃でも受け止めようとするかの姿し勢せいで身み構がまえて、一歩ウイニアから離はなれる。怪け訝げんそうにそんな彼女の様子を眺ながめるウイニアに、パシフィカはやたらめったらせっぱ詰つまった声で言った。


「ついに修しゆう理り費の返へん済さい期き限げんがっ!?」


「まあ、どうしましょう」


　ラクウェルがあまり困こまった様子もなく言う。


「そういえばここしばらく働いてなかったから、お財さい布ふの残りって心こころ許もとないわね」


「いや、そうじゃなくて」


　苦く笑しようしながらウイニアが言う。


　そういえば、すっかりこの兄姉妹きようだいに〈大おお熊くま亭てい〉の修しゆう繕ぜん費用を請せい求きゆうするのを忘わすれていた。


　もっとも、一いち応おう管理はサフィールに頼たのんであるが、ウイニアが居いない以上、あの宿屋も今や閉へい鎖さ同然の状じよう態たいなのだが。


「ちょっとお願いというか──クリスからなんですけど」


「あの子がどうかしたの？」


「ええ。とにかく三人にお話が」


　あの様子ではセーネス達には聞かせない方がいいだろう。まず間ま違ちがいなく反対される。


　だが──


「聞きましょうか」


　言い淀よどむウイニアの様子から何かを察したらしく、微び笑しようしてシャノンの方へと歩き出しながらラクウェルが言った。








「王子と──会う？」


　ウイニアから話を聞かされたシャノンは顔をしかめて言葉を反はん芻すうした。


　クリストファからウイニアが託たくされた用よう件けん。


　それはパシフィカをフォルシスと会わせるために連れてきてほしい、という事だった。


　クリストファ自身はベルケンスの挙動の監かん視しの意味もあってグレンデルの街門の所に残っている。同行は許ゆるしたものの、さすがにマウゼル教の神官であるベルケンスを、まだクリストファは完全に信用していないらしい。


　ちなみにここまで直ちよく接せつフォルシスを連れて来なかったのは、さすがにベルケンスがグレンデルの外に出ることに関しては渋しぶったのと、セーネス達の反はん応のうを考えての事である。


　どちらも妥だ当とうな判はん断だんだ。


「それって──パシフィカさんの」


　そう言って目を丸くするのはレオポルドである。


　たまたま近くに居た彼は、ごく自然に話の輪に加わっていた。


　意外な事であったが──シャノンやラクウェルも彼が話に加わっている事については特に異いを唱える様子も無い。口ではなんと言おうと彼等も、レオポルドの事は色々な意味で認みとめているのかもしれなかった。


「会いたいって──おっしゃって。わざわざ屋や敷しきを抜ぬけ出して来られたんです」


　ウイニアが言う。


　短いながらも一いつ緒しよに居て、あの王子の人ひと柄がらはよく分かった。彼にクリストファが肩かた入いれする気持ちは分かるし、あの優やさしい王子の希望をウイニア自身、叶かなえてあげたいと思う。


「そう言われてもな」


　シャノンは渋しぶい表情で腕うでを組む。


「このややこしい時期でなければ──」


「このややこしい時期だから、かもしれないけど」


　ラクウェルが言う。


「明日の事が分からないから──という考え方は珍めずらしくないわよ」


「まあそうなんだがな」


　言って、シャノンはパシフィカを振ふり返った。


「で──おまえはどうなんだ？」


「──え？」


　ここで意見を求められるとは思っていなかったらしい。


　パシフィカが眼めを瞬しばたたかせて声を漏もらした。


「どうって──」


「正直、〈秩序守護者ピースメイカー〉が襲おそってくれば何ど処こでも同じだ。人間相手じゃゼフィの力は使えないが、それでも〈フィンブルヴェトル〉を装そう備びした状態の俺おれとラクウェル、それにレオポルドがいれば、軍ぐん団だんでも差し向けられない限かぎり、どうとでも切り抜けられるだろう。逃にげるだけならゼフィの力を借りてもいい」


　確たしかに今のシャノン達という『護まもり』を突とつ破ぱしてパシフィカを害する事のできる存そん在ざいはこの世界でもほとんど居ないだろう。たとえ今回の話が何らかの罠わなであったとしても、小こ賢ざかしい企たくらみなど一瞬で食い破やぶるだけの力がシャノン達にはある。


「だからまあ──俺としてはおまえの希望を優ゆう先せんするよ。確かに明日の事なんて分からないからな。どうしても気になる事なら、やっておかないと悔くいを残す」


「シャノン兄──」


「だからおまえが選んでいい。今いま更さら遠えん慮りよはいらん。おまえが本気で王子に会いたいのなら、その希望に添そう様に俺とラクウェルは全力を尽つくすだけだよ」


「ぼ──僕ぼくもですとも！」


　慌あわててレオポルドが言う。


「──あ、ありがと」


　パシフィカは何処かうわずった調子で言う。


　フォルシス・ラインヴァン王子。


　勿もち論ろん……会ってみたい気持ちはあった。


　血の繫つながった自分の兄なのだ。興きよう味みがわかない筈はずが無い。


　だが今の状じよう況きようでわがままを言うのも気が引けたし、どうしてもと主しゆ張ちようする程ほどの強い感情ではなかった。会って何をするとか何を話すとか……具体的に何か思い描えがいていた訳わけでもない。だからこそ冗じよう談だん交まじりにシャノンに言ってはみたが、殊更にそれをねだる積もりも無かったのだ。


　しかし相手の方から出てくるとは──思ってもみなかった展てん開かいである。


　双ふた子ごの兄。


　自分の半身。


　顔も知らない相手ではある。だが恐おそらくはこの世界の誰だれよりも──ある意味ではシャノンやラクウェルよりも自分に近い存そん在ざい。


　彼に対する気持ちが一体どういうものなのか、パシフィカ自身にもよく分からない。


　ただ、やはり自分にも血の繫がった本物の肉親がいて、その人が自分に会いたいと言っていると聞けば……パシフィカは居てもたってもいられない気持ちになる。


　シャノン。ラクウェル。レオポルド。ウイニア。


　一同を見回してからパシフィカははっきりと言った。


「私──会いたい。その人と」


「決まりだな」


　そう言って微び笑しようし──シャノンは立ち上がった。


「ま──正直言って俺も多少は興味があるんだよな」


「そうなの？」


　ラクウェルも微笑しながら立ち上がる。


「フォルシス・ラインヴァンだっけか？　こいつの──双子の片かた割われだぞ。しかも王子様ときた。どんな奴やつか気にならないか？」


「そうねえ」


「う……なんか微び妙みように馬ば鹿かにされている気がする」


　顔をしかめながらパシフィカは言い──


「フォルシス・ラインヴァン……か」


　王子と王女。


　同じ胎たい内ないから生まれ出ながら別々の運命を歩む事となった兄妹。本来なら──自分は、シャノンではなくその人を兄と呼よんでいた筈なのだ。


　その事を思うと不思議な気分になる。


　しかも……彼が自分から会いたいと言ってきた。言ってきてくれた。


　再さい会かいの時、双子の兄は──どんな表情で自分を迎むかえるのだろうか。


「喜んで──くれるよね……？」　


　グレンデルの方を振り返り、パシフィカは呟つぶやいた。




　第三章　再会







　何だか足あし下もとが頼たよりない。


　石いし畳だたみを踏み締しめて歩きながらパシフィカはふとそんな事を想った。


　一歩一歩しっかりと地に脚あしを降おろさないと、そのまま身体からだが空中に浮うかび上がってしまいそうな錯さつ覚かくさえ覚えてしまう。身体が軽いと言うより、身体の重みを感じる感覚が甘あまく麻ま痺ひしている様な感じ。


　緊きん張ちよう──いや、興こう奮ふんしているのだ。


　胸むねの鼓こ動どうがやけに大きく早いのが自分でもよく分かる。雲を踏む様な感覚も恐おそらくは期待と不安が入り交じった落ち着かない気持ちの顕あらわれなのだろう。


「……落ち着けよ」


　隣となりを歩くシャノンが苦笑しつつ言ってくる。


　出来るだけ落ち着いて歩く様には──少なくとも表面上はそう取り繕つくろっている積もりなのだが、やはり永ながく一緒に暮くらしてきた者の眼めには、今のパシフィカの様子はひどくそわそわしている様に映うつるのだろう。


「今からそんなんじゃ、会った途と端たんに心しん臓ぞう発ほつ作さ起こすぞ」


「そ──そんな事ある訳わけ、な、ないでしょ」


　どもり気味に説得力皆かい無むの反はん論ろんをしてから──別にシャノンの言葉に同意した訳でもないが、パシフィカは気を落ち着けるべく、ゆっくりと深しん呼こ吸きゆうした。このままだと居ても立ってもいられなくなって、無意味にその辺を駆かけ回ってしまいそうな気がしたからだ。


（でも──）


　パシフィカがグレンデルに入るのはこれが初めてである。


　本来なら、巨きよ大だい石柱の立ち並ならぶ奇妙な街まち並なみに眼を奪うばわれていてもおかしくはない。他の何ど処こでも見ることは出来ない景観である。大たい抵ていの人間はまず街の中に入ると絶ぜつ句くしてその場に立ち尽つくしてしまう。それだけ衝しよう撃げき的な風景ではあるのだ。パシフィカとて単なる巡じゆん礼れいや観光でやってきたならばそうなっていただろう。


　だが今は周囲の光景になど全く興きよう味みがわかない。何というか──薄うす絹ぎぬの向こうに見る光景の様で、自分の感覚と隔かく絶ぜつされたようにさえ感じる。


　言うまでもなくそれは、意識の殆ほとんどがただ一つの懸けん案あん事じ項こうに拘こう泥でいしていて、他の事に興味を抱いだく余よ裕ゆうがないからだ。


（喜んで──くれるかな？）


　ふと……そんな事を想おもったりもする。


　フォルシス・ラインヴァン王子。


　今──パシフィカ達は彼に会う為ためにグレンデルの街に入っているのだ。


（──私の……双ふた子ごの兄）


　この世で最もパシフィカに──血けつ統とうという意味では誰よりも──近い存在。母の胎たい内ないにおいては文字通りに血を分けあった半身とも言える存在。


　彼がパシフィカに会いたがっているという。


　そう聞けばパシフィカはもうじっとしていられなかった。


（どんな人なんだろう？）


　既すでに想そう像ぞうする事十数回──だがどうにもうまくいかない。


　ウイニアからそれなりにフォルシスの印象については聞き及およんでいるが、断だん片ぺん的てき過すぎて具体的な像が脳のう裏りに結べないのである。


（喜んでくれる……よね？）


　繰くり返し自分にそう尋たずね、あるいは繰り返し自分にそう言い聞かせる。


　向こうから会いたいと言ってきてくれたのだ。色々としがらみや思おも惑わくはあるのかもしれないが──顔も見たくない、という程ほどに忌いみ嫌きらわれている訳わけではないのだろう。


　だから。


　ひょっとしたら十五──いや、おおよそ十六年ぶりの再会を、心から喜んでくれるのではないだろうか。そんな期待を抱いだいたりもするパシフィカだった。


　だが同時に──


（……でも）


　不安も消えない。


　自分の立場を考えれば、それはあまりに楽観的な考えだとも思う。


　自分が王室の禁忌タブーであり、〈秩序守護者ピースメイカー〉に世界滅めつ亡ぼうの原げん因いんであると断だんじられた──それが正しいかどうかはともかくとして──存そん在ざいであるという事実は変わらない。場合によっては、『王室の面つら汚よごし』『人類の敵てき』と罵ば倒とうされてもおかしくはない身の上なのだ。


　果たして彼はどんな表ひよう情じようで、どんな言葉で再会した双子の妹──〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉を迎むかえるのか。


　考えれば考えるほど、パシフィカは落ち着かなくなるのだった。








『それ』はまさしく完成しつつあった。


　時間にしておよそ十四万時間。


　人知れず『それ』は自らを包む環かん境きように対する解かい析せきを繰り返し、一つの解を求め続けてきた。たった一つの成果を上げる為に費やされた時間としては永いと評ひようすべきであろう。だがその解析に要した時間とて、実じつ際さいに『それ』の存在が予定された時から比くらべれば一瞬にも等しい時間に過すぎない。


『それ』に意い志しはない。


『それ』はただ実行するだけのもの。『それ』の本質は膨ぼう大だいな情じよう報ほうの中に織おり込こまれたわずかな記き述じゆつに過ぎない。躊ちゆう躇ちよも困惑もなく──ただ条じよう件けんが満ちれば自らの解析に従したがって必殺の威い力りよくを持つ。その為だけにそれは計画され創つくられた。


　そう。


　諸もろ々もろの極きよく言げんや誤ご解かいをも覚かく悟ごで表するのならば『それ』は──兵器だった。








　街に入って更さらに歩く事……半時間。


「──着いたぞ」


　シャノンの言葉にパシフィカは慌あわてて周囲を見回した。


　やや寂さびれた感じの街並みが周囲には広がっている。聖せい都とといっても端はしから端までが賑にぎわっている訳でもないのだろう。廃はい屋おくらしき建物も目に付く事から、街区丸ごとが何らかの理由で放ほう棄きされているのかもしれない。


　そしてその真ん中。


　自分の目の前にそびえているその大きな建物が何であるかに気付いたパシフィカは、思わず眼を丸くした。


「こ……ここ？」


「意外でしょう？」


　ラクウェルが微び笑しようしながら言う。


「意外というか何というか──」


　パシフィカはその建物を見上げながら呻うめく様に言った。


　屋根と壁かべの間ま際ぎわ──建物の上じよう端たん近くの壁に特とく徴ちよう的な印が彫ほり込こまれている。パシフィカもそれが何を象しよう徴ちようするものであるのかは知っていた。知らない人間はまず居ない。それはこの大陸で最も広がっている宗教の聖せい印いんなのだから。


「大だい丈じよう夫ぶなの？」


「先日買い物に来た時に見つけたの。近々街区ごと取り壊こわす予定らしくて、人はあまり近寄らないみたいよ」


　そう言ってラクウェルが歩み寄るその建物は──言うまでもなくマウゼル教の教会であった。それも他の街でもよく見かける様な、礼れい拝はい堂どうを中心とした典型的な構こう造ぞうの建物だ。


　無論ここはマウゼル教の聖地であるからして、こうしたマウゼル教の施し設せつは珍めずらしくない。他の処ところでは見られない様な大規き模ぼな教会施設は幾いくつもあるし、それ以外にも細こま々ごまとした教会関係の建物は数分も歩けば一つは必ず眼にする事になる。


　とはいえ……わざわざこの様な場所を選ぶとは──


「まさかこんな場所で……？」


「誰もがそう思ってくれるから、いいのよ」


　ラクウェルは遠えん慮りよ無く扉とびらを開く。


　取り壊される予定という彼女の言葉に間違いはないらしく……鍵かぎも掛かけられていない木もく製せいの厚あつい扉は、開かれた途と端たんに何ど処こか黴かび臭くさい空気を吐はき出した。


「此こ処こなら人が隠かくれていてもすぐ分かるしな」


　とシャノン。


　わざわざこの場所を指定したのはシャノン達の方だった。


　フォルシス本人の人ひと柄がらに関してはクリストファやウイニアの見解を信じるとしても……彼が逗とう留りゆうしているのはあの〈粛清使パージヤース〉の指し揮き官かんと目されているガーネスト・ホーグの屋や敷しきである。フォルシス自身が知らずに敵てきを案内してくる可か能のう性せいはシャノン達も考こう慮りよしていた。


　だからこそ自分達が向こうの指定した場所に出向くのではなく、あくまでこちらが会う場所を指定する形を採とったのだ。


　ちなみにレオポルドとウイニアの姿がパシフィカ達の側にないのは、フォルシスやクリストファにその事を伝え、此処へ連れてくる為ために別行動をとっているからだ。


「そういえば教会って入るの初めてかな」


　そう言ってパシフィカはその建物の中に脚あしを踏み入れる。


　黒を基き調ちようにした重厚な作りの広間。


　その真ん中には信者達が並ならんで座すわるとおぼしき長なが椅い子すが整然と並べられている。ざっと見ただけでも二百以上──恐おそらくは千人近い信者を収しゆう容ようできるのだろう。


　更さらにその椅子の列の前には神官が立つべき祭さい壇だんがある。祭壇自体は質しつ素そで、ただわずかに信者の位置よりも高くなっているというだけのものに過すぎないが……その背はい後ごには大小無数の色硝子ガラスで組み上げられた巨きよ大だいな宗しゆう教きよう画が──ステンドグラスがそびえている。


「親おや父じも母さんも無神論者だったからな」


　言いながらシャノンは長椅子の列を通り抜け、祭壇に歩み寄る。


「俺おれもラクウェルもあまりマウゼル教に関わった覚えはないな。強しいて言えば──日曜学校くらいか」


　確たしかに故ふる郷さとのマヌーリンに居いた際、パシフィカは教会に通った記き憶おくがない。


　日曜学校でマウゼル教の聖句の暗唱はさせられた事もあるが、カスール一家とマウゼル教の接せつ点てんといえばその程てい度どでしかなかった。


　無神論者云々というのも大きな理由ではあるのだろうが──やはり両親共にパシフィカの抹まつ殺さつを提てい言げんしたマウゼル教にはあまり良い印象を持っていなかったからだろう。


「ふうん」


　何となく頷うなずいて──パシフィカが少し感かん慨がい深い様子で教会の中を見回した。
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　質しつ素そといえば質素な建物だ。


　だが初めて入った人間にはやはり面食らうような空気が此こ処こにはある。


　特に、祭壇の向こうの壁かべに設もうけられたそのステンドグラスは、かなり巨きよ大だいなもので、相当な迫はく力りよくを帯びて見上げる者を圧あつ倒とうする。


「これが──マウゼルって神様なの？」


　改めてそのステンドグラスを見上げると、そこには数対の翼つばさを持ち白い薄うす絹ぎぬを羽は織おった男女──これが世間一いつ般ぱんの〈秩序守護者ピースメイカー〉に対する認にん識しきなのだろう──に囲まれて、光り輝かがやく人ひと型がたが描えがかれている。


　詳しよう細さいは不明。その容よう姿しは半ば以上白く塗ぬり潰つぶされており、年ねん齢れいは無論──男か女かさえ分からない。


　これは敢あえて曖あい昧まいに描えがく事で『神』の神しん秘ぴ性せいを確かく保ほしようという考えの結果かもしれない。多くの宗教美び術じゆつの中で、著いちじるしく擬ぎ人じん化かされている〈秩序守護者〉に比くらべるとマウゼル神の描びよう写しやは具体性を欠くものが多い。


　曖昧であるからこそ人々の持つ個別の願望を託たくすに足る存そん在ざい──都合の良い解かい釈しやくを当てはめ得うる存在でいられるのだ。具体化してしまえば幾いくつもの可か能のう性せいが斬きり捨すてられる。それは世界宗教たるマウゼル教にとっては、むしろ不都合な部分が多かったに違いない。


「らしいな」


　とパシフィカと同じくステンドグラスを見上げながら言うシャノン。


　明日の幸運。力及およばぬ願望の実現。悲ひ劇げきの払ふつ拭しよく。あるいは野望の充じゆう足そく。


　無数の信徒達がこのステンドグラスを仰あおぎ見て祈いのってきた事だろう。


　今は表面に埃ほこりが付着し、荘そう厳ごんな硝子絵も鈍にぶく曇くもってはいたが──


「まあマウゼル神ってのが実じつ際さいにこんな格かつ好こうかどうかは分からないけどな。〈秩序守護者〉の実物を見てれば分かるが」


　そう言ってシャノンが肩かたを竦すくめる。


「でも──」


　ふとパシフィカは考え込むような表ひよう情じようを示しめした。


「そもそもマウゼル神とか〈秩序守護者〉って──一体、何が目的なんだろう？」


「目的……」


　シャノンが眉まゆをひそめて呟つぶやく。


　彼等の目的はただ一つ。


　この世界の根本原げん則そくである〈律りつ法ぽう〉の破は壊かい者しや──〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉であるパシフィカの抹まつ殺さつだ。この世界の管理者たる彼等からすれば、自らの管理権けん限げんを破は綻たんさせかねないパシフィカの存在は容よう認にんし難がたい──それだけの事なのだろう。


　だが──


「目的っておまえ──」


「だってさ。アーフィの話からすれば、何千年も前に人間はあの円えん盤ばんみたいなのと戦って負けて、この世界に封ふうじ込められたのよね」


「……らしいな」


「それはまあいいとして──その後。マウゼルとか〈秩序守護者〉ってなんでその後ずっと五千年も人類を監かん視ししたり、外に出ないように管理してるんだろう？」


「それが仕事だからだろ」


　そうは言いながらも──シャノンはパシフィカの言わんとするところを理り解かいはしている様ではあった。表情に困こん惑わくの色が滲にじんでいる。


「給料でも貰もらってるっての？」


「んな訳わけねえだろ、いくらなんでも。……しかし改めてなんでだ？　と言われると──」


　シャノンは頰ほおを搔かきながら言い淀よどむ。


　要するに──分からないのは彼等を管理者たらしめているその理由だ。


　彼等がこの世界を維い持じ管理する為ためにパシフィカが邪じや魔まなのは分かる。


　だが──この世界を維持管理する事に何の得メリツトがあるのか？


「──本能、みたいなものなのかも」


　そう口を挟はさんだのはラクウェルである。眼めを瞬しばたたかせてパシフィカは彼女を振ふり返った。


「──本能？」


「いちいち蜘く蛛もが蜘蛛の巣を張はる理由なんて考えてないのと同じで……」


「だが蜘蛛は獲え物ものを捕とる為に巣を張ってる訳だろう？」


　シャノンが言う。


　蜘蛛が巣を張る行こう為いに関しては直ちよく接せつ的に蜘蛛の利害に結びつく。何ら不思議はない。


　しかし──


「それはでも生きる為よね。でもそもそも『生きなければならない』という部分はやっぱり理由なんてないでしょう？　蜘蛛に限かぎらず、シャノン、貴方あなたはどうして生きているの、って聞かれて答えられる？」


「…………」


　シャノンは顔をしかめて黙だまり込んだ。


「じゃあ──」


　パシフィカは何かを確たしかめるかの様に、もう一度ステンドグラスの中のマウゼルを見上げた。


「理由もなく──というか自覚もしないで、やってるって事？」


「その可か能のう性せいはあるかも──という事よ。あるいは望む望まないにかかわらずそう強きよう制せいされているとか。何にしても〈秩序守護者〉やマウゼルの行動基き準じゆんを、私達人間と同じ様に考えて理解した気になるのは危き険けんかも」


「…………」


　パシフィカは腕うでを組んで考え込こむ。


　何というか──もしそうなのだとしたら、この戦いが、無む惨ざんや凄せい惨さんを通り越こしてひどく滑こつ稽けいな話にさえ思えてきた。


　世界の命運がどうの──という話の割わりには、誰だれもその結果として得をしない。秩序守護者ピースメイカー達にせよパシフィカ達にせよ、勝っても負けても誰も殊こと更さらに得るものが無い。


　おぼろげながらこの戦いがパシフィカ達の常じよう識しきの埒らち外がいにある奇き妙みようなものである事は理解していた積もりだが──改めて考えてみるとそれはひどくいびつで不可解な事だった。


　人類の幽ゆう閉へい。


　世界の解放。


　単語としての意味はともかく、その先にあるものが具体的にどんな世界なのか、パシフィカには想そう像ぞうがつかない。


「…………そういえば」


　ふと何か思い出したようにラクウェルが言う。


「パシフィカ、あなたの十六の誕たん生じよう日びって明後日あさつてでしょう？」


「え？　あ──そうだった」


「……そういえばそうだったか？」


　眼を瞬かせながらパシフィカとシャノンはその事実を思い返す。


　確かに改めて考えてみれば明後日はパシフィカの誕生日だ。


　元はといえば彼女が十六歳になった時、世界を滅ほろぼすと言われ、その為にこの戦いに巻まき込まれる事になった訳だが──


「すっかり忘わすれてたわ」


　苦く笑しようしてパシフィカが言う。


　実じつ際さい──記き憶おくを失っていたらしい事や、ここしばらくは立て続けに色々な事があった為に、日付を意識する事があまりなかった。今日の日付さえ咄とつ嗟さには出てこない始末だ。


　その上、最も早はや世界がどうの、人類がどうの、という大たい層そうな話題を繰くり返していたせいか、誕生日などというごく当たり前の出来事イベントを意識する事も無かったのだ。


　しかし考えてみればユーマの遺ゆい言ごんは、シャノンとラクウェルにパシフィカを十六まで守ってくれ、というものだった。


　その時になればパシフィカの未来ははっきりと決まるから──という意味だったのだろうが……


「親おや父じもこんな事じ態たいになるとは思ってもみなかったろうな」


　そう言って苦笑するシャノン。


「でもさ……十六歳になったからって何がどう変わる訳わけでもないと思うんだけど」


　首を傾かしげてパシフィカは言う。


　そもそも〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の能のう力りよく──いや、特とく性せい自体、彼女はその発動に関して無自覚なのである。あくまで周囲の状じよう況きようからそれが起こっていると分かるだけで、相変わらずそれを『行使』する実感はない。


「おまえの中の〈律りつ法ぽう〉を跳はね返す力が完成するとかいう話だが──」


「パシフィカが特性を自分で意識して使えるようになるとか、全世界の人が〈秩序守護者〉に逆さからえるようになるとか──」


　ラクウェルが首を傾かしげながら言う。


　しかし──


「だからってこの世界の封ふう印いんが解とける訳でもないと思うんだけど」


　とパシフィカ。


　確かに人類が〈秩序守護者〉に反はん抗こうできる様になったからといって、それだけでこの世界が崩ほう壊かいするとは思えない。


　人類と〈秩序守護者〉──両者の間には圧あつ倒とう的な力の差があるし、そもそも今の人類は空さえ満足に飛ぶ事が出来ない。星空を駆かけ巡めぐるなど夢ゆめの又夢であり、この大地に人々が縛しばり付けられたままという事実にも変化はないだろう。


「それはそうよねえ」


「──うーむ」


　シャノンも腕を組みながらその宗しゆう教きよう画がを見上げる。


　そもそも……この封ふう棄き世界とは何なのか。


　人類が敗北した末に閉とじこめられたというが──そもそもそのとき『敵てき』はどうして人類を完全に滅ぼしてしまわなかったのか。


　あの〈竜機神ドラグーン〉を何体も倒たおし、〈秩序守護者〉を洗せん脳のうして使し役えきする程ほどの力を持っていた敵ならば、人類を一人残らず滅ぼすことだって出来た筈はずなのだ。


　それを──わざわざ手間を掛かけて封棄世界を構こう築ちくし、そこに人類を閉じこめた。


　その意味は何ど処こにある？


「『敵』に関してはゼフィリスもよく分かっていないらしいからな」


　シャノンはそう言って肩かたを竦すくめ──


「──ラクウェル」


　ふと表ひよう情じようを引き締しめ、注意を促うながすような口調でシャノンが姉を呼よぶ。


「──ええ」


　ラクウェルも小さく頷うなずいた。


「──なに？」


　分かっていないのはパシフィカ一人である。だが怪け訝げんそうな表情で尋たずねる彼女に、シャノンはただ一言、告げた。


「……来たぞ」


「……!!」


　その意味を理り解かいした瞬しゆん間かん、パシフィカは全身を緊きん張ちようさせて教会の入り口を振ふり返った。


　そして──


「パシフィカさん」


　レオポルドの声と共に教会の扉とびらが左右に開かれる。


　外の陽光が雪な崩だれ込んでくると同時に、逆ぎやつ光こうの中で五つの人ひと影かげが浮うかび上がった。


　眼めを細めてその影の輪りん郭かくを見る。


　その内の四つは、誰のものかすぐに分かった。ウイニアやレオポルド、クリストファは既すでに見み慣なれているし、ベルケンスの印象的な巨きよ軀くはすぐに分かる。


　問題は五つ目。


　ほっそりしたその人影こそが──


「フォルシス──ラインヴァン王子……」


　呟つぶやくパシフィカの声に誘さそわれるかの様に、その金きん髪ぱつの少年は逆光の中からゆっくりと教会の中に入ってきた。








「全く──」


　ぶつぶつと呟きながら平手でセーネスは〈竜ギ巨ガ人ス〉の脚あしを叩たたいた。


「狙ねらわれてる者の自覚ってのがねえんだよな、あいつらは──」


　そう呟いて彼女が握にぎり潰つぶしたのは、シャノンの書き置きだった。


　そこにはフォルシスがパシフィカに会いたがっている事、パシフィカも彼に会いたがっている事、そして二人の希望を叶かなえる為ためにグレンデルに出掛ける事──といった内ない容ようが書かれている。


　口頭で言えばいいものを、わざわざ書き置きなど残していったのは、言えばセーネスが反対するという事を予よ測そくしての事だろう。実じつ際さい、もし相談されていれば彼女は断だん固ことして反対した筈だ。


　シャノン達は甘あまい。


　何というか──実戦経けい験けんは多分にあるのだが、根本的な所でお人ひと好よしなところがある。


　総そう合ごう的に見て、今の彼等をどうこうできる様な戦力は、〈秩序守護者ピースメイカー〉を除のぞけばこの世界に存そん在ざいし得えないのは事実である。恐おそらく真正面からならたとえ一いつ個こ師し団だんをぶつけても、〈フィンブルヴェトル〉を装そう備びし、〈竜機神〉の加か護ごをも得たシャノンとラクウェルを倒す事は出来まい。


　だが、戦いとは必ずしも力の大小で決まる訳わけでもないのだ。


　彼等の考えもつかないような、用意周しゆう到とうで悪あく辣らつな手しゆ段だんも、考案するのはそう難むずかしい事ではない。実際、卑ひ劣きようだの何だのと誹そしりを受ける事を気にしなければ、セーネスでも彼等の裏うらをかく様な方ほう策さくの一つや二つは咄とつ嗟さに思い付く。


　国家規き模ぼの敵てきを相手にするとはそういう事なのだ。


　幸か不幸か彼等はその事をまだ理解していない。多少は理解しているのかもしれないが、理解しきれていない。


「──どうします？」


　部下の一人がそう尋たずねてくる。


「バーク。御ご苦労だがあの馬ば鹿か共のフォローに入ってやってくれ。今から行っても追いつけないだろうけどもな」


「分かりました」


　その部下は一礼して足あし下もとに置いていた〈フィンブルヴェトル〉を携たずさえると、歩き出しながらそれを装着した。


　権けん謀ぼう術じゆつ数すうに精せい通つうした者が一人でも側そばに居いるだけで彼等の安全性せいは高まるだろう。


　セーネスがそう考えたとき──


『セーネス』


　彼女の傍かたわらの空間が揺ゆらぐ。


　振ふり返ったセーネスは、そこに元〈終わりの魔獣ドラゴン〉──ナタリイの姿すがたを見た。


　彼女の本体である超ちよう高度疑ぎ似じ人じん格かくは相変わらず海底の〈スキッド〉残ざん骸がいの中だが、通信回線経けい由ゆでこうして意思の疎そ通つうは出来る。


「なんだ？」


『存在係数と熱量の大規き模ぼ変動を感知したわ。この規模は〈竜機神ドラグーン〉や〈竜巨人〉を除のぞけば、〈秩序守護者〉だけの筈はず』


「──なんだと？」


『正せい確かくな位置は分からないけれど──元々『運命の日』までそう時間がない事を考えれば、彼等が最後の攻こう勢せいに出る事は十分予よ測そくできる。いつでも〈竜巨人〉を戦術起動できる様にしておいて』


「分かった」


　セーネスは表ひよう情じようを険けわしくしながら頷うなずいた。








　ゆっくりと近付いてくるその少年をパシフィカはただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。


　自分と同じ金髪。自分と同じ碧へき眼がん。


　そして……自分とよく似にた顔立ち。


　パシフィカに限かぎらず、大たい抵ていの人間は普ふ段だん、自分の顔というものをそれほど見み慣なれている訳ではない。眼めの位置。鼻の形けい状じよう。唇くちびるの色しき彩さい。頰ほおの輪りん郭かく。その他諸もろ々もろ。細かな部分を挙げろと言われても咄嗟には自分の顔を思い描えがけない人間も多いだろう。


　だがそれでも。


　パシフィカは、彼が自分とよく似ているという事は──自分達が同じ血を引く双ふた子ごであるという事は半ば直感的に分かった。男女の別や髪かみ形がたといった些さ末まつな部分を取り除のぞいていけば何か本ほん質しつ的な部分でひどくよく似た何かが残るだろう……そんな風に思う。


　同じ時、同じ母から生まれた己おのれの半身。


　ラインヴァン王国王子。


　フォルシス・ラインヴァン──


「あ…………」


　パシフィカはただただ絶ぜつ句くした。


　改めて対面してみると言葉が出てこない。


　色々と聞きたい事があった。


　たくさん話したい事もあった。


　言葉にすべき事は無数にあった筈なのだが……事前に考えていた挨あい拶さつや言葉は、いざ本人を前にすると頭の中から綺き麗れいさっぱり飛び去ってしまっていた。


　鼓こ動どうが早まる。


　どうしよう──ただその困こん惑わくだけがある。


（ええと、ええと──何か、そう、何か言わないと──）


　近付いてくる双子の兄を見つめながら、パシフィカは意い識しきを空転させていた。


　だが──


「…………」


　それはフォルシスも同じらしい。


　優やさしそうな──上品で柔やわらかな微び笑しようの陰かげに困惑と感かん慨がいが見える。


　他の者達──クリストファやウイニア、レオポルド、ベルケンス、そしてシャノンやラクウェルでさえ、息を潜ひそめ、一歩退ひいた位置から再さい会かいの場面を見守っている。


　しばしパシフィカとフォルシスは互たがいに言葉もなく見つめ合い──


「君が──」


　躊躇ためらいがちな──そして遠えん慮りよがちな声。


　だが、まるで素す肌はだに触ふれられた乙おと女めの様に、思わずパシフィカは身を固くして小さく震ふるえる。それは初めて耳にするフォルシスの声だったからだ。


　双子の兄の声は、想そう像ぞうしていたものよりも遥はるかに穏おだやかで優しかった。


「君がパシフィカ……僕ぼくの妹？」


　確たしかめるように尋たずねてくるフォルシスの言葉にただパシフィカは頷いた。頷いてからそれだけでは失礼かと思い、慌あわてて付け加える。


「うん──じゃなくて、はい！」


　彼女の動どう揺ようぶりを前にして、フォルシスも少しは気が楽になったのだろう。僅わずかに微笑を深めて彼は言った。


「初めまして──ってのは変かな？」


「ううん、そんなことない──と思います」


　そう言って再ふたたび沈ちん黙もく。


　やはり言葉が出てこない。


　十六年の歳さい月げつ。


　引き裂さかれた運命。


　その事を思えば、どんな言葉も陳ちん腐ぷに過すぎる様な気がする。


　そして黙だまって互いの姿を見つめ合う双子からほんの少し離はなれた場所で──


「よ。久ひさしぶり」


「まさかこんな所でまた会うとは思ってなかったが──」


　ベルケンスとシャノンが苦笑混まじりに言葉を交かわしていた。


　数ヶ月ぶりの、しかも予想外の再会にしてはひどく双そう方ほう共にあっさりとしてはいる。


「ああ──」


　何か言おうとしたシャノンをまず片かた手てを挙げて制せいし、ベルケンスは言った。


「先に言っておくが、俺おれはフォルシス様の護ご衛えいとしてついてきただけだ。あんたら相手に事を構かまえる気はまだねえよ。だからそう身構えんでくれ」


「……分かった」


　肩かたを竦すくめて応おうじるシャノン。


　彼は先さき程ほどからただ自然体で立っているだけなのだが、ベルケンスにはシャノンの内に秘ひめた緊張が──戦せん闘とう態たい勢せいに準じゆんじる状態が見えていたのだろう。


「……一つ聞いていいか？」


　シャノンはふと想おもい出したかの様に尋ねる。


「俺に答えられる事ならな」


「マウゼル教は──特に上じよう層そう部ぶは、あの〈秩序守護者ピースメイカー〉についてどう考えてるんだ？　あれを教典に言うところの『神の遣つかい』だと考えているのか？」


「さてな。上の連中がどう考えているかは俺にもよく分からんが──」


　太い指で無ぶ精しよう髭ひげの生えた顎あごをさすりながらベルケンスが言う。


「一いつ般ぱん的にはえらく混こん乱らんしてるよ。実じつ際さい、教徒でも実じつ在ざいのものとして〈秩序守護者〉を崇あがめていた連中はむしろ熱心な教典原理主しゆ義ぎの連中だけで、多くの教徒は『神』とか『御み遣つかい』ってのは霊れい的で曖あい昧まいな存そん在ざいか、あるいは一種の象しよう徴ちようとして捉とらえてた筈はずだ。


　まさかそれが実じつ体たいとなってラインヴァン王都に出てくるとは思ってなかったろうよ」


「…………」


「ただし上層部が〈秩序守護者〉と──少なくともその名で呼よばれる何かと接せつ触しよくしてる、なんて噂うわさは以前からあったからな。枢すう機き卿きよう辺りの連中が実際に〈秩序守護者〉と面識があっても俺は驚おどろかねえよ」


「なるほどな」


　頷うなずきながらシャノンは考える。


　ベルケンスの言葉が正しいとすれば、今のところは一般的なマウゼル教教徒達と事を構える必要はなさそうだ。


　今いま更さら百人や二百人の一般人が襲おそってきたところで窮きゆう地ちに陥おちいるシャノン達ではないが、やはり踊おどらされているだけの一般人を蹴け散ちらすのは気が重い。


「ええと──あの」


　しばしシャノン達の会話に聞き入っていた──というか目の前の、妙みように気き恥はずかしいような気まずいような状じよう況きようから逃とう避ひしていただけかもしれないが──パシフィカは、再びフォルシスに向き直った。


「その──色々言いたいこととか、聞きたい事とかあったんですけど、なんていうか……うまく言えないっていうか──」


　焦あせり気味に言うパシフィカをしばし見つめ──不意にやや表ひよう情じようを曇くもらせるとフォルシスは言った。


「苦労を……してきたんだろうね」


　しみじみとした口調だった。


「え？──あ、ええと──そんなには」


　慌ててパシフィカは言って首を振ふる。


　だがフォルシスは何ど処こか曇った表情のまま、言葉を続けた。


「恥ずかしい話だけど、僕は君が生きているのを知ったのはつい最近の事なんだ。双ふた子ごの兄妹ながら、僕は君が生きるか死ぬかの苦労をしている間、のうのうと王子として安あん穏のんな生活を送ってきた──」


　そう言ってフォルシスはため息をつく。


「恨うらまれても罵ののしられてもそれは当然──そんな風に思って此こ処こに来たのだけれど」


「本当にそんな事、ないです」


　パシフィカは語調を強めて言った。


　これには少し意外だったのか、フォルシスが眼めを瞬しばたたかせてパシフィカの顔を見つめる。


　気恥ずかしさからやや早口になりながらも、パシフィカは言った。


「良いことだってありました。楽しいことだってありました。たくさんありました。本当に一いつ杯ぱいありました。それなりに苦労はしたかもしれないけど、でも──」


　そう言って一いつ瞬しゆんパシフィカは躊躇ためらうように──いや、恥じらうように言葉を詰つまらせる。


「でも、そのお陰かげでシャノン兄やラクウェル姉の妹でいれたし。


　ウイニアとかレオとか、クリスとか……色々な人とも会えたし。


　それはそれで──凄すごく良かった事だと思うよ……じゃなくて、思います。その事はすごく、良かったと思ってます。本当──感かん謝しやしたい位」


「……そう」


　フォルシスは安あん堵どするかの様に改めて微び笑しようを深めた。


「優やさしいね──君は」


「そ、そうかな」


「そう言ってくれると僕も気が楽だよ」


　そう言ってフォルシスはパシフィカに歩み寄よる。


　ごくごく自然な──そうするのが当然とばかりの仕草で彼は双子の妹を抱だきしめた。
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「あ──あのっ……」


　いくら双子とはいえ──そして家族としての抱ほう擁ようであると分かってはいても、初対面も同然の相手に抱きしめられればパシフィカも慌あわてる。異い性せいであれば尚なお更さらだ。


「フォルシス様──？」


　抱きすくめられたまま、頰ほおを紅こう潮ちようさせ、パシフィカは助けを求めるように周囲を見回す。


　だが周囲の者達は微笑を浮うかべるだけで、この抱擁に介かい入にゆうしようなどと無ぶ粋すいな事を考える者は誰だれもいないようだった。


　しかし──


「ただそれでもやはり……僕は君に謝あやまらねばならない──」


「そんな──」


　耳元でそう囁ささやかれてパシフィカはうろたえる。気恥ずかしさもあるが──間近で聴きくフォルシスの声は、間ま違ちがいなく哀かなしみに沈しずんでいたからだ。


　何がそんなに哀しいのか。


「すまない」


　彼はそれを呪じゆ文もんの様に繰くり返す。


「本当にすまない──」


　そして。


　次の瞬間。


　全く唐とう突とつに──


（──え？）


　パシフィカの喉のどを灼しやく熱ねつの感かん触しよくが貫つらぬいた。








　長々とため息を一つつく。


　そしてマウゼル教教会枢すう機き卿きようにして、第一及および第六渉しよう外がい局きよく局長ガーネスト・ホーグは表情を曇らせてその部屋を見回した。それは彼の屋や敷しきの中の一室──フォルシス・ラインヴァンにあてがっていた客室である。


　今この部屋にフォルシスの姿すがたは無い。


　実のところ彼の無む断だん外出は予想できた事だった。一いち応おうガーネストに気付かれない様にと気を配ってはいた様だが……それが予想の範はん囲い内であるのならば、フォルシスの行動を察知する方法は幾いくらでもある。たとえあの特とく務む戦せん技ぎ兵へいの手引きがあったとしても──だ。


　さすがにベルケンスまで一いつ緒しよに居いなくなってしまうとは思ってもみなかったが。


　恐おそらく彼等は〈廃はい棄き王おう女じよ〉に会いに行ったのだろう。


　予想通りに──いや『彼』の目もく論ろ見み通りに。


「さて……ここまでは予定通り」


　ガーネストの内心をそのまま代だい弁べんするかの様な声が響ひびいた。


　今いま更さら驚おどろく事にも疲つかれて、ガーネストはただゆっくりと声のした方を振ふり向いた。


　一人の男性がソファに座すわっている。


　いつからそこに？──反はん射しや的にそうは思ったが、それを尋たずねるのは愚ぐ問もんであるとすぐにガーネストは思い至いたった。


『彼』は──いや彼等は何ど処こにでも居る。


　何い時つ何処に現あらわれても何ら不思議はない。彼等は脆ぜい弱じやくで不便で無む能のうな人間などとは違うのだ。この世界の端はしから端へと一瞬で移い動どうし、如い何かなる防ぼう壁へきをもものともせずにすり抜ぬけてしまうだけの力を彼等は持っているのだから。


「御ご指し示じ通りにフォルシス様の危き機き感を可か能のうな限かぎりに煽あおっておきましたが──」


　床ゆかに跪ひざまずきながらガーネストが言う。


　既すでに彼等に出会う事の喜びを感じる事はない。彼等に対してガーネストが覚えるのは最も早はやある種の畏おそれだけだ。喜き悦えつを覚えるには、ガーネストは真実を知りすぎていた。


　だがそれでも儀ぎ礼れいは必要だ。それは繰り返すだけで無意味も意味に昇しよう華かさせてくれる。


「御苦労」


　そう言って男は頷うなずく。


　よく整った目鼻立ちなのだが──その姿を見ていると何処か違い和わ感を感じざるを得ない。


　人間でないものが人間の形を無理に採とっている事の不合理が、その違和感となって顕あらわれているのかもしれなかった。


　ソコム・アーティラリイ。


　自らステアの代わりと名乗ったこの男は、間違いなく〈秩序守護者ピースメイカー〉だろう。


　ガーネストがこの男と出会ったのは最近の事であるが、そこにいるだけで全身から漂ただよい出て、周囲の者を威い圧あつするかの様な、この問答無用の気配は、他ほかに類を見ない。


「しかし何な故ぜこんな回りくどい事を──」


「〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉──〈廃棄王女〉を我われ々われが直ちよく接せつ害する事は出来ない。我々は〈律りつ法ぽう〉に従したがって活動しているのだが、〈律法を破る者〉はまさしくその埒らち外がいの存そん在ざい。だからどうしてもかの者を殺す為ためには人間の力を借りねばならない」


　淡たん々たんとした口調でその男は言う。


　そこには何の気負いもない。まるで簡かん単たんな道理を説いているかの様な雰ふん囲い気きだ。


「…………」


「だが、今まで単たん純じゆんな暗殺はことごとく失敗してきた。〈守護者ガーデイアン〉が居たからだ」


「……噂うわさの双ふた子ごですな」


「そうだ。あれは〈律法を破る者〉の護ご衛えいとして魔ま族ぞくが用意した最強の駒こまだ。まして今は〈終わりの魔獣ドラゴン〉が彼等の側そばに居る上、予想外の戦力まで味方につけている。ただ単純な力押おしでは最早、あれを止める事は出来ない。恐らく中ちゆう途と半はん端ぱな暗殺者では近付く事さえできまい。洗せん脳のうしても同じ事だ。勘かんの鋭するどい者ならばすぐに異い常じよう性せいに気付く」


「だから──ですか」


　呻うめくような声でガーネストは言う。


　だからあの様な事を自分に命じたのか。


「だから……」


　わざとフォルシスには王都の方角が見える部屋をあてがった。


　わざとガーネストはフォルシスの前で〈秩序守護者〉の本ほん質しつとその行こう為い、そしてその結果について語って聞かせた。わざとどれだけの犠ぎ牲せい者しやが出ているのかを彼に教えた。


　ソコムの指示通りに。


　恐らく、あの優やさしく責せき任にん感の強い王子は相当に心を痛いためた事だろう。


　そして──


「だから……彼を──」


　ガーネストは唇くちびるを嚙かんだ。


〈秩序守護者〉の命令は絶ぜつ対たいだ。人間である以上、逆さからえない。ましてガーネストはマウゼル教の神官だ。彼等の要よう請せいに否いなを唱えられる筈はずがなかった。


　しかし。


　それでも──ガーネストはあの王子が気に入っていた。


　愚おろかな程ほどに素す直なおで優しい性せい格かくのあの王族に、好感を持っていた。


〈粛しゆく清せい使し〉を統とう率そつし、数々の暗殺をも命じてきたガーネストでも──いや、彼だからこそ、あの王子の純じゆん粋すいさはまぶしかった。


　なのに──


「これが最も損そん害がいが少なく、効こう率りつ的で、かつ成功率の高い方法なのだ」


　そう告げるソコムの表ひよう情じようは、ガーネストのささやかな感かん傷しようなどとりつく島もない程に超ちよう然ぜんとしていた。








「──え？」


　一いつ瞬しゆん、何が起こったのか分からなかった。


　まず最初に感じたのは痛みよりも──焼ける様な熱さだった。


（え…………？）


　言葉が出ない。


　代わりにパシフィカは自分の喉のどを何か熱いものがこみ上げてくるのを感じた。思わずそれを吐はき出すと──


　赤い。


　とてもとても赤い液えき体たい。


　どうして……こんなものが自分の口から出るのだろう？


　痛い。なんだかとても痛い。


　どうして自分はこんな痛みを感じているのだろう？


　ゆっくりと、一瞬である筈なのに、まるでなぶる様に進む時間。


　その隙すき間まを縫ぬって襲おそい掛かかってくる激げき痛つうの中──パシフィカはそんな事を考える。


（刺さされた……？）


　……誰に？


　この──目の前の人に。


　この優しそうな人に。


　微笑ほほえみで自分を迎むかえてくれた人に。


　苦労をかけた、と優しい言葉を掛けてくれたこの人に。


　自分の双子の兄に。


「すまない──」


　彼は泣いていた。


　謝しや罪ざいし、そして涙なみだまで流しながら──しかし彼はパシフィカを刺していた。


「本当に──」


　そう言う彼の口からも鮮せん血けつが流れ出る。


　パシフィカの喉を貫つらぬいた短たん剣けんが彼の胸むねにまで達していたのである。それを覚かく悟ごで彼はパシフィカを刺したのだろう。


（なんで……どうして……？）


　疑ぎ問もんは声にならない。


　そして。


　パシフィカの意い識しきは急速に死の深しん淵えんへと落ち込こんでいった。








　時間が凍こおり付く。


　予想外の事じ態たいに二人の邂かい逅こうを見守っていた一同は、一瞬思考が停止してしまっていた。


　何が起こったのか。


　見れば分かる。


　分かるが──誰もがそれを理り解かいするのを目もく撃げきした刹せつ那な、拒こばんだのだ。


「パ──」


　喘あえぐように声を漏もらしたのは、シャノンだった。


「パシフィ……カ──？」


　彼の視し界かいの中でゆっくりと二つの人ひと影かげがもつれ合うようにして崩くずれ落ちる。


　床ゆかを濡ぬらす──鮮あざやかな紅あか。


　じわりじわりと理解が広がってゆく。遅ち効こう性せいの毒の如ごとき陰いん湿しつさでじっくりと、しかし確かく実じつにそれは一同の──シャノンの意識を侵おかしていった。


　喉。


　パシフィカ。


　鮮せん血けつ。


　致ち命めい傷しよう。


　刺された。


　フォルシス。


　短剣


　…………　


「パシフィカッ!!」


　シャノンの叫さけびと同時に──


「いやあああああああああああっ!!」


　ウイニアの悲鳴が教会の中に響ひびき渡わたった。
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　何が起こったのか分からなかった。


　その場に居い合あわせた者達の誰もがその光景をはっきりと目撃しながら……意識がそれを瞬しゆん時じには理解できなかった。できた後は誰もが己おのれの眼めを疑うたがった。


　ウイニア。


　クリストファ。


　ベルケンス。


　レオポルド。


　そして──シャノンとラクウェル。


「いやあああああああああああ──っ!!」


　ウイニアの悲鳴を何ど処こか遠くに聞きながら……シャノンは目の前の光景が幻げん覚かくでも何でもない事を悟さとっていた。


「パシフィカ……？」


　思わず声が漏れる。自分の口から発せられたとは信じられない程ほどに、それはひどく間の抜ぬけた──力のない声だった。


　そして。


「──パシフィカっ!?」


　叫びながら飛び出したのは、ラクウェルが先か、シャノンが先か。


　一瞬遅おくれてレオポルドやクリストファも、もつれ合って床に倒たおれるパシフィカとフォルシスに駆かけ寄よった。


「何な故ぜ──」


　フォルシスがパシフィカを刺さした。


　その事はシャノンにも理解できた。


　しかし──


「何故だっ!?」


　二人とも会えたのを喜んでいた。


　少なくともシャノンにはそう見えた。


　なのに──


「シャノン、シャノン──早く、ゼフィリスを……！　〈竜機神ドラグーン〉の力で──」


　ラクウェルの切せつ迫ぱくした叫びにシャノンは我われに返った。


　そうだ。


　今はその理由を考えている場合ではない。完全に死んでいなければ──脳のうさえ死んでいなければ、〈竜機神〉の力で肉体の傷きずはいくらでも癒いやせる。


　シャノンはゼフィリスを呼よび出そうとして虚こ空くうを振ふり仰あおぎ──


「──我わが主っ!!」


　しかし切迫したゼフィリスの声と同時に、彼の身体からだは軽々と吹ふっ飛んでいた。


「──っ!?」


　シャノンの身体は床に落ちる事無く教会の壁かべに激げき突とつ。更にそれを突つき破やぶって屋外へと放ほうり出された。


　咄とつ嗟さにゼフィリスが防ぼう御ぎよフィールドを展てん開かいしたから良かった様なものの──間に合わなければシャノンは即そく死ししていたろう。壁に激げき突とつせずとも、まず吹っ飛ばされた時の衝しよう撃げきで、普ふ通つうの人間なら全身の骨ほねを砕くだかれている。ゼフィリスの防御フィールドに包まれていてさえ、透とう過かしてきた衝撃で一瞬シャノンは気が遠くなった程だ。


　無む論ろん、ゼフィリスの防御フィールドでさえ完全相そう殺さいできない様な破は壊かい力りよくを行使する存そん在ざいはこの世界に数える程しか居ない。


「こんな時に…………っ!?」


　半ば本ほん能のう的てきに上空を振り仰いだシャノンは、そこに想そう像ぞう通りの姿すがたを見て歯ぎしりした。


　一いつ切さいの常じよう識しきや条じよう理りを超ちよう越えつして空中に佇たたずむ二つの影かげ。


　人たる身では常つねに仰ぎ見る事を強しいられる神の使者達。


　シーズとソコム。


　アーティラリイ・タイプの〈秩序守護者ピースメイカー〉である。


　まだその姿は人間形けい態たいのままであるが、それでも彼等は先程示しめした通りの強大な力を操あやつる事ができる。まして本来の形態になれば──


「〈守護者ガーデイアン〉シャノン・カスール。そして〈竜機神〉二六番機アーフィ・ゼフィリス」


　ソコムは淡たん々たんとした口調で言った。


「君等は我々につきあってもらおう。折せつ角かくのお膳ぜん立だてだ──きちんと結果が出るまで君等に介かい入にゆうしてもらっては困こまる」


「お膳立て──？」


　反はん射しや的に呟つぶやいてから、シャノンはその言葉の裏うらに在ある意味を悟って愕がく然ぜんとなった。


　まさか。


　まさかフォルシスがパシフィカを刺したのはこいつらが──


「搦からめ手は必ずしもシヴィリアン・タイプの専せん門もんという訳わけではない。それが効こう率りつ的、効果的と分かれば俺おれも使う」


　二体の〈秩序守護者〉の周囲にゆっくりと虹にじ色いろの光こう芒ぼうが躍おどる。


　それが形相変へん換かんと質しつ量りよう補ほ塡てんの際さいに発生する現げん象しようなのだとシャノンも知っていた。


　ソコム達は戦う気なのだ。


　この聖せい都との真ん中で──


「さあ準じゆん備びをしろ、〈終わりの魔獣ドラゴン〉。決戦の場所も君等に選ばせてやろう。それともここで戦うか？」


　ちりちりと音を立てながらソコムとシーズの人間形態が分ぶん解かいされて行く。


　同時に虚空から滲にじみ出る様にして出現した物質が渦うずを巻まく様にして巨きよ大だいな構こう造ぞう体たいを作り上げる。アーティラリイ・タイプ〈秩序守護者〉の第二級神しん罰ばつ執しつ行こう形態。その力は神罰の名に相応ふさわしく、腕うでの一振りで山を抉えぐり海を割わる。天変地ち異いさえもこの形態を採った彼等にとっては容易たやすい作業の一つに過ぎないのだ。


「貴き様さまらっ……!!」


　言うまでもなく、この場で戦えば間ま違ちがいなくパシフィカは無論、ラクウェル達までも巻き込む。


　いくら今のラクウェルは魔ま法ほう増ぞう幅ふく器き〈フィンブルヴェトル〉を装そう備びしているとしても、形相干かん渉しよう能力が正面からぶつかり合う〈竜機神〉と〈秩序守護者〉の戦せん闘とうに巻き込まれれば、無事ではあり得ない。


「パシフィカ…………！」


　シャノンは教会の方を振り返る。


　パシフィカ。彼女の安あん否ぴが気になる。気が狂くるいそうに気になる。


　生きているのか。生きていたとして応おう急きゆう処しよ置ちが間に合うのか。応急処置程てい度どで命を取り留とめる事が出来るのか。


　今すぐにでも駆かけ戻もどりたい。


　だが──


「踏ふん切りが悪いな。まあいい。そこでそのまま愛する妹と共に滅ほろびたいのなら、俺も止めはしないがね」


　その言葉と同時にソコムの、そしてシーズの背せ中なかの翼つばさがするすると変形する。


「──!!」


　次の瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな閃せん光こうが鉄てつ槌ついの如ごとくシャノンの上に叩たたき付けられた。








　何をどうしていいのか分からない。


　こんな事は初めてだった。


「パシフィカ──」


　自分の腕の中で妹の生命が急速に喪うしなわれてゆく。それが分かる。


　分かるのに──自分は何も出来ない。


「パシフィカ…………！」


　呼よんでみる。


「パシフィカ…………！」


　揺ゆさぶってみる。


　だが当然の如く妹からの反はん応のうはない。


　分かっている。無む駄だだ。こんな事をしていてもしょうがない。こんな事をしていても無意味だ。


　では何をすれば無意味ではないというのか？


　誰だれにでも分かる。パシフィカの傷きずは致ち命めい傷しようだ。応急処置はできるが、それだけだ。どんな医い術じゆつの天才とてどうしようもない。唯ゆい一いつシャノンとゼフィリスが行使できる形相干渉能のう力りよくのみがパシフィカを救えるが──しかしシャノンは敵てきに攻こう撃げきされていて戻って来る事が出来ない。


「ああ──……！」


　ラクウェルはただうろたえる。


　駄目だ。自分がうろたえては駄目だ。


　冷静に、沈ちん着ちやくに、焦あせらず騒さわがず、最さい善ぜんの手を採とらなければ。最善の手。最も希望のある方法。状じよう況きようを打開できる手しゆ段だん。今自分にできる事──


　だが……


「パシフィカ──パシフィカっ!!」


　そんなものはない。


　彼女に出来たのは、ただ血を噴ふく妹の首の傷を押おさえる事だけだった。


　滑こつ稽けいな行こう為いだ。分かっている。心の何ど処こかで呆あきれ果てている自分が居いる。こんな事をしても妹を救う事など出来ない。


　しかし──


「パシフィカ──」


　指先に鼓こ動どうが触ふれる。


　それは妹の生命の証あかしだった。


　だがそれはもう弱い。どうしようもない位に弱い。そしてそれはみるみる弱ってゆく。ラクウェルの狼ろう狽ばいぶりを嘲あざ笑わらうかの様に、彼女の指先で萎しぼんでゆく。


　そして。


「駄目っ──パシフィカ……っ！」


　ラクウェルのその叫さけびと共に……パシフィカ・カスールの鼓動は完全に停止した。








「パシフィカさんっ!?」


　ラクウェルの腕うでに抱だかれているパシフィカに取り縋すがらんばかりの様子で、レオポルドが叫ぶ。彼のすぐ隣となりでは、血まみれのパシフィカと、そしてシャノンの吹ふっ飛ばされた方向を交こう互ごに見ながら、なおも漏もれそうになる悲鳴を必死で嚙かみ殺しているウイニアの姿すがたがあった。


「パシフィカ──」


　ラクウェルが蒼そう白はくな表ひよう情じようで呟つぶやく。


　レオポルドもウイニアも、彼女がここまで表情を強こわ張ばらせているのを、初めて見た。


　つまりそれは──


「ラクウェルさん……!?」


　呻うめく様なレオポルドの声にラクウェルは顔を上げ──


「…………」


　小さく首を振ふった。


　いつものんびりと緩ゆるんでいる筈はずの彼女の表情が、今は哀あわれな程ほどに強張っている。美しいその顔は、まるで親にはぐれた幼よう児じの様に途と方ほうに暮くれて──いや絶ぜつ望ぼうに歪ゆがんでいた。


「そんな──馬ば鹿かな」


　首を振ってそう呟つぶやいてみる。


「だって今まで──どんな時でも、パシフィカさんは……」


　世界中に追われ。


　人でないものにさえ追われ。


　それでも彼女は生き抜ぬいてきた。


　死にそうな目にも何度も遭あったろう。自ら命を絶たとうとした事だってあったろう。だがそれでも十六年間、彼女は生き抜いてきたのだ。


　そんな過か酷こくな状況の中で、それでも他人を気き遣づかい、あるいは笑う事の出来る彼女が彼は好きだった。彼女と知り合えた自分、彼女を好きになった自分を、レオポルドは誇ほこらしくさえ感じていた。


　なのに──


「き………………」


　震ふるえる拳こぶしを握にぎりしめる。


「貴き様さま──」


　レオポルドは呻くように言って、パシフィカの双ふた子ごの兄を──彼女を殺した張ちよう本ほん人にんを振り返った。


　フォルシス・ラインヴァン王子。


　彼もまたクリストファに抱き起こされたところであった。


「きさまああああっ!!」


　逆ぎやく上じようしてレオポルドは王子に飛びかかろうとする。だがそんな彼を素す早ばやく押さえ込こむ腕があった。


　ベルケンスである。


　大おお柄がらなその神官は、素早くレオポルドを羽は交がい締じめにしてその動きを封ふうじた。


「なんだ、おまえは──離はなせ、離せ、はなせえっ!!」


　普ふ段だんの彼からはとても想そう像ぞうできない様な憎ぞう悪おにまみれた形相だ。喉のどから血を噴ふくかの様な激はげしい声こわ音ねで彼はただ『離せ』と喚わめき散らしながら暴あばれ回る。


　だがベルケンスはがっちりとその体たい軀くを拘こう束そくしたまま、怒ど鳴なりつける様に言った。


「馬鹿野や郎ろうっ！」


　殆ほとんど爆ばく発はつにも似にた重く鋭するどい一いつ喝かつである。そこらのゴロツキならばその一声で平へい伏ふくしかねない様な、迫はく力りよくに満ちた声だった。


　だがレオポルドは全くひるまない。


　彼は両手を振り回し、脚あしで宙ちゆうを蹴けり、血走った目でフォルシスを睨にらみ付ける。


「離せ、離せっ！　僕ぼくは、僕は──」


「よく見やがれ──瀕ひん死しの人間に、今いま更さら何をする積もりだ、おめえはっ!?」


　一いつ層そう強く少年騎士を押さえ込みながら、ベルケンスは更に怒鳴った。


「…………ひん……し……？」


　レオポルドの表情に一いつ瞬しゆんの虚きよが混まじる。


「てめえが今更、何かしなくても、あの王子様はもう──」


　そこでベルケンスは言葉を止めた。


「え？　で──でも」


　レオポルドは改めてフォルシスを見つめる。


　クリストファに抱だき起こされた王子の胸むねは、真っ赤に染そまっていた。


　最初はパシフィカの血かとも思ったのだが──その胸の赤みはパシフィカと引き離された今もなお広がっており、それどころか衣い装しようの端はしで滴しずくとなって、ぽたりぽたりと床ゆかに滴したたっていた。


　彼は自分ごとパシフィカを刺さしたのだ。


「な……なんで……？」


「フォルシス様──」


　クリストファが言う。


「どうしてこんな事を!?」


　冷れい徹てつたる事を以もつて己おのれを最強となすべく訓練されてきた特とく務む戦せん技ぎ兵へいの声も、今だけは哀れな程に震えていた。経けい験けん上じよう幾いくつもの死に直面し、如い何かなる凄せい惨さんな現げん場ばに在あっても常つねに落ち着きを失わぬ筈のその表ひよう情じようは……滑こつ稽けいな程に狼ろう狽ばいを露あらわわにしていた。


「僕……は──」


　フォルシスが呟く様に言う。


　あるいはそれはクリストファやレオポルドの問いに答えての事ではなく──譫うわ言ごとの様なものであったのかもしれない。


　フォルシスの蒼あおい眼めは既すでに何ど処こにも焦しよう点てんを結んでいなかった。恐おそらく彼にはもう何も見えていないだろう。


「僕に……は……この……程てい度どしか……人々……王国……民……救う……王子として……責せき任にん……」


「フォルシス様──」


「彼女は……悪くな……い……僕の……責せき務む……せめて……一いつ緒しよに──」


　会話とも呼よべない様な言葉の断だん片ぺん。


　だがその場に居いた者達は──特にクリストファとベルケンスは、その意味を即そく座ざに理り解かい出来た。


　この王子は──穏おだやかなその物もの腰ごしからは想像もつかない程ほどに責任感の強いこの少年は、さんざん悩なやんだ末に『災わざわいの原げん因いん』である自分の妹を殺す事を決意したのだろう。


　無理もない話だ。


　あの〈秩序守護者ピースメイカー〉の圧あつ倒とう的な力を見せつけられては、誰しもがそう考えざるを得ない。現実に王都では何千何万という死し傷しよう者しやが出ている。そしてパシフィカが存ぞん命めいしている限かぎり、それは更に加速度的に増ふえてゆくのだ。


　良い悪いではない。〈秩序守護者〉は普通の人間にとって天てん災さいにも等しい。人の身で彼等の行こう為いについて是ぜ非ひなど問う事などできはしない。ましてその暴ぼう挙きよを止める方法などない──フォルシスはそう思ったのだろう。


　ならば最も早はや彼にとれる手段は一つしかない。


　何千万、何億という人々を救うために〈廃はい棄き王おう女じよ〉を殺す。


　万民の為ために一人を生け贄にえにするのだ。


　それはある意味で──王族としては当然の結けつ論ろんであったろう。


　ならばそれは誰が行うべき責務か。


　誰が負うべき罪ざい科かなのか。


　この少年はそれを──自分だと思ったのだろう。パシフィカの半身である自分こそが彼女を殺す責任があると。


　皮肉な話ではある。


　フォルシスはシャノンと同じ結論に達したのだ。


　彼等は兄として共に同じ事を想おもい、同じ結論に達し、しかし──


「なんで──」


　泣き笑いの様な表情を浮うかべてレオポルドが呟つぶやく。


「なんでこんな事に──なんで…………」








　光は──まるで最初から存そん在ざいしなかったかの様に消失した。


〈御み遣つかいの閃せん光こう〉と呼ばれる形相干かん渉しよう力りよくの塊かたまり。


　それは触ふれるものを全すべて原子分解して完かん膚ぷ無きまでに破は砕さいする。物ぶつ質しつ的な盾たてはいかに強固だろうとこれを防ふせぐ事は出来ない。今のこの世界にあってはただ〈竜機神ドラグーン〉と〈秩序守護者〉のみが持つ絶ぜつ対たいの攻こう撃げき手段である。


　しかし──


『──ほう？』


　感心した様子でソコムが声を漏もらす。


『弾はじき跳とばす程度はするかとも思っていたが──』


　ソコムとて最初からその一撃でシャノンを──シャノンと融ゆう合ごうした〈竜機神〉を倒たおせるとは思っていなかったのだろう。


　だが。


「おおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　怒ど号ごうと共にシャノンの周囲の空間が歪ゆがむ。


　押おし退のけられた──あるいは質量補ほ塡てんの材料として食い千切られた大気が轟ごう音おんの悲鳴を上げながら渦うずを巻まき、その中で巨きよ大だいな影かげが急きゆう激げきに成長する。


『まさかこちらの攻撃まで直ちよく接せつ吸きゆう収しゆうして変へん換かんするとはな。なるほど、凄すさまじい形相干渉システムの変換効こう率りつだ。我われ等らでは処理しきれずに回バ路ー破ス綻トするかもしれん』


　言葉とは裏うら腹はらに……影とそれを包む竜たつ巻まきを見み据すえるソコムの口調は相変わらず静かだ。


『もっとも──いくら改良を重ねたとて、元々の形相干渉システム中ちゆう枢すうは我等と同じもの……その無む茶ちやな真ま似ねがいつまで続く？』


　唐とう突とつに竜巻が飛散する。


　その中から轟然と身を起こすのは、巨大な異い形ぎよう。


　見よ──その姿すがた。


　刃は物ものの如ごとき翼つばさ。天を指さす角。その体たい軀くは如い何かなる獣けものをも凌りよう駕がする巨大さを誇ほこりながら、猛もう禽きんにも優まさる機き敏びんさで天を駆かける。小こ賢ざかしい条じよう理りや常じよう識しきなどこの圧あつ倒とう的な威い力りよくの塊の前では何の意味もない。


　神に刃は向むかう魔ま獣じゆう──ドラゴン。


　かつて人類最強を誇った超ちよう兵器の最後の一体が、今、持てる力の全てを此こ処こに顕けん現げんさせた。恐おそらくはこれが最後の戦いになる──そう確かく信しんしての事であろう。一体その身の内にどれほどの力を孕はらんでいるのか……ただそこに存在するだけで、漏れ落ちた力が周囲の光景を陽炎かげろうの様に歪ませる。


　まるで光すらも、この怒いかれる魔獣に触れるのを畏おそれているかの如く。


『どけっ!!』


　絶ぜつ叫きようにも等しい思念波と共に虹にじ色いろの閃光が上空の〈秩序守護者〉に叩たたき付けられる。


　射しや線せん上の空気を変質させ、触れる物質の全てを光と素そ粒りゆう子しに分ぶん解かいしつつ、その光条ビームは二体の巨人に向けて伸のび上がる。


　しかし〈秩序守護者〉達は左右に散って平然とそれを回かい避ひ。間かん髪はつ入れずに再ふたたび攻撃を仕し掛かけてくる。


『く──』


　回避せず──咄とつ嗟さに形相干渉能力でそれを無効化。


　しかし今度こそ還かん元げん処理しきれなかった熱量が、炎ほのおとなって漏れ、近くの建物の一いつ軒けんを炎えん上じようさせた。


　同時にシャノンの脳のう裏りに鈍にぶい痛いたみが走る。


　形相干渉能力の処理容よう量りようを限界まで解放して稼か働どうしている為ために、〈竜機神〉というシステム全体に負ふ荷かが及およんでいるのだ。


　ソコムの言う通り、このまま同じ行こう為いを続ければ、本当に回路破綻する可か能のう性せいも高い。そうなれば最も早はやシャノン自身も生きていられるかどうか……


　無む論ろん、わざわざ敵てきの攻撃を受けなければ負ふ担たんは減へる。


　しかし──


『さあ、〈終わりの魔獣ドラゴン〉──どうする？　ここで戦えば他の者を巻き込むぞ？』


　ソコムの言う通りだ。


　今〈竜機神〉が迂う闊かつに回避行動を採とれば、グレンデルの街は──特にパシフィカの居いる教会の建物などはひとたまりもあるまい。一いつ瞬しゆんで素粒子にまで分解されて痕こん跡せきすら残らないだろう。


『くそ──』


　シャノンが行うべき事はただ一つ。


　パシフィカの側そばに行って形相干渉能力で彼女の傷きずを修しゆう復ふくし、他の者達共々この場から空間転てん移いなり何なりで避ひ難なんさせる事である。だがそんな余よ裕ゆうを二体の〈秩序守護者ピースメイカー〉がくれるとも思えない。現に二体は巧こう妙みように位置を移い動どうし、攻撃を仕掛けながら、〈竜機神〉が教会に近付くのを妨さまたげている。


『どけえっ!!』


『そういう訳わけにはいかんな──』


　無論──ソコム達の目的は〈竜機神〉をパシフィカから引き離しておく事だ。彼女が完全に死んでしまえば、〈秩序守護者〉達の目的は達せられる。


　つまりは単に現げん状じようのまま時間稼かせぎをすれば良いのだ。


　そしてそれにはあと数分もあれば事足りる筈はずであった。


　なのに──


『くそっ……！』


　シャノンにはそれを打ち破やぶる術すべがない。その余裕が無い。


　続けざまに叩き付けられる強きよう烈れつなアーティラリイ・タイプ二体の攻こう撃げきに、シャノン達はただ防ぼう戦せんに徹てつするを余よ儀ぎなくされていた。








　ウイニアは呆ぼう然ぜんとした表ひよう情じようでラクウェルの側にへたり込こんだ。


「ここまで……ここまで頑がん張ばって……パシフィカ──」


　十六の誕たん生じよう日びまであと二日。


　運命の日まであと──たったの二日。


　遺のこす言葉さえないままに〈廃はい棄き王おう女じよ〉は死んだ。


　生まれてから十六年──ずっと命の危険にさらされながらも健けな気げに生き延のびてきた少女の、それがひどくあっけない最さい期ごであった。


「…………くそっ」


　ベルケンスが苛いら立だたしげに呟つぶやいて、壁かべを叩く。


　比ひ較かく的冷静に見えたこの神官でさえ、やりきれない思いを感じているのだろう。


　フォルシスはまだ息があるが、最早その命が尽つきるのは時間の問題だ。こちらも止血した程てい度どでどうにかなる傷ではなかった。


「パシフィカさん──」


　呟きながらレオポルドがうなだれる。


　彼は虚うつろな視し線せんを床ゆかに落とし──


「………………………………？」


　眉まゆをひそめた。


　最初、彼はそれを何かの錯さつ覚かくかと思った。


　次に彼はそれが絶ぜつ望ぼうの見せる一種の幻げん覚かくかと疑うたがった。それはあまりに非ひ常じよう識しきな光景であったからだ。


　しかし──


「な……なにっ……なにこれっ……!?」


　ウイニアの言葉にレオポルドはそれが実じつ際さいに起こっている現象なのだと気付いた。


　──血。


　パシフィカの遺い体たいから流れ出た血。


　彼女を抱だきしめたラクウェルの足あし下もとからそれはゆっくりと広がってゆく。


　だが流された血の量が増ふえているのではない。既すでに心しん臓ぞう停止したパシフィカからの流血は止まっている。


　血が動いているのだ。


　床にわだかまっていた血が、自らの意い志しを持っているかの様に動いている。ゆっくりと伸のび、折れ曲がり、教会の黒い床の上を這はい広がってゆくのだ。


　幾いく筋すじも幾筋も。


　パシフィカの遺体を中心として血が放ほう射しや状じように広がってゆく。広がりながら複ふく雑ざつ怪かい奇きな紋もん様ようを描えがいてゆく……！


「なんだ、これはっ!?」


　ベルケンスも気付いたらしい。


　さすがにラクウェルやクリストファも怪け訝げんそうに顔を上げ、そしてこの不ふ可か解かいな現象を見つめた。


　パシフィカの血が描き出す巨きよ大だいな紋様。


　それは決して偶ぐう然ぜんの産物ではあり得なかった。明らかに背はい後ごに人の──あるいはそれ以上の何者かの──意図を感じさせる精せい緻ちさと複雑さで、幾き何か学がく模も様ようが教会の黒い床を埋うめ尽くさんと広がって行く。


「なんなの……なんなの……これ？」


　ウイニアが泣き叫さけぶ様な声でそう問うが……無む論ろん答えられる者は居いない。


　そして。


「──っ!?」


　次の瞬しゆん間かん、その紋様は観る者の網もう膜まくを焼かんばかりの強きよう烈れつな光を放った。








　襲おそい来る閃せん光こう。


　それを辛かろうじて上空へ弾はじき飛ばし、あるいは無む効こう化かしながら〈竜機神ドラグーン〉は二体の〈秩序守護者ピースメイカー〉と何とか互ご角かくに戦っていた。


　しかし──


（くそ──）


　シャノンは胸きゆう中ちゆうで呻うめいた。


　ソコムとシーズ。


　二体のアーティラリイ・タイプはほぼ完全に連れん携けいがとれている。この為ためにつけいる隙すきが全く無いのだ。


　そもそも……彼等は精度の点では〈竜機神〉に劣おとるものの、攻こう撃げき力の大きさに関して言えば本来、〈竜機神〉と互角に戦えるだけのものを備そなえている。


　それが二体。互たがいの死角を補おぎなう様に攻撃を仕し掛かけてくるのだ。しかも目的は〈竜機神〉の破は壊かいではなく単なる時間稼かせぎの為の現げん状じよう維い持じとなれば……攻撃精度云うん々ぬんは最も早はやさしたる問題にはならない。〈秩序守護者〉側にはまだ余よ裕ゆうすらあるだろう。


　それを証するかの様に──


『さて。そろそろ限げん界かいか？』


　ソコムが淡たん々たんと尋たずねてくる。


　そこには敵てきを追い詰つめる興こう奮ふんも無ければ、己おのれの優ゆう勢せいを誇ほこり相手を嘲あざける響ひびきもない。それだけに正せい確かくで覆くつがえしようのない分ぶん析せきとも言えた。


　それはシャノンも認みとめるしかない。


　だが──


『単体なら──な』


　シャノンの呟つぶやきと同時に二体の〈秩序守護者〉は弾かれた様に左右に散った。


　同時に──一瞬前まで〈秩序守護者〉達の占しめていた空間に虹にじ色いろの閃光が走る。


　ぐにゃりと歪ゆがむ空間。


　そして次の瞬間、その歪みを突つき破やぶって三つの巨体が飛び出してきた。


『よっ。苦戦してるみたいじゃないか？』


　そう言うのは──セーネスの声。


　散開した三体の〈竜ギ巨ガ人ス〉は〈竜機神〉を囲む様にして定位する。


　同調開始。異い相そう空間回路接せつ続ぞく。


　この三体の大型機動兵器〈竜巨人〉は、単体出力ではシヴィリアン・タイプの〈秩序守護者〉にも及およばない。世代的に言えば一世代前のシステムを流用して作られたあくまで代だい替たい兵器に過すぎない。


　だが──〈竜巨人〉は相互にある程てい度どの独どく立りつ性せいを持ちながら、〈竜機神〉を核かくとする一いつ個この戦せん術じゆつ兵器として稼か働どうする事が出来る。時に自じ存ぞんする盾たてとなり、時に自存する剣けんとなり、〈竜機神〉の死角を補いつつ、同時にそこから流れ込む圧あつ倒とう的な出力を増ぞう幅ふく、収しゆう束そくして相手に叩き込む事が出来る。これは最初からナタリイやセーネスが最終戦を想定して設せつ計けい段だん階かいから組み込んでいた機き能のうだった。


　最終的にその形相干かん渉しよう能力はアーティラリイ・タイプ二体と比くらべても遜そん色しよくの無いものになる筈はずだ。


『全く、黙だまって勝手な事をするからこういう事になる──』


『話は後だ！』


　シャノンは叫んだ。


『パシフィカが刺さされた！　一秒でも惜おしいんだ！　こいつらを蹴け散ちらす！』


『…………!!』


　そこで細かい状じよう況きようをいちいち尋ねてくる程ほど、セーネスもその部下達も愚おろかではなかった。


〈竜機神〉の出力が──四体の機動兵器が構こう成せいする兵器システムの最大出力が一気に倍近くに跳はね上がる。無論〈竜巨人〉の稼働時間が短い以上、それは極きわめて一時的なものに過ぎないが、今必要とされているのは一瞬でも早く勝負を決する力だった。長々と闘たたかっていればシャノン達の敗北は自動的に決定する。


『なるほど出力は上がったな』


　ソコムはなおも平然としている。


『だが君達の抱かかえている根本的な弱点は変わらぬままではないか？』


　言ってソコムは全く〈竜機神〉達とは違ちがう方向に砲ほう撃げきを放った。


『──!!』


〈御み使つかいの閃せん光こう〉が着ちやく弾だん。


　途と方ほうもない熱量を放出しながら山が一つ消しよう滅めつした。


『地上に被ひ害がいが及およばぬ様に──御ご苦労な事だ。だがそれだけに君達の行動パターンは制せい限げんされる』


　ソコムの言うとおりではあった。


　そもそも長ちよう距きよ離り砲撃戦を想定して造つくられているアーティラリイ・タイプの射しや程てい距離は、それこそダストヴィン大陸そのものをも含ふくんで余あまりあるだろう。


　その気になれば彼等はいつでも大陸の人間を人ひと質じちにとれる。


　今まではシャノンは可か能のうな限かぎりその攻撃が地上に被害を及ぼさぬ様、常つねに秩序守護者に対して水平以上の角度を保たもつよう心がけてきたが──やはり気付かれていたらしい。


　そもそも〈竜機神〉にせよ〈秩序守護者〉にせよ、その本来の力は星空の領りよう域いきでこそ発はつ揮きされるものだ。地上に近い場所で全力を出して戦えば、どれだけの被害が出るか分かったものではない。


　そしてその意味では──人間個人の命など一いつ顧こだにしない〈秩序守護者ピースメイカー〉の方に遥はるかに分ぶがあった。


『その三体の補ほ機きで出力を上げたとしても機動性は下がる。我われ等らの砲撃全すべてを無む効こう化かは出来な──』


　──不意に。


　世界が軋きしんだ。


『──!?』


　愕がく然ぜんと動きを止める〈秩序守護者〉達。


　だが驚おどろいたのはシャノン達も同様であった。


『なんだ──なにが……!?』


　世界が白く染そまってゆく。


　ありとあらゆるものの動きが止まり、白い光に塗ぬり潰つぶされた。


　五感の全てが激はげしく異い常じようを訴うつたえる。天変地異などではない。まるで事象の法ほう則そくそのものが変化して行く様な──世界に存そん在ざいする森しん羅ら万ばん象しようの全てがその在あり方を歪ゆがめているのだと誰だれもが直感的に気付いた。


　シャノンは意い識しきの底で時Ｓ空Ｔ計グ測ラ器フが滅め茶ちや苦く茶ちやな数すう値ちを示しめしているのを見た。


『これは──…………』


　ゼフィリスでさえもが驚いた様に言葉を失っている。


　時間が安定しない。


　空間が安定しない。


　感知器群ぐんが示す全ての数値がまるで当てにならない。異常な数値が立て続けに弾はじき出され、シャノン達は自分が今どこにいるのかさえもが分からなくなる。


　世界が身もだえしている。


　世界そのものが激しく鳴動している──


『これはまさか──！』


　そして。


　次の瞬しゆん間かん、シャノン達は暗黒の領域に突とつ如じよとして放ほうり出されていた。








「…………」


　彼女はゆっくりと瞼まぶたを開く。


　遂ついに──始まった。


〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の本来の力。


　この封ふう棄き世界を破は壊かいする──即すなわちこの閉へい鎖さ時空間の管理を司つかさどるマウゼル・システムそのものに対して仕し掛かけられた破壊行為クラツキング。


　それがパシフィカ・カスールの死によって発動したのだ。


　しかも偶ぐう然ぜんなのかそれとも故こ意いなのか──マウゼル・システム中ちゆう枢すうに最も近く、最も大きい端たん末まつグレンデル・ポイントの在る場所で。


　事前に予知されていた事ではない。事実〈秩序守護者〉達は考えてもみなかったろう。　だが五千年という思し索さくの時間を与あたえられていた彼女にとって、それは既すでに何度も検けん討とうした可能性の一つに過すぎなかった。


　恐らく──パシフィカ・カスールの中に組み込まれていた律りつ法ぽう破壊システムは、およそ十四万時間──十六年に亘わたる分ぶん析せきを経へて、最も確かく実じつに、そして効こう率りつ的てきにマウゼル・システムを破壊するウイルス・プログラムとして完成するのだろう。


　つまり。


　パシフィカ・カスールの死は最初から予定されていた事なのだ。マウゼル・システムの干かん渉しようを拒きよ絶ぜつできる因いん子しなどというものは、その本来の目的を誤ご魔ま化かす為ための目め眩くらまし、あるいは『兵器』としてのパシフィカ・カスールを保ほ護ごするための次じ善ぜん策さくでしかなかったのだろう。


　もっとも──その事実をあの〈守護者ガーデイアン〉達や〈竜機神ドラグーン〉達が知らされていたかどうかは疑ぎ問もんだが。


「でも──不完全」


　彼女はシステム全体を見回してそう感じた。


　マウゼル・システムの現げん状じように即そくした最終調整を掛けずに放たれた〈律法破壊プログラム〉は、確たしかにマウゼル・システムに干渉し、その世界管理機き能のうに凍フ結リ現ー象ズを引き起こした。


　恐らくその影えい響きようで〈秩序守護者〉や〈竜機神〉達──形相干かん渉しよう能力を持つが故ゆえに自らの定位する時空間を完全制せい御ぎよする機能を持つ活動体──は異物として『外』に排はい除じよされているに違ちがいない。


　だが。


　現在、マウゼル・システムは世界管理権けん限げんを凍とう結けつし、全力でシステム内に侵入した〈律法破壊プログラム〉を選択排除フイルタリングしている。


　その速度は──ほぼ〈律法破壊プログラム〉の速度と拮きつ抗こうしていた。


　やはり〈律法破壊プログラム〉が完全になるには、後二日弱──およそ四十時間余あまりの『仕上げ』が必要だったのだろう。システムの自じ浄じよう作用で排はい斥せきされてしまう様な生なま易やさしい破壊プログラムが兵器として役に立つ筈はずもない。


　マウゼル・システムと破壊プログラム。


　どちらが最終的に勝つのか。


　それはまだ分からない。


　だが──


「もし破壊プログラムが勝つのなら──」


　マウゼル・システムの最深部。


　そこに組み込まれた彼女──シリア・マウゼルIVは遥はるかな時間に思いを馳はせる。


「ベクナム、バンウ、フタバ──私もやっと貴方あなた達の元にいけるかもしれない。でも貴方達は私を許ゆるしてはくれないでしょうね…………」


　彼女の呟つぶやきを聞く者は居いない。


　誰も居なかった。








　圧あつ倒とう的な虚きよ無むの領りよう域いき。


　そこにシャノン達は強制的に移い動どうさせられていた。


　上が無い。下が無い。重さの感覚が無い。感覚的には空中を飛ひ翔しようする際さいと似にてはいるが位置把は握あくの基き準じゆんとなる平面──この場合は地面が無い。無む論ろん、思考支し援えんされているシャノンの意い識しきがその程てい度どの事で恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいったりはしないが、一いつ瞬しゆん、この生まれて初めて体験する異い様ような世界を、シャノンは呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。


『なんだ……ここは……？』


　彼の意識の底では思考支援システムが無重力状態を感知したと同時に基き準じゆん界かい面めんを便べん宜ぎ的に設せつ置ち。それに合わせて感知器群ぐん全すべての機能を真空間戦せん闘とうモードに移行させる。


『真空間。あるいは宇う宙ちゆう空間──かつての人類がそう呼よんだ世界だ』


　ゼフィリスの言葉と同時に遥かな記録情じよう報ほうの一つがシャノンの脳のう裏りに転送される。


　五千年以上も昔この世界を縦じゆう横おう無む尽じんに飛翔していたゼフィリスの記き憶おくである。


　圧倒的な──あまりに圧倒的な〈竜機神〉の力はこの広大無辺な虚きよ無むの領域でこそ相応ふさわしい。今までのゼフィリスが非ひ常じように窮きゆう屈くつな戦い方を余よ儀ぎなくされていたのだという事を、初めてシャノンは実感した。


『マウゼル・システムが深しん刻こくな機能障しよう害がいを起こした。その際に我われ々われは制御不能の異物として外部に排出されたのだ』


『機能障害？』


『原げん因いんは不明だ。だがシャノン──これは好機だ』


　ゼフィリスが言う。


『封ふう棄き世界は自じ閉へいモードに入っている。封棄世界の時空定てい義ぎエンジンであるマウゼル・システムが一時停止している以上、恐おそらく中での時間も停止している筈だ。最も早はや、時間経けい過かや、地上の被ひ害がいを気にする必要はない。全能力を完全に使い切って戦える！』


　シャノンの意識の底で幾いくつもの『制限リミツター』が解かい除じよされていく。


　真空間戦闘用兵へい装そうシステム──安全装置解除。


　真空間巡じゆん航こう用よう推すい進しんシステム──出力制限解除。


　真空間探たん査さ用探知システム──探たん索さく範はん囲い最大。


『──いた』


　拡かく大だいされた索さく敵てき範囲の端はしに〈秩序守護者ピースメイカー〉の反はん応のうが在ある。彼等も突とつ然ぜんの出来事に戸と惑まどっているのだろう。明めい確かくな動きを示しめしてはいない。あるいは常つね日ひ頃ごろからマウゼル・システムの端たん末まつとして稼か働どうする事に最さい適てき化かされていた〈秩序守護者〉達は、マウゼル・システムとの接せつ続ぞくを断たたれた事で部分的な再さい調整を要しているのかもしれない。


　何にせよ確たしかに好機だ。


『──行くぞ』


〈竜機神ドラグーン〉がその翼つばさを大きく展てん開かいした。　


　真なる棲すみ処か──絶ぜつ対たい空間の中を敵目め掛がけて一直線に飛翔する魔ま獣じゆう。


　引き寄よせられる様にして三体の〈竜ギ巨ガ人ス〉が随ずい行こうし、主を護まもる臣下の如ごとく周囲に定位する。再ふたたび同調が開始され〈竜機神〉の出力が跳はね上がる。


　同時に〈竜機神〉の巨きよ体たい──鎧よろい状じようの外装の各部が蓋ふたの様に展てん開かい。そこから小さな光こう弾だんが四方八方に飛散する。


　それらは〈竜機神〉から一定距きよ離りを離はなれると、一いつ斉せいに軌き跡せきを転じて〈秩序守護者〉達に向かって襲おそい掛かった。


　回かい避ひ行動をとるソコムとシーズ。


　だが光こう芒ぼうの群れは執しつ拗ように軌道を修しゆう正せいしつつ〈秩序守護者〉の動きに追いすがる。


　鏡きよう像ぞう物ぶつ質しつ弾。


　それは実体としては掌てのひらにさえ載のる様な塊かたまりでしかない。だがその中に封入された鏡像物質は、小指の先さき程ほどの大きさでも通常の物質と反はん応のうし、山をも吹ふき飛ばす破は壊かい力りよくを発はつ揮きする。


　地上では周辺に与あたえる被害が大きすぎて、到とう底てい使えなかった武ぶ装そうだ。


　無数の光芒がソコムとシーズを押おし包み、爆ばく発はつ。


　虚無の暗黒を激げき烈れつな光が満たした。


　莫ばく大だいな熱量が対象物を破壊せんと荒あれ狂くるう。もし直ちよく撃げきしたならば、ただ一発でもアーティラリイ・タイプを完全粉ふん砕さいし得うるだけの破壊力を鏡像物質弾は持っているのだ。


　だが──


『閉空間爆ばく縮しゆく攻こう撃げき！　三連！』


『御ぎよ意い！』


　更さらに間かん髪はつ入れずに──文字通りに数千分の一秒の間さえ許ゆるさず、未いまだ爆発の光も消え去らぬ空間へ向けて〈竜機神〉は次の攻撃を放つ。鏡像物質弾の乱みだれ撃うち程度で仕し留とめられる様な相手なら苦労はしない。先の鏡像物質弾はあくまで相手の足止めと感知器群ぐんの無む効こう化かの為ためのものだった。


　爆発の光がまるで布ぬのを畳たたむかの様に縮小されてゆく。


　強きよう制せい的に閉とじられた空間が更に内向きに折り込まれているのだ。実体無き高速圧あつ縮しゆく機きによって中の物体は防ぼう御ぎよ力場ごと押し潰つぶされる。〈竜巨人〉の力をも上乗せした容よう赦しやないその攻撃は、確実に〈秩序守護者〉を仕留める筈はず──だった。


　しかし。


『緊きん急きゆう事じ態たいにつき権けん限げん第二○六条の五に基もとづき、能のう力りよくを時限解放する──』


　ソコムのそんな思念波と共に、無限に折り畳まれてゆく筈の空間は、一挙に爆散して通常空間に融ゆう和わした。


『──!!』


　そしてその中から出しゆつ現げんしたのは──


『あれが本来のＭ５──いや第一級神しん罰ばつ執しつ行こう形態だ』


　シャノンの意い識しきの奥おくでゼフィリスが言う。


　それは異い形ぎようの存そん在ざいであった。


　核かくとなる部分はあまり変化していない──第二級神罰執行形態の時の形状を色濃こく残している。だがその身体からだから生える翼はかつての数倍にも巨大化し、既すでに大地を踏ふみしめる必要のない脚あしも、まるで二対ついの尻しつ尾ぽの様に長々と伸のびていた。


　大きく広げられる巨大な翼と二対の突とつ起き──全体的に見ればその姿すがたはまるで虚こ空くうに咲さく巨大な花の様であった。人型の部分は既すでにその中心部でしかない。


　ソコム・アーティラリイの第一級神罰執行形態。


〈竜機神〉がこの真空間にて本来の力と姿を取り戻もどしたのと同様、彼等〈秩序守護者〉も本来の棲すみ処かに戻る事で、その最後の制せい限げんを取り払はらわれたのである。思えば彼等とて元はＡＲＦＦＩ・Ｍ５〈戦天使ヴアルキリイ〉──〈竜機神〉の後こう継けい機きなのだから当然の事ではあった。


　そして。


『さあ──これからが本番だ』


　ソコムの言葉と同時に、シーズの姿も虹にじ色いろの光をまとわりつかせながら同様の形態に変化してゆく。


『ははっ──上等だっ!!』


　セーネスが叫さけぶ。


　次の瞬しゆん間かん、〈竜機神〉と〈竜巨人〉、そして二体の〈秩序守護者〉は刹せつ那なの内に何百という攻撃を仕掛けていた。


　大量の鏡像物質弾が乱れ飛び、あちこちで空間が爆縮する。


　形相干かん渉しよう能力を互たがいに投げ合いながら、同時に異相空間を経けい由ゆして空間跳ちよう躍やく移い動どうをして攻撃を回避する。


　その攻撃はいずれも文字通りに必殺。


　まともに命中すれば星さえも砕くだきかねない力が相そう互ごに放たれ、かわされ、弾はじかれ、あるいは虚きよ無む化かされる。


　無数に花開く閃せん光こう。


　泡あわ立だつ水面の如ごとく歪ゆがむ空間。


　虚無そのものを沸ふつ騰とうさせるかの如き莫大な力と力が交差する。


　恐おそらく思考補ほ助じよを受けていなければシャノンもセーネス達も到底対たい応おうできない速さである。まさしく瞬まばたき一回の時間に、百の攻撃が交こう錯さくするのだ。


　最も早はやどちらが優ゆう勢せいなのか──シャノン達自身にもわかりはしない。ただひたすらに攻撃し、回かい避ひし、全神経を費やして戦い続ける。


　だが──


『くっ──』


　不意に〈竜ギ巨ガ人ス〉の一体が弾き飛ばされた。


〈竜機神ドラグーン〉の側そばから離はなれたその一体は、激はげしく回転しながら戦列を離れてゆく。


　恐らく一瞬の隙すきに受けた攻撃で、即そく座ざには回かい復ふく不能な損そん害がいを受けたのだろう。


　そもそも〈竜機神〉と違ちがって〈竜巨人〉の思考支し援えんシステムはナタリイのシステムから必要最低限のものを複ふく写しや移植したに過すぎない。あまりに早い戦せん闘とう速度についていけなくなったのだ。


　そして……そこから〈竜巨人〉達の連れん携けいは崩くずれた。


『くそっ──!!』


　ソコムとシーズの攻こう撃げきを何とかさばいてこそいるものの、明らかに〈竜機神〉と〈竜巨人〉は攻撃の手数を減へらし、防御の手数が増ふえてゆく。


〈竜機神〉側が防戦一方になるのにそう時間は必要あるまい。


　そしてそうなれば──シャノン達に勝ち目はない。


　だが──








　そこは本来寂せき寞ばくたる世界であった。


　存そん在ざいそのものを許ゆるさぬかの様に、真実の虚うつろが横たわる世界。無限の深しん淵えん。遥はるかな距きよ離りを超こえて細々と届とどけられる星々の光のみが此こ処こでは存在するものの全すべてであり──それさえもが膨ぼう大だいな闇やみに希き釈しやくされて虚無の中へ散っていってしまう。


　だが。


　そこにそれらは居いた。


　いや──在あったと表すべきか。それらは如い何かなる反はん応のうも示しめさず、ただそこに存在するだけのものだった。岩の塊かたまりと大差ない。少なくとも──今までは。


　四つの影かげ。


　いびつで鋭えい角かく的なその輪りん郭かくには、四し肢しがあった。翼つばさが在った。尻しつ尾ぽがあった。それは明らかに活動する為ための『形』だった。


　だがそれらはいずれも折りたたまれ、まるで化石であるかの様に固着したまま、その空間に漂ただよっている。そこに再さい活動の兆候は見られない。それらは『居る』のではなくただそこ在るだけの物体でしかなかった。


　しかし。


　──………………


　遥かな距離を超えて届けられる波動。


　光と──そして空間の歪ゆがみ。


　時ならぬ存在と活動の気配が影の漂う空間をかすめてゆく。


　不意に──光が灯ともる。


　一つではない。


　四つの影──その頭部に相当する部分に光が次々と灯ってゆく。


　眼めだ。影が眼を開いたのだ。


　同時に影達の輪郭が震ふるえ、胎たい児じを想おもわせる形に畳たたまれていた四肢が、翼が、尻尾が花開くかの様に展てん開かいする。鰓えらが呼こ吸きゆうをするかの様に──自らの健けん常じようを確たしかめるかの様に、その体たい軀くを覆おおっていた装そう甲こうが小さな開かい閉へいを繰くり返す。


　虚無を満たす時ならぬ光と熱。


　死の夢ゆめから醒さめたかの如く──今この瞬しゆん間かんを待ちわびて死に擬ぎしていたかの如く、影達は一いつ斉せいに活動を開始していた。








　更さらに一体──大量の破は片へんを撒まき散らしながら〈竜巨人〉が吹ふっ飛んでゆく。


　悲鳴こそ聞こえてはこなかったが……中に乗っていたセーネスの部下も恐らくただではすむまい。だが仲間の身を慮おもんぱかっている余よ裕ゆうなどシャノン達には無かった。


『くそ──ここまでか……』


　セーネスの呟つぶやきが重くのしかかる。


　確かに勝ち気な彼女がそう呟くだけの状じよう況きようなのだ。


　既すでにシャノン達は防ぼう戦せん一方になっている。


　今は何とか持ち堪こたえているが、既に鏡像物ぶつ質しつ弾だんは底を尽つき、空間爆ばく縮しゆく攻撃は使い過すぎて機き能のうが自動的に遮しや断だんされた。空間そのものに対する干かん渉しようは、安あん易いに多用すると自じ己こを含ふくむ空間さえ破は壊かいしかねないからだ。


　形相干渉能力の応おう酬しゆうが続いているものの、アーティラリイ・タイプ二体と〈竜機神ドラグーン〉〈竜巨人〉それぞれ一体では、〈秩序守護者ピースメイカー〉側の方が力押しで優まさる。


　そして──


　新たな爆発が生まれる。


『──すまんっ！』


　そう叫さけんで──セーネスの〈竜巨人〉がその下半身を吹っ飛ばされて〈竜機神〉の側から離はなれていった。あの状じよう態たいでは自力航行すらできまい。


〈竜巨人〉にも自動修しゆう復ふく機能は勿もち論ろんあるが……それとて模も造ぞう品ひんの〈竜巨人〉には著いちじるしい制せい限げんがある。たとえ全力で自己修復を行ってもあと数十時間は戦闘行動には戻もどれまい。


　遂ついに単機となってしまった〈竜機神〉を、二体の〈秩序守護者〉が挟きよう撃げきする位置関係で定位する。


『勝負あったな。君に勝ち目はもうない』


　ソコムがこの期ごに及およんでも淡たん々たんと言う。


　その状況分ぶん析せきはシャノンやゼフィリスも認みとめざるを得ない。


　既に〈竜機神〉もかなり疲ひ弊へいしてきている。形相干渉能力によって自己修復は出来ても、出力に限界がある以上、それは無限を意味するものではない。戦せん闘とうが長引けば長引く程ほどに消費される力が増ふえて行き、すぐにそれが限界出力を上回る。それでも先に決戦に備そなえて蓄積チヤージしてきた力を切り崩くずして使う事で一時的には対たい応おうできたが……それももう限界だ。


　今のゼフィリスには後せいぜいが数撃程てい度どの攻こう撃げきを行う余よ力りよくしか残っていない。


『ここまでか……？』


　悔くやしげに呟くシャノン。


　ゼフィリスもこの期に及んでは最も早はや言葉も無く沈ちん黙もくしたままだ。


　しかし。


　唐とう突とつに──真空間を貫つらぬく一いち条じようの光。


　それはソコムの羽の一枚に突つき刺ささり、そして爆ばく裂れつした。


『スニーク・アタック──一体誰だれが!?』


　愕がく然ぜんと叫ぶソコム。


　次の瞬間──ソコムの背はい後ごの空間が歪ゆがむ。


　弾はじける様に機動しつつその場から離れるソコム。


　空間が波打つようにして歪み……その向こうから、海水を打って空中に飛ひ翔しようする鯨くじらの如ごとく四つの巨きよ大だいな影かげが出しゆつ現げんしていた。


『──!!』


　その驚きよう愕がくの叫びは一体誰のものであったか。


　ソコムやシーズは無論──シャノン達でさえ一瞬、戦闘を忘わすれてその影に見入る。


　真空間を駆かける四つの魔ま影えい。


　放たれた矢にも似にて、何ど処こまでも威い嚇かく的に研とぎ澄すまされながら、同時に何処かひたむきなものをも備えた輪郭。


　翼つばさ。角。手。脚あし。そして尾お。


　異形と呼ぶにはあまりに凛り々りしいその姿すがた。


　それは──


『──〈竜機神〉っ!?』


　四体の〈終わりの魔獣ドラゴン〉は一斉にソコムへと襲おそい掛かかった。








　全くの誤ご算さんだった。


　パシフィカの死が封ふう棄き世界崩ほう壊かいの引き金であった事も誤算なら、封棄世界の外側に弾き出された事も、その上そこに、あろう事か四機もの〈竜機神〉が待ちかまえているなどという事も。


　だがシーズはむしろその誤算をまるで他ひ人と事ごとの様に冷静に──いや、むしろ安あん堵どさえ覚える様な気持ちで見み据すえていた。


　これで終わる。何もかも終わる。


　そんな実感だけがある。


『おおおおっ──!!』


　ソコムが──あのひどく冷てい徹てつであった筈はずの〈秩序守護者〉が吠ほえる。


　ほぼ同時に──しかし数万分の一秒の誤差を敢あえて設せつ定ていして仕掛けられる長ちよう距きよ離り形相干渉攻撃。


　その全すべてを辛かろうじてかわすソコムであったが、しかしそれは致ち命めい的な隙すきを彼に生む事にもなった。


　空間転てん移いに継つぐ空間転移で余よ裕ゆうを無くしていた彼は、自分の転移先の座ざ標ひように何があるかさえ把は握あくしていなかったに違ちがいない。何しろシーズでさえ彼を補ほ佐さする事が出来ない程に高速で無秩序ランダムな転移をして、ようやく彼は四機の〈竜機神〉の連続攻撃を逃のがれたからである。


　しかし──


『ぐおっ──!?』


　その胸から一本の光柱が伸のびる。


『貴き様さま──』


『おあつらえ向きに真ん前に出てきてくれたな──』


　下半身を吹ふき飛ばされたまま漂ただよっていた〈竜ギ巨ガ人ス〉がそう言った。


　まさか最早残ざん骸がいと思っていた相手から攻撃を受けるとは思っていなかったらしい。無む論ろん感知器で細かく走そう査さすればまだその〈竜巨人〉が稼か働どうしている事は分かったであろうが、四機の〈竜機神〉相手に戦っていたソコムにそこまでの余裕は無かった。


『馬ば鹿かな、こんな紛まがいものに──』


『あばよ──神の御み使つかい』


　光の剣けんが虹にじ色いろのしぶきをあげながらソコムの身体からだを引き裂さく。


　ソコムは半ば二つに引き裂かれるかの様な傷きずを負いながらも、〈竜巨人〉から離り脱だつ、せめて一いつ矢し報むくいようと〈御使いの長槍アポストリツク・ジヤベリン〉の砲ほう門もんを向け──


『──!!』


　しかし次の瞬しゆん間かん、四機の〈竜機神〉が放った鏡きよう像ぞう物ぶつ質しつ弾だんをまともに喰くらった。


　既すでにソコムに防ぼう御ぎよ力場を張はる余力など無かった。


　形相干かん渉しよう能のう力りよくや空間干渉能力を失った〈秩序守護者ピースメイカー〉など、最早巨大なだけの単なる物質に過すぎない。数発で星をも砕くだく破は壊かい力りよくを浴びて自らを維い持じ出来る筈も無かった。


　真空間に爆ばつ光こうが迸ほとばしる。


　震ふるえる空間。


　全ては一瞬にして粉ふん砕さいされた後……全方位に飛散して消しよう滅めつする。


　後に残るのはただ虚きよ無むのみ。


　第一の〈秩序守護者〉ソコム・アーティラリイの……それが最さい期ごであった。


　そして──


『──おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』


　雄お叫たけびと共にシーズに向けて突つっ込こんでくる〈竜機神ドラグーン〉。


　シリアル26──〈ゼフィリス〉。


　他の四機よりも早く、ただひたすら真まっ直すぐに向かってくるその〈竜機神〉に、シーズは全ての砲門を向ける。


　今なら他の四機までは倒たおせなくても、〈ゼフィリス〉は──そしてその御ぎよ者しやたるシャノン・カスールは道連れに出来るだろう。


　しかし……


『──…………』


　シャノン・カスール。


　シーズは彼の顔をふと想おもい出す。


〈秩序守護者〉の使命を全まつとうするのならば彼をここで倒すべきなのだろう。


　しかしこの期ごに及およんで自分が彼を倒したところで状じよう況きようは変わらない。残りの四機が彼女を倒して、全て終わる。シャノンを道連れにした処ところで何の意味も無い。


　だが……


『……シャノン……』


　彼と共に滅ほろびる。


　それはある意味で魅み力りよく的な考えにも思えた。


　あの初めてであった雨の日。


　困こまった様な表ひよう情じようを浮うかべていたシャノン。


　優やさしく微び笑しようしていたラクウェル。


　怒おこったり笑ったり忙いそがしかったパシフィカ。


　それぞれの場面をふと想い出す。ほんの束つかの間ではあったが、人間としての生活がそこには在あった。どうしようもなく不自由で脆ぜい弱じやくな身ではあったが、〈秩序守護者〉として目覚めてからは決して得る事の出来なかった奇き妙みような安あん堵ど感がそこには在った。


　シャノン・カスール。


　彼女の倒すべき最大の敵てき。


　そして独ひとりぼっちであった彼女に初めて声を掛かけてくれた人。ほんの少し運命が違っていれば彼女の家族になってくれたかもしれない──けれど、それだけの他ひ人と。


　シーズは砲門を〈ゼフィリス〉に向けたまま──








　形相干渉能力を解とき放つ。


　長大な剣の形に収しゆう束そくしたそれを突きの形に構かまえつつ〈ゼフィリス〉はシーズに向けて突とつ進しんする。


　最初の一いち撃げきは恐おそらくかわされるだろう。一撃必殺を期するには距離が在り過すぎる。


　だが砲ほう兵へい型であるアーティラリイ・タイプに対して確かく実じつな勝利を望むなら、近距離戦に持ち込むべきだった。砲撃戦では埒らちがあかないどころかその機能に特化しているアーティラリイ・タイプの方が有利な場合も多い。


　無論シャノン達も無事には済すむまい。真っ直ぐに突っ込んでくる相手など狙ねらいを付ける必要すら無い。要はゼフィリスの形相防御がどれだけ真正面から〈御遣いの長槍アポストリツク・ジヤベリン〉を無む効こう化か出来るかだ。


　しかし……


『──!?』


　予想した砲撃が来ない。


　それどころかシーズは真っ直ぐに前進し、むしろ身を投げ出す様にして──


『な……ッ!?』


　形相防御は無かった。


　剣けんが……恐ろしい程ほどにあっさりと突き刺ささる。


　血ち飛沫しぶきの様に虹にじ色いろの光を放つシーズ。


　ゆっくりと傷きず口ぐちから原子分ぶん解かいが広がって行く。だがシーズはその崩ほう壊かいに抗あらがう様子も無い。虚無に咲さいた花を想わせるシーズの体たい軀くは、まさしく咲いた花が散るかの如ごとく、当然の風ふ情ぜいで緩ゆるやかに結合を解ほどかれてゆく……


『馬ば鹿かな──避よけなかったのか!?』


　呆ぼう然ぜんとするシャノンの脳のう裏りをふと──ひどく幼おさない声がかすめた。


　──ごめん、ね。
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　あるいはそれはシャノンの意い識しきが生んだ幻げん聴ちようであったかもしれない。


『シー……いや、スィン!?』


　そして。


　最後の〈秩序守護者ピースメイカー〉シーズ・アーティラリイも原子の塵ちりとなって真空間の闇やみに拡かく散さんしていった。




　第五章　死の後で







　パシフィカ・カスールは死んだ。


　完全に死んでいた。


　首くび筋すじから流れ出た血けつ液えきは致ち死し量りように達しており、心しん臓ぞうも既すでに停止している。調べれば脳のう組そ織しきも活動を停止して崩ほう壊かいを始めているのが分かるだろう。人間の肉体が腐ふ敗はいしてしまうのには相そう応おうの時間が要いるが、不ふ可か逆ぎやく的な変へん質しつは心停止の数分後にも始まる。そしてそうなれば最も早はや──神ならぬ人間の身では、いかな名医とても手の施ほどこしようがない。


　ラクウェルや周囲の者達もそれは分かっているのだろう。呆ぼう然ぜんとパシフィカの遺い体たいを見つめたまま彼等は動かない。今いま更さら何をしても手て遅おくれであると分かっているのだ。


　だが


「……………」


　ならば──彼等のそんな姿すがたを見ている自分は一体何なのだろうか。


　まるで二階座ざ席せきから演えん劇げきを見ているかの様に彼等の姿を俯ふ瞰かんしている自分は……さて何者なのか。


「……ええと」


　困こん惑わくしながらパシフィカは声を出してみる。


「結局……どうなってんだろう？」


　霊れい魂こん。幽ゆう霊れい。死後の世界。そんな使い古された言葉が意い識しきに浮うかぶ。


　自分は確たしかに死んだ。


　突とつ然ぜんの出来事に混こん乱らんしつつも拡かく散さんしてゆく意識。その片かた隅すみで──これが『死』なのだと悟さとっている自分が確かに居いた。その時パシフィカは自分の死を認にん識しきし、それを受け入れていた筈はずなのだ。


　だが気が付けば自分はまだ存そん在ざいを続けている。


　死体となった自分の身体からだや、それを抱だきしめる姉、彼女を囲むレオポルドやウイニア達の姿を上から見下ろしている。


　ならばやはり自分は幽霊なのだろうか。


　パシフィカ・カスールが死んで──その意識の影かげみたいなものが消えきらずに漂ただよっているだけなのだろうか。


　よく分からない。


「んー…………」


　不思議と自分が『死んだ』事に関してはそう慌あわてたりする事も無かった。


　元々ある程てい度どの覚かく悟ごがあったのは無む論ろんだが──『死』が恐おそれられるのは存在そのものの『消しよう滅めつ』だからであって、自じ己こを認識できる意識がそこに残っている以上、その恐きよう怖ふは半はん減げんされる。


「やっぱこれって死後の世界なのかなあ？」


　空中に漂いながらパシフィカは首を傾かしげて腕うでを組み──そして自分に組むべき腕や傾げるべき首がある事を再さい認識した。


　もっともこれが普ふ通つうの意味での『身体』かどうかは疑ぎ問もんだ。


　何しろ自分の眼がん下かにはこれ以上ないという位にはっきりと死んでいるパシフィカ・カスールの肉体が見えていたりするし、何ど処こか自分の五感に薄うすい膜まくがかかっている様な感じもする。


　妙みような感覚だ。現げん実じつ味みが妙に薄うすい。


　過か去この経けい験けんから強しいて類るい似じのものを拾い上げるならば──


「シャノン兄の心の中に入った時と似にてるかなあ」


「──そうね」


　不意に言葉が届とどく。


　そして──


「──!?」


　次の瞬しゆん間かん、それらの情景は真っ白に塗ぬり潰つぶされて消滅した。


　怒ど濤とうの様に雪崩なだれれ込んできた白い虚きよ無むの領りよう域いきがパシフィカの周囲を取り囲み、それまでの風景を洗あらい流してゆく。


　瞬またたく間に世界は白色の空間と化す。


　そしてその真ん中に──彼女は居た。


　ひどく儚はかなげな印象をまとった少女が一人。


　見覚えのある顔だ。


　あれは──


「ここは現実の空間ではないわ。封ふう棄き世界の閉へい鎖さ空間管理システムの空き領域に造つくられた仮か想そう現実の場。純じゆん粋すいな情報のみで構こう成せいされた世界。貴女あなたは肉体という器うつわから飛び出してこのシステムの中に飛び込んできたのよ」


「あなたは……」


「とうとうここまで来たわね、〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉パシフィカ・カスール……でも貴女の中の『兵器』が完全に自じ律りつ調整を終えて発動するまでには、やはりあと四十時間ばかり必要だったみたい。貴女は今とても中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう態たいで留とどまっているわ。現に私はまだ破は壊かいされていない」


　少女は静かな口調で言った。


　そこには敵てき意いも悪意も感じられない。ただただ静せい謐ひつでそして疲つかれ切った響ひびきだけがそこにはあった。


　色々尋たずねたい事はある。


　だがパシフィカはまず最初に最も根本的で単たん純じゆんな事を尋ねた。


「神様…………なの？」


「そうでもあり……そうでもないの」


　少女は微び苦く笑しようを浮かべて言う。　


「私はマウゼル。シリア・マウゼルIV。人類防ぼう衛えい機き構こうブラウニン機関における超早期警けい戒かいネットワーク〈Ｐシステム〉四番目の端たん末まつ。人類史上最も偉い大だいな未来予よ測そく能のう力りよく者しやであったシリア・マウゼル──後にマウゼル・ゼロと呼よばれた女性の四番目のクローン体。そして──」


　自じ嘲ちよう的なその言葉が白い虚無に響いた。


「赦ゆるされざる裏うら切ぎり者よ」








　どれくらいの時間を呆然としていたろうか。


　まるで自分だけが周囲の流れから取り残されているかの様に感じる。周囲で起こっている諸もろ々もろの出来事がひどく遠い世界のものであるかの様にシャノンは感じていた。


『──……！　…………!!』


　先さき程ほどから誰だれかが呼びかけている様ではあるが、ひどく遠くて実感がない。耳には聞こえているものの、それが意い識しきにまでは届いていないのだ。


　目の前に在あるのは、ただひたすらの虚うつろ。


　そこには何もない。存在しない。


　当然だ。そこに在ったものはシャノン自身が原子分子の段階レベルにまで分ぶん解かいし破壊してしまったのだから。


『我わが主……』


　ゼフィリスが気き遣づかわしげに声を掛かけてくるが──シャノンには答える気力も出せなかった。何も無い絶ぜつ対たい空間をただ見み据すえている事しか出来なかった。


　ただ──


「…………」


　思考支し援えんと各種感知器の為ために拡かく張ちようされたシャノンの意識に何かが触ふれる。


　恐おそらくそれは通常であれば無視してしかるべきささやかな反はん応のうであったのだが──


「──？」


〈竜機神ドラグーン〉がその巨きよ大だいな腕を伸のばしてそれを手にする。


〈竜機神〉の掌に比ひすればそれは砂すな粒つぶにも等しいものであったろう。だが巨体に相反する程の精せい密みつな作業を可能とするその腕は、指先にその漂ひよう流りゆう物ぶつをそっと捉とらえた。


「これは──」


　片かた方ほうだけの──小さな小さな耳みみ飾かざり。


　見覚えのある品だ。もう片方は今もパシフィカの耳に揺ゆれている。


『離はなればなれになってもいつかまた会える様に──』


「つまんねえもの……後生大事に持ってんじゃねえよ……」


　シャノンは呟つぶやいた。


「持ってたって……俺おれ達の所に帰って来れなきゃ何の意味もないだろうが……ッ！」


　最も早はや、躊躇ためらいなど無いと思っていた。


　何の逡しゆん巡じゆんも後こう悔かいもなく彼は〈秩序守護者ピースメイカー〉シーズを破壊できると思っていた。破壊しても何の感かん慨がいもわかないと思っていた。


「くそ…………ッ!!」


　致ち命めいの刃やいばに身を投げ出す勇気があるのなら、どうして自ら〈秩序守護者〉である事を放棄してくれなかったのか。最早これまでと思うのならば、どうしてあの時の彼女に、あの館やかたで過すごした日々の彼女に戻ってくれなかったのか──


　いや、分かっている。


〈竜機神〉達が自ら『眠ねむる』事が出来ない様に……あの万ばん能のうとさえ見えた〈秩序守護者〉達も己おのれの意い志し一つではどうにもならない枷かせが幾いくつもあったのだろう。


　それは分かった。分かってしまった。


　だが──


『シャノン──いつまで呆ほうけてやがるか、シャノン・カスールッ!!』


　殆ほとんど喚わめくにも等しいその呼びかけに、ようやくシャノンは意識を向けた。


『……大だい丈じよう夫ぶか？』


　その通信はセーネスのものであった。


　シャノンは精神融ゆう合ごうの比ひ率りつを上げ──ゼフィリスが気を利きかして比率を下げていたらしい──感知器群ぐんで周囲を走そう査さ。改めて状じよう況きようを摑つかんだ。


「それはこっちの台詞せりふだ」


『いやまあ──面めん目もくない』


　巨大な影かげに抱かかえられた〈竜ギ巨ガ人ス〉が近付いてくる。


　その影は細部の形状こそ〈ゼフィリス〉と異ことなっていたが──明らかにその姿すがたを構成する線は〈ゼフィリス〉と近きん似じの何かを想そう像ぞうさせる。


　居いる筈はずのない〈竜機神〉達──


　四体の〈竜機神〉は三体が破は損そんした〈竜巨人〉を回かい収しゆうし、一体がシャノンのすぐ側に浮うかんでいる。


「ゼフィ──これは」


「私の姉妹しまい機達だ」


　ゼフィリスの声が響ひびく。


　同時にシャノンの視し界かいの隅すみに一連の文字列が点てん滅めつした。


　シリアル３〈コックスコット〉。


　シリアル10〈ハイアライ〉。


　シリアル18〈ラビッシュ〉。


　シリアル20〈テレジア〉。


　そして──


『──っかしいなあ。通じてないのかな？　通信管かん制せいは──』


　不意にそんな声が割わり込こんでくる。


　それは若わかい女の声だった。


　続いてそれに応おうじる男の──やはり若い声。


『通じてますよ、我わが主』


『うぃ？　あー。もしもし。聞こえてる？　──〈ゼフィリス〉の〈竜騎士Ｄナイト〉？』


「あ、ああ──」


　それが自分への呼びかけだと気付いてシャノンは声を上げた。


「聞こえている。あんたらは──」


『ブラウニン機関第二方面軍特とく務む遊ゆう撃げき……とと。こんな名乗り方しても分からないよね。まあ味方だと思ってくれていいわよ』


「……まあ、そうなんだろうな」


　場に似合わぬ気軽な声に戸と惑まどいながらシャノンは言った。


　もっともこの〈竜機神〉とその御ぎよ者しや達はシャノンとあの〈秩序守護者〉の間に何が在ったのかは知るはずもないが。


　それはともかく──


「いや、そんな事よりも──」


　シャノンは感知器群の感知範はん囲いを広こう域いきモードに広げて周囲の空間を走査。


「パシフィカは──あの封ふう棄き世界は、どうなった!?」


「現げん在ざい、封棄世界は自じ閉へいモードでその機能の殆どを凍とう結けつ中だ。中の様子を窺うかがう事は出来ない。ナタリイとの回線も遮しや断だんされたままだ」


　ゼフィリスが答える。


『〈律法破壊者プロヴイデンス・ブレイカー〉が……本来の力を発はつ揮きし始めた訳わけね──』


〈コックスコット〉からの声が言う。


「本来の──力？」


『詳しよう細さいは、私達も今回の待機任務に就つく直前に知らされたんだけどね……』


　一転して──何ど処こか決まり悪そうな口調で〈コックスコット〉の〈竜騎士〉は言った。








「結局──」


　パシフィカは目の前の『神』の名を持つ少女に向かって尋たずねた。


「私って何なの？　あなたって何なの？　封棄世界とか、異い種しゆ知ち性せい体たいとか──もうさっぱり訳が分からない」


「貴女あなたは〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉。かつてブラウニン機関が起死回生の秘ひ策さくとして封棄世界に打ち込んだ──私を殺すための、毒」


「ど、毒って──」


　そんな事を言われても実感など湧わく筈がない。


　毒という言葉が一種の比ひ喩ゆである事位はパシフィカにも理り解かいできるが──


「そうね。最初から順を追って話しましょうか。貴女には知る権けん利りがあるもの」


　少女が右手を小さく振ふる。


「──!?」


　膨ぼう大だいなイメージの奔ほん流りゆう。


　次の瞬しゆん間かん──パシフィカの意い識しきの中に大量の情じよう報ほうが雪な崩だれ込んできた。








　かつて人類は強大な敵てきと戦っていた。


　異種知性体。〈ＨＩ〉という略りやく称しようで呼ばれた深しん宇う宙ちゆう空間に住まう敵。


　彼等は突とつ如じよとして人類に襲おそい掛かかってきた。


　かつてＳＥＴＩ計画の後こう継けい機関としてジョージ・ブラウニン博士に率ひきいられていた異種知性体探たん索さく計画組そ織しき──通称ブラウニン機関は、人類史上初めての接せつ触しよくに驚おどろく暇ひまもなく、その使命を友好的接触から、戦略的な対応へと変化させる事を余よ儀ぎなくされていった。


〈ＨＩ〉は人類と対話を試みる様子もなく、ただ一方的な攻こう撃げきを仕掛けてきたからだ。


　苦しい戦いだった。


　それは宇宙の孤こ児じたる人類が初めて出会う隣りん人じんであり──そして敵だったのだから。


　人間のものとは異い質しつな戦せん術じゆつ、異質な戦略、そして異質な兵器群ぐんが人類を困こん惑わくさせた。自分達の常じよう識しきで闘たたかわざるを得なかった戦争初期においては、人類はひたすら惨ざん敗ぱいを繰くり返すばかりだったという。


　その戦争の最中、より戦略的、そして戦術的優ゆう位いを確かく保ほすべく、未来予知能のう力りよく者しやと大型人工知能を組み合わせて創つくり上げられたのが、〈Ｐシステム〉である。


　空間を飛び越こえて光にも等しい速度で襲い来る敵を迎むかえ撃つには、通常のレーダーや感知器では間に合わない。このため、人類は未来予知と人工知能による思考支し援えんにより、対たい応おうしようとしたのである。


〈Ｐシステム〉の核かくには当時最高の予知能力を誇ほこったシリア・マウゼルという女性が用いられ、彼女を補ほ助じよする為ために総そう計けい十六体の複ふく製せい──クローンが創り上げられた。


　シリアのクローン達は、自由軌き道どう要よう塞さい〈ヴァンガード〉シリーズの中に──つまりは人類の本ほん拠きよたる太陽系けいを中心とした最終防ぼう衛えい線せんに配置された。


　こうして、最終兵器と呼ばれた〈竜機神ドラグーン〉や〈戦天使ヴアルキリイ〉、各種真空間戦せん闘とう兵器を中心とした人類防衛機き構こうは、この『託たく宣せんの戦いくさ女め神がみ』の予言により、辛かろうじて〈ＨＩ〉との戦争を続けていたのだ。


　だが──








『けれど──彼女は人類を裏うら切ぎったのよ』


〈コックスコット〉の〈竜騎士Ｄナイト〉は言った。


『敵といつの間にか内通してたの。ブラウニン機関の作戦計画や兵器の戦闘データなんかも全部向こうに筒つつ抜ぬけ。一度は互ご角かくにまで持ち込んだ戦いだったけど、これで人類の敗北は決定的になったわ』


　既すでに〈狂きよう竜りゆう事じ件けん〉や戦争初期に受けた損そん害がいの為に、人類社会は持ち堪こたえるだけの余力が無かったのだという。


「何な故ぜ──そんな事を？」


『さてね。何らかの手しゆ段だんで洗せん脳のうでも受けたのか、何か取引があったのか──』


『──シリアは。マウゼルIVは……』


　ふと割わり込んでくる言葉。


　視し界かいの隅すみで〈テレジア〉の文字が明めい滅めつしていた。


『彼女は気が弱い部分があったけれど、とてもとても優やさしい人でした。脆もろい位に。それは貴女も知っているでしょう、ゼフィリス？』


『……そうだな』


　ゼフィリスが言う。


『それはあるいは他人には理解出来ない類たぐいのものであったとしても──きっと何か理由があったのだと──かつての我わが主は言っていた。私もその意見を信じたい』


「……ゼフィ」


　呟つぶやいて──シャノンは遥はるか遠くのそれを振り返った。


　黒い深しん淵えんの領域。


　その真ん中に白い球体が浮うかんでいる。離はなれて見ている為にひどくちっぽけなものに見えるが、それは山よりも海よりも巨大な──シャノン達の常識の内では比ひ較かく対照すべきものも無い程ほどに巨大なものなのだ。


　何しろその中で今までシャノン達は生きてきたのだから。


　凍こおり付いた水すい滴てきの如ごとき白い球体。


　全すべてを内包する球きゆう状じよう閉へい鎖さ空間。


　それこそが──彼が今まで『世界』と信じてきた領域、封ふう棄き世界なのだった。








　街が燃もえていた。


　崩くずれる建物。逃にげ惑まどう人々。


　そして──その中を黙もく々もくと赤黒い人型の群むれが行進する。


　人の輪りん郭かくを持ちながらも人でないもの。球体関節と大小の筒だけで構成されている様な、恐おそろしく単たん純じゆん化かされた人の戯画カリカチユア。


　それらが時折、閃せん光こうを発して街を燃やし、人を焼き、全てを破は壊かいしてゆく。


　それは〈ＨＩ〉が投入してきた〈ドール〉タイプと呼よばれる対人兵器だった。


　人間の中に潜ひそみ──時に『感かん染せん』し、仲間を増ふやしていき、機が来れば本ほん性しようを現あらわして人類を襲おそう怪かい物ぶつ達。非ひ力りきな生身の人間では抗あらがう事は無む論ろんの事、その猛もう威いから遁とん走そうする事さえも出来ない相手だった。


　だが──


　閃光が閃光に応じる。


　町中にずらりと並ならんだ戦闘用ワーカロイド達と、それを支援する様に飛び回る高機動生体兵器〈アーミクト〉部隊。


　知ち識しきを与あたえられたパシフィカは、封棄世界においては前者が〈泥人マツドマン〉、後者が〈魔バ蟲グ〉と呼ばれている存そん在ざいなのだと理り解かいした。〈泥人〉も〈魔蟲〉も対〈ＨＩ〉戦線において兵器として投入されたものが、長い歳さい月げつの後に人間の制せい御ぎよを離れて野生化したものだったのである。


　ワーカロイドとアーミクトの軍は、〈ドール〉の大たい群ぐんに襲い掛かかる。


　人類側の兵器はよく闘たたかっていた。


　無論彼等に人間的な感かん情じようや思考は無いのだが──それはパシフィカの眼めから見れば果か敢かんとも言える戦闘振ぶりだった。


　ワーカロイドは歩兵用の荷か電でん粒りゆう子しビーム・ライフルや自由電子レーザー・ライフルで敵てきを撃うち、アーミクトは高周波ナイフ化したその外がい装そうで人型の魔物を切り裂さいた。打ち込まれた対象の構こう造ぞうを自動分ぶん析せきし、生物はおろか機械装置にまで作用する特とく殊しゆな毒──破壊用ナノマシンを含ふくんだ特殊な液えき体たい──の針はりも敵を確かく実じつに屠ほふっていった。


　しかし。


　それはあまりに多い〈ドール〉達の前では、焼け石に水でしかなく──


「…………ひどい」


　パシフィカは呟く。


　一人の男の子が道みち端ばたに転がっている。


　まだ五歳か六歳といった年ねん齢れいだろう。


　男の子には両足が無かった。それどころか残った身体からだの半分が炎ほのおにあぶられて焼けただれていた。男の子をどのような苦く痛つうが苛さいなんでいるのか……パシフィカには想そう像ぞうする事さえ出来なかった。


『…………』


　何かを摑つかもうとするかの様に、半ば炭化した手を伸のばし、男の子は呟いて──


　死んだ。


　彼は最後に何が言いたかったのだろう。


　母親の名前か。


　それとも水が欲ほしかったのか。


　誰だれでもいいから助けてと言いたかったのか──


　熱かったろう。痛いたかったろう。どうしようもない程に辛つらく哀かなしかったろう。


　だが彼の事を想おもって涙なみだする余よ裕ゆうなどパシフィカには無かった。


　男の子は……燃える街のあちこちに散在する悲ひ劇げきの、ほんの一例、ごく一部に過すぎなかったのだから。


　そして──


「私は──人類を裏うら切ぎった」


　シリアは──正確にはその四番目のクローン体は、言った。


　彼女の背はい景けいに映うつし出される光景は、また変わった。


　真空間を飛ひ翔しようする無数の光。


　激はげしくぶつかり合う閃せん光こうと閃光。


　それは──敵の兵器である〈ディスク〉タイプ、〈スフィア〉タイプと、〈竜機神ドラグーン〉や真空間戦せん闘とう機き部隊が交戦している光景であった。


　あまりに遠くその詳しよう細さいは見えないのだが──


「あまりに長い戦争の最中、私の知る人々は次々に倒たおれていった。地じ獄ごくの様な日々だったわ。終わりの見えない戦いの中で、大切な人々が次々と消えてしまう──二度と帰ってこない……二度と会えない──戦いさえ無ければ、もっともっと生きていられた人々が、ある日突とつ然ぜんこの世から居いなくなるの──」


　白い世界に一人の少女の笑え顔がおが浮うかび上がる。


　眼鏡めがねをかけ、白衣をまとった、理知的な雰ふん囲い気きの少女。


　それに寄より添そうかの様にまた別の人ひと影かげが浮かび上がる。黒くろ髪かみ黒こく瞳どうの──シャノンと何ど処こかよく似にた青年。


「これって──」


　見覚えがある。


　ゼフィリスの前の〈竜騎士Ｄナイト〉──


「私はそれに耐たえられなかった」


「それは──分かるけど」


　その気持ちは容よう易いに想像がつく。


　パシフィカとて、兄や姉が二度と帰らぬのではないかと心を痛めた事は一度や二度ではない。あのまま彼等が帰ってこなければ、自分はおかしくなっていたかもしれない。


「そんなある日の事よ。私達──〈Ｐシステム〉ネットワークに〈ＨＩ〉らしき存在からの接せつ触しよくがあったのは」


　それは最初、意味不明の情じよう報ほうではあったらしい。


　そもそも幾いく重えにも護まもられた〈Ｐシステム〉ネットワークに侵しん入にゆうする事は不ふ可か能のうに近い。だがそれでもその情報体はどこからかネットワークに入り込こみ、そしてシリア・マウゼルIVに接触してきた。


「私はそれを解かい析せきしたわ。長い時間をかけて。人工知能の支し援えんを受けて。そしてそれが……〈ＨＩ〉から送られてきたメッセージだと知ったの」


　それは、ある種の提てい案あんであり要よう請せいだった。


　幾つかの情報と共に示しめされたのは、戦争の犠ぎ牲せい者しやを最さい小しよう限げんで食い止める為ために協力してほしい──その様な趣しゆ旨しのものであった。


　無む論ろん──当初はシリアもそれを一種の罠わなとも考えた。当たり前だ。いくら綺き麗れい事ごとで飾かざろうと、これは自分に人類を裏切れと命じているのに等しい。


　しかし。


　長引く戦争の中で、シリアは〈ＨＩ〉の行動が彼等の主しゆ張ちよう通りのものであると知った。


「異い種しゆ知ち性せい体たいの──行動？」


「彼等は……人類を『保ほ護ご』しようとしていたのよ」


　シリアは苦く笑しようじみた表情を浮かべた。


「ほ──保護？」


「人類という種族はあまりにもいびつで、その行動基き準じゆんに矛む盾じゆんを数多く抱かかえているわ。


　その社会や価か値ち観の多様性は特筆に値あたいするものの──甚はなはだ種族としての安定性には欠ける。だから彼等は、人類が他の知的種族と接触し、その不安定さから双そう方ほうに被ひ害がいを及およぼす前に、『隔かく離り』してしまおうと考えていたのよ」


「…………」


「絶ぜつ滅めつ寸すん前ぜんの猛もう獣じゆうを捕つかまえて保護する様な感覚だったのでしょう。そして彼等にとって大事なのは『人類』そのものであって、個こ々こ人じんの生命など計上する程ほどのものでもなかった様ね。彼等は、日々死んでゆく人々は必要な損そん害がい、つまり猛獣を捕まえる際さいに罠わなを仕し掛かけて、怪け我がをする──その程てい度どの事の様に考えていたらしいの」


「──そんな傲ごう慢まんな」


「そもそもの価値基準にズレのある存在に文もん句くを言っても始まらないわ。何にせよ彼等は言ったのよ──『人類を人類の形のまま滅めつ亡ぼうから救う為に』と」


「…………」


「要するに──人類という名の猛獣を檻おりに入れようとしたのよ、彼等は。そしてその檻の名前こそが『封ふう棄き世界』──もっともこれは人類が命名したものだけれど」


「…………!!」


　その意味はパシフィカにも分かった。


　そのまま放置するにはあまりにも危き険けんで、しかも危険すぎて自らをも滅ほろぼぼしかねない獣けもの。それを安全に保護する為に、檻を造つくり、その獣が幽ゆう閉へいのストレスで体調不良を起こさない様に、可能な限かぎり元々住んでいた環かん境きようを再さい現げんする──


　つまりはそれがこの封棄世界なのだ。


「人類の特性を変えてしまう事は彼等の本意ではなかった。彼等はその猛獣を調教する積もりもなかった。ただ、保護した積もりだったのよ」


「……なんていうか。親切なのか傲慢なのかよく分からないわね──」


「そうね」


　シリアは再ふたたび苦笑を浮うかべる。


　全すべてを俯ふ瞰かんし、超ちよう越えつし──しかしその笑みは何ど処こか寂さびしい、とパシフィカは感じた。


「この世界の文化レベルを中世付近に設せつ定ていしたのも、恐おそらくは人類にかかるストレスを軽けい減げんする為のものでしょう。宇う宙ちゆうへ──生まれた世界の外へ出ようとさえしなければ、自分達が小さな世界に閉とじこめられているという実感を持たずに済すむから」


「それは──そうかも」


「でもね」


　シリアは泣き笑いの様な表情を示した。


「結局──彼等のした事が正しいかどうか、私には分からなかった」


「──え？」


「一度は確たしかに私は人類を裏うら切ぎって、彼等の手伝いをしたわ。たとえ檻の中でも、このまま勝ち目のない戦いをして殲せん滅めつされてしまうよりも、遥はるかにましだと……でも」


　シリアはそこで一いつ旦たん言葉を切った。


「でもフタバは死んだわ。そして彼は──」


　フタバというのはその眼鏡めがねの少女の事であろうか。シリアの内心を示すかの様に、少女と青年の幻げん影えいが揺ゆれて、消えた。


「…………」


　パシフィカは半ば直感的に悟さとった。


　この少女は、あのゼフィリスの主の事が好きだったのだ。他ほかにも幾いくつも理由はあったろう。他にも大好きな人達は居いただろう。しかし彼女は何よりも、彼にどうしても生き残ってもらいたくて、〈ＨＩ〉と取引をしたのだ。


　しかし。


　その後の事をパシフィカは知っている。


〈ゼフィリス〉の記き憶おくの中で、あの青年がどうなったのかを知っている。


「しかも……」


　シリアの表ひよう情じようが歪ゆがむ。


　それは自じ嘲ちようの形であった。


「──笑ってしまうわね。確かに彼等は傲ごう慢まんだったわ」


「…………え？」


「そこまでやっておいて──肝かん心じんの〈ＨＩ〉はその後、滅ほろんでしまったのよ」


「──!?」


　意外な言葉。


　つまりそれは──


「原げん因いんは何かは私も知らないわ。ひょっとしたら滅んだ様に見えているだけで、単に何ど処こか遥かな遠くに行ってしまったのかもしれない。


　そもそも……〈ＨＩ〉がどういう形けい態たいで、どういう生理現象を持った生命体だったのかも分かっていないの。星空の彼方かなたからやってきたとは言われているけれど、彼等の故こ郷きようが何処にあるのかも人類は知らなかった。


　ただ、彼等はこの完全自動の飼し育いく檻──〈封棄世界〉を構こう築ちくした後、数百年後にあっさりと居なくなってしまったのよ。少なくともその後四千数百年──彼等からの連れん絡らくは全くないわ」


「じゃあ、それって──」


　人類は何の為ために幽閉されてきたのか。


　そもそもシリアや、秩序守護者ピースメイカー達は何のためにこの世界を維い持じしてきたのか。何のためにシャノン達やアーフィ達は命がけの戦いを繰くり返してきたのか──


　パシフィカは全身が腐くさり落ちる様な虚きよ脱だつ感を覚えていた。


「気付いた時にはもう手て遅おくれ。私は『神』としてこの世界の中ちゆう枢すうに組み込まれたまま身動きがとれず、ただこの広大な箱庭が延えん々えんと維持されてくるのを見つめていただけ」


〈ＨＩ〉がどうして彼女を世界の中枢として据すえていたのかは分からない。彼等流の悪意であったのか、それとも何らかの意味があったのか。今となっては知る術すべもない。


　ただ──


「でも私は分からなかった。彼等が居なくなったのは事実であるにせよ──彼等の危き惧ぐはまだ生きている。


　もし人類がこの世界を出て再びさらなる深しん淵えんに広がっていった時──人類は果たして、滅ほろびずに済むのかどうか。他の知的生命体と接せつ触しよくした際さい、人類はその猛たけ々だけしさ故ゆえに双そう方ほうを滅ぼしてしまわないか。


　このままこの『檻おり』の中で暮くらしていた方が、人類はまだ幸せなのではないか──と」


「…………」


　それがない、とはパシフィカには言えない。


〈廃はい棄き王おう女じよ〉として彼女は人間のありとあらゆる側面を見てきた。


　涙なみだが出る程ほどに素す晴ばらしい側面も見てきた。腸はらわたが煮にえくりかえる様な忌いまわしい側面もを見てきた。


　だから──


「でもその一方で、こうも考えたの──他の種族の構こう築ちくした檻の中でしか生きられない種族など、所しよ詮せんはその程てい度どのものでしかない。人類の在あり方を真に問うのであれば──やはりこの世界は間ま違ちがっているのではないかと」


「…………」


「そんな時よ。貴女あなたの──〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の事を知ったのは。無む論ろん、それは私の予知能のう力りよくによるもので、絶ぜつ対たい確かく実じつの事実ではなく、あくまで可か能のう性せいに過すぎなかったのだけれど」


　シリアは寂しげに笑った。


　それはひどく透とう明めいで──何かを覚かく悟ごした者の笑え顔がおだった。


「──結局、私って何だったの？」


「要するに今まで貴女の発はつ揮きしてきた〈律法を破る者〉の特性は、本来の特性を隠すためのカモフラージュであり、あるいは本来の特性を構築する上での副作用、余よ剰じよう物でしかなかったのよ」


「──え？」


「貴女は元々この世界に生まれた時から、生きた分ぶん析せき機きとして『私』を調べてきたのよ。この世界に生き、存そん在ざいを続ける事で、自分の中に封ふう棄き世界のシステム中枢──つまりは『私』を破は壊かいする為ためのプログラムを自動的に創つくり上げてゆく装そう置ち──それが貴女。発想としてはアーミクトの『毒』に似ているわ」


　シリアは平然と恐おそろしい事を言う。


「別の──旧ふるい言い方をすれば、自じ己こ改良を続けるコンピュータ・ウイルスの器うつわ──それがパシフィカ・カスールだったという事よ。その死と同時にトリガーされたウイルスは、肉体という器からあふれ出て、私に突つき刺ささってきた」


「…………」


「十六年という歳さい月げつは私を分析し、貴女が自らを完全な『対封棄世界破壊用戦せん略りやく兵器』として完成させる為に必要な時間だった。


　実じつ際さい、貴女は完成目前だった。もし貴女が死ぬのがあと四十時間後であったのなら、貴女は肉体の檻おりから解かい放ほうされたその時、一いつ瞬しゆんにして私を破壊し、自らも完全に消しよう滅めつしていたでしょう。最初から〈律法を破る者〉計画は、貴女の死が最終段だん階かいの引き金だったのよ」


「…………」


　本当だとしたらとんでもない話だ。


「それは──アーフィ達も知っているの？」


「さあ。でも恐おそらくは知らないでしょう。私とて、今までの予知と、今この瞬間に貴女と接せつ触しよくして知った情じよう報ほうがあったからこそ分かった事だもの。最後の最後、味方にも知らされぬ本当の隠かくし球だま──それが貴女の死だった」


　シリアの言葉は何の気負いもなく、ひどく淡たん々たんとしていて……だからこそ彼女が真実を語っているのだと確かく信しんさせるものがあった。


　しかし……


「……なんだか腹はら立つわね。他ひ人と様さまの命をなんだと思ってんのかしら」


「そうね」


　この期ごに及およんでも何ど処こか俗ぞくっぽいパシフィカの感想に──シリアは微び笑しようした様だった。








「パシフィカの死が──最初から計画されていた事、だと!?」


　シャノンが呻うめく様に言う。


　半ば殺意に似にた感情が彼の意い識しきをかすめた。


「貴き様さま等ら、人の命を何だと思って──」


『怒おこる気持ちは分かるけど、勘かん弁べんしてよ。立案した連中はとっくの昔に故こ人じんだし。私達だって最近知ったんだもの。そっちのゼフィリスだってそこまでは知らされていなかったでしょう？』


「…………」


〈コックスコット〉の〈竜騎士Ｄナイト〉──シルヴィア・ダグラスと名乗った──の言葉にシャノンは押おし黙だまった。今いま更さらゼフィリスの誠せい実じつさを疑うたがう程ほど、シャノンも愚おろかではない。


『じゃあ──』


　シャノンの立場を引き継つぐ様な形でセーネスが問う。


『この状じよう態たいになったという事は──パシフィカ・カスールは死んだのか？』


『それがよく分からないのよね』


『分からない？』


『予定では自じ閉へいモードになぞ入らずに、一気に封棄世界の管理システムを破壊して、空間封ふう鎖さが解かい除じよされる筈はずだったらしいんだけどね──ご覧らんの通り封棄世界は固まったまま。


〈律法破壊者プロヴイデンス・ブレイカー〉プログラムがシステムを破壊したにせよ、排はい除じよされてしまったにせよ、何らかの形で決着はつく筈なんだけど』


　どうもこの結果は計画には無かった事らしい。


　シルヴィアの口調には困こん惑わくが滲にじんでいるし、他の〈竜騎士〉や〈竜機神ドラグーン〉もそれ以上の言葉を差し挟はさんでこない。


「今は待つしかないという事か」


　ゼフィリスが呟つぶやくように言った。








「──それで？」


　溜ため息いきをついてパシフィカは尋たずねる。


「結局──どうなるの？　私や、ええとシリアさん、あなたや、そしてシャノン兄、ラクウェル姉達や──世界は」


　この〈廃棄王女〉に絡からむ全すべての出来事はどういう結果に収しゆう斂れんするのか。


　さんざん〈廃棄王女〉だの〈世界を滅ぼす猛もう毒どく〉だの〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉だのと、不本意な呼こ称しようで呼よばれて追い回されてきたのだ。その事の恨うらみ辛つらみはさておいたとしても、結局どうなるのかという事位は知りたかった。


「それは貴女あなた次し第だい」


　さらりとシリアはそんな事を言ってくる。


「──へ？」


　意外な言葉にパシフィカは戸と惑まどった。


　自分のあずかり知らぬ所で全すべては計画され、全ては進んできた。あらゆる物事はパシフィカの生まれる遥はるか昔から企くわだてられ、彼女の力の遠く及およばぬ領りよう域いきで決定されてきた。


　なのに。


　今いま更さら彼女に何を求めるというのだろう。


「今──実を言えば微び妙みような状態なの」


「微妙？」


「貴女の破は壊かいプログラムは私の防ぼう御ぎよプログラムと拮きつ抗こうしているわ。それこそちょっとした刺激でどちらかに倒たおれ込こんでしまう様な、危あやうい状態。そして──私にもその『ちょっとした刺し激げき』を加える事は出来る」


　少女は小さく右手を振ふる。


　彼女とパシフィカのとの間に小さな白い光が生まれた。


「私は尋たずねたかった。貴女に。誰だれでも良かったけれど──でも私は貴女を選んだ。『縁えんがあったから』──って言ったら、貴女は笑う？」


「……ううん」


　偶ぐう然ぜんというものに何か価か値ちと意味を見いだそうとするのは人の常つねだ。それは望まずして神の座ざに在ある事となった少女としても同じなのだろう。


「ありがとう」


　シリアは薄うすく微笑ほほえんだ。


「最初は──本当に誰でも良かった。『私のした事は正しかったのか、間ま違ちがっていたのか』なんて、元々答えの出ない問いだという事はもうとっくに分かっていたの。


　だから──誰かに決めて欲ほしかった。誰かに断だん言げんして欲しかった。誰かに私は──」


　言ってシリアは目を伏ふせる。


「断だん罪ざいして欲しかった……」


「…………」


「でもね。そのうち──貴方達を見ている内に、これはやはり貴女の権けん利りじゃないかって思う様になってきたの。


　この世界を破壊する為ために生み出された貴女、その為に人生を狂くるわされてきた貴女だからこそ──その権利があるわ。


　この世界は存そん続ぞくすべきか否いなか。


　人類は此こ処こに閉とじこめられたままでいるべきか否か。危き険けんに満ちた外に出て行くべきか否か。貴女に私は尋ねたい──」


「そ、そんな事を急に言われても……」


　パシフィカは困こん惑わくする。


　当然だ。


　一いつ介かいの少女にとって世界の在り方、人類の行く末は無む論ろん、ただ一人の人間の行こう為いとて、そう簡かん単たんに裁さばく事など出来る筈はずもない。ましてその権利が自分に在るなどとはパシフィカには思えなかった。


　ただ──


「じっくり考えてくれてもいい。私が五千年かけて答えが出なかった事だもの。貴女に即そく答とうしてくれなんて言わない。


　どうせ──此こ処こでは時間などあってないようなもの。私達の会話も一いつ瞬しゆんのデータのやりとりでしかない。あの封棄世界も、現在は完全にシステムフリーズ──時間が停止した状態になっているわ」


「でもでも──」


「責せき任にんを負えとも言わないわ。こんな事、誰にも責任など負えないもの。だから気き紛まぐれでもいい。思いつきでもいい。その方がいいの。だから……思ったことを、素す直なおに答えて欲ほしいの……」


　縋すがる様なシリアの瞳ひとみ。


　世界の在り方。


　裏うら切ぎりの是ぜ非ひ。


　人類の行く末。


　やはりそれは一人の少女に判はん断だんを下くだせる様な物事ではないだろう。


　パシフィカは沈ちん黙もくし──


「ごめんね」


　そう言ってパシフィカは微び苦く笑しようを浮うかべた。


「私は──あなたが間ま違ちがっていたとは思えない。誰が何を間違っていたとか、どうすれば良かったとか……そういう事じゃないと思うの。一いつ生しよう懸けん命めい考えたり悩なやんだりして、選んだ事がたまたま上う手まくいかなかったってだけの事じゃないかな」


「…………」


　シリアは黙だまって微笑みを浮かべる。


　それが先を促うながす徴しるしだと気付いてパシフィカは言葉を続けた。


「ただ──この世界はやっぱりおかしいと思う」


「…………」


「鳥かごの中に閉とじ込められている鳥は、確たしかに安全かもしれないし。餓うえる事もないし。外がい敵てきに襲おそわれる事もないけれど──」


　ふとパシフィカは背はい後ごの頭上を振ふり返る。


　白い虚きよ無むの向こうに大空を感じようとするかの様に。


「それはもう鳥じゃないもの」


「…………」


「どれだけ良い鳥かごでも──もう翼つばさに意味は無くなってしまうもの。羽ばたきたくても羽ばたけないもの。


　鳥が本当に空を望んでいるのか、鳥かごを望んでいるのかは分からないけど。自分が鳥である事を望んでいるかどうかも、分からないけれど。翼なんていらないって思っているかもしれないけど。


　でも少なくとも──鳥かごの中に選せん択たく肢しはないよね？」


「…………」


「シャノン兄やラクウェル姉がいつも言ってた。『自分で考えて自分で決めろ』って。それは辛つらい事かもしれないし、場合によっては間違っちゃうかもしれないけど。でもその為ために知ち恵えってのはあるんだから──って」


　そう言ってからパシフィカははにかむ様に視し線せんを逸そらす。


「だからあなたは間違ってないと思う。自分で考えて自分でよかれと思ってした事なんだから。その事自体は──間違ってないと思うよ。


　でも、それでも今のこの世界は……選択肢の無い状じよう態たいはやっぱり──なんて言うか間違っている様な気がする」


「…………そう。そうね」


　シリアが微笑する。


「あはは。なんか自分で何言ってるのかよく分かってなかったりするけど。なんていうか──ごめん」


「いいえ。ありがとう」


　シリアは微笑ほほえみながら言った。


　彼女の手がゆっくりと白い光に伸のびる。


「……!!」


　その瞬間に……パシフィカは悟さとった。


　自分が何をしたのかという事を。


「あ、いや、だから、だからね──待って、ちょっと、待って──」


　慌あわてて言いつのるパシフィカ。


　自分が──この目の前の少女の死し刑けい執しつ行こう判はん決けつに了りよう承しようの印を入れてしまったのだ。


「駄だ目めっ──とにかく駄目、駄目駄目、今のなしっ!!」


「……優やさしい子ね」


　シリアは微笑みながら──まるで我わが子を見つめる母の如ごとき笑みを浮うかべながら言った。


「いいの。気にしないで。ありがとう、これで……私は解かい放ほうされる」


　言いながらシリアがその白い光をパシフィカに向かって静かに押おす。


「『神様』なんて退たい屈くつな仕事から解放されるのよ……それだけの事。やっと私は大好きだった人たちの所に行けるの。だから。御願い、笑って、ね？」


「でもっ──」


　まるで泡あわが弾はじけるかの様に──虚こ空くうを滑すべってきた白い光は、パシフィカの胸むな元もとで散った。


　何かが動き出す。


　それが分かった。


　遥はるかな深しん淵えん。あるいは遥かな虚空。


　そこで何かが轟ごう音おんをたてて動き出す気配がある──


「ああ、そうそう。お礼に一つだけ──最後に神様らしい事をしていくわね」


「──え？」


　思わず聞き返すパシフィカ。


　だが唐とう突とつに白い虚無の世界は崩ほう壊かいを始めていた。無意味が意味を浸しん食しよくし、全すべては混こん沌とんの中に溶よう解かいしてゆく。


　パシフィカはそれに巻き込まれて自分の意識も何ど処こかに引きずられていくのを感じた。


　自分はどうなるのだろう。


　ふとそんな事を想おもう。


　彼女が戻もどるべき肉体はもう死んでいる。今の自分は言ってみればナタリイなどと同じく、仮かり初そめの器うつわに精神を入れているだけの状態だ。だからその器が壊こわれれば後は──拡かく散さんするしかない。そして今彼女の入っている器はシリアのそれと同じものだ。たまたまシリアの器に彼女が間借りしているだけに過ぎない。


　という事は……


「ラクウェル姉──」


　たくさんの人々。


　自分を護まもって、信じて、愛してくれた数多くの人々。彼等に自分は何も言っていない。


　ありがとうの言葉も、さよならの言葉さえも、自分は言えていない。


　それが残念だった。


　たまらない位にそれが切なかった。


「シャノン兄──」


　あの世というものが本当にあるのだとしたら、自分はシリアや、他の死んだ人々と共にそこに行くのだろうか──


「システムが……崩ほう壊かいする瞬しゆん間かんになら……私でも幾つか……大きな干かん渉しようが……出来る……から──」


　薄うすれてゆくシリアの姿。


「貴女……は……還……場所……」


　途と切ぎれ途切れの言葉が届とどく。


　神の座ざに座すわることを余よ儀ぎなくされていた少女シリア・マウゼルIV。


　彼女は消しよう滅めつしながら……しかし確たしかに笑っていた。


　そして──








『──始まった』


〈竜騎士Ｄナイト〉の一人が呟つぶやく。


　同時に──黒い虚空に浮かぶその白い球体が、ゆっくりと震ふるえだした。


　封ふう棄き世界のあちこちから虹にじ色いろの光が迸ほとばしる。それはまるで切り込こみを入れるナイフの様に白い球体の上を這はい回り、次々と亀き裂れつを生んでゆく。


　だがそこに崩壊の凄せい惨さんさは無かった。


　むしろ──


『封棄世界の──封が解とける……』


　切り裂さかれた白い球面が剝はく離りし、砕さい片へんとなって次々と分ぶん解かいしてゆく。


　殻からが剝むけるかの様にその白い破は片へんが──恐おそらくはそれ一つで大陸ほどもある巨きよ大だいなものが──次々と本体から分ぶん離りしては、虹色の閃せん光こうを放って消滅していくのだ。


　それはまるで──卵たまごから雛ひなが孵ふ化かする光景を思わせた。


　五千年という永い歳さい月げつを経へて『孵らぬ卵エンブリヲ』が今孵かえろうとしている。


　棄すてられた筈はずの世界が、今一度生まれ直すその瞬間を彼等は見ているのだった。


　だが……


「パシフィカは──あいつは、ラクウェルは、皆みなは──世界は、どうなった!?」


　その事に感かん慨がいを覚えている様な余よ裕ゆうはシャノンには無かった。


　叫さけぶ彼に……しかし答える者は居いない。


　既に事じ態たいは彼等の理解できる範はん囲いを超こえていた。恐らくは〈律法破壊者プロヴイデンス・ブレイカー計画〉を立てた者達さえ想像していなかった段だん階かいに達しているからだ。


　そして──


「──!?」


　一ひと際きわ大きく鋭するどい光が伸のびる。


　それは他の光の様に拡散せず、真まっ直すぐにシャノン達の方向に向かってくる。


　危き険けんを感じた〈竜機神ドラグーン〉達が〈竜ギ巨ガ人ス〉を抱かかえたまま回かい避ひ機動をとりはじめ……


『──シャノンっ!?』


　セーネスの悲鳴じみた声。


　光は次の瞬間──〈ゼフィリス〉の胸きよう部ぶを貫つらぬいていた。




　第六章　奇讃を示す者







　一いち条じようの光が真空間を貫いた。


　暗黒の領りよう域いきを切り裂さくかの様に伸のびる白い一線。


　遥はるかな距きよ離りを一いつ瞬しゆんにして横おう断だんしたその光は、避よける間も許さずに真空間に浮うかぶ巨きよ大だいな影かげ──〈竜機神ドラグーン〉シリアル26〈ゼフィリス〉に突つき刺ささった。


「…………!!」


　時間が凍こおり付いたかの様な一瞬。


　光は瞬時に消滅した。爆ばく発はつも無ければ更さらなる閃せん光こうも無い。ただ〈終わりの魔獣ドラゴン〉と呼ばれた最終兵器は立ち竦すくむかの様に固着していたが……やがて何かに耐たえかねたかの様に、ゆらりとその姿し勢せいを崩くずした。


『──シャノン!?』


　通信回線を介かいしてセーネスが叫ぶ。


　その声は戦友の安あん否ぴを気き遣づかう切せつ迫ぱくさに満ちていたが──彼女の乗る〈竜ギ巨ガ人ス〉は現在、半壊しその機き能のうの大半が停止している状じよう態たいだ。接近して無事を確たしかめたくても移い動どう能力は無い。ただ無力に〈竜機神〉シリアル18〈ラビッシュ〉に抱かかえられている状態であった。


『シャノン──大だい丈じよう夫ぶかシャノン!?』


　まるで夢ゆめから覚めたかの様に……一同の時間が動き出す。


　残り四体の〈竜機神〉は弾はじかれたかの様に機動。


　一瞬とはいえ呆ぼう然ぜんと事態を眺ながめていた己おのれを恥はじるかの様に、〈竜機神〉達の動きは迅じん速そく極きわまりないものだった。三体は半はん壊かいした〈竜巨人〉を抱えて無秩序機動ランダムマニユーバによる退たい避ひ行動を採さい択たく。残る一体は〈ゼフィリス〉を庇かばう様にして前進、全ぜん兵へい装そうを展てん開かいした。


　しかし──


『よせ、〈コックスコット〉！　射しや線せん上に封ふう棄き世界があるんだぞ!?』


『分かってるわよ！　でも敵てきは？　攻こう撃げきの種類は？　何ど処こから撃うって──』


『妙みようねえ。ＭＰＳの脅きよう威い値ちは変動してないわよ？』


　千分の一秒に満たない一瞬に、加速され圧あつ縮しゆくされた通信が飛び交かう。


　だがそこにはいずれも困こん惑わくの気配が色いろ濃こかった。


　敵の攻撃を一定の精度と確かく度どで予知する〈竜機神〉達の超予測装置ＭＰＳは、いずれも今の光に対して『脅威無し』と判はん断だんして沈ちん黙もくを守っている。


　不完全ながらも機き械かい的なシリア・マウゼルの複ふく製せいとして開発されたこの装置は、数秒以内の事じ象しようであれば九割以上の的中率りつで、敵の攻撃を事前に察さつ知ち出来る。そのＭＰＳが全く反応しないという事は、今の光は攻撃ではなかった可か能のう性せいが高い。


　しかしそれでは──あの閃光は一体何だったのか。


『応答しろ〈ゼフィリス〉！』


　シリアル20〈テレジア〉が〈ゼフィリス〉に接近する。


　確たしかに先さき程ほどの光は〈ゼフィリス〉に命中した筈はずなのだが、その外見には特に破は壊かいの痕あとは見られない。少なくとも外部から感知器で走査した限かぎりにおいては、物理的な損そん壊かいを発見する事は出来なかった。熱ねつ反はん応のうも電でん磁じ場ばも正常に稼か働どう中の〈竜機神〉と大差無い。


　もっとも……外側には傷きずを付けず、中身だけを完かん膚ぷ無きまでに破壊する機能を持った兵器も存在する。損そん傷しようが眼めに見えないからといって安心は出来ない。


『タクロウ、テレジア──どう？』


『通信系けいの機能と形相干渉システムが、過か剰じような稼働をしている様だが──』


〈ハイアライ〉からの問いに〈テレジア〉の〈竜騎士Ｄナイト〉らしき男の声が答える。


『〈ゼフィリス〉！　応答しろ！』


　しかしセーネスの呼よびかけに〈ゼフィリス〉は──その騎き士しであるシャノンも答える様子が無い。何らかの動きを示しめす様子も無い。ただ〈竜機神〉の巨きよ体たいを固着させたまま浮ふ遊ゆうしているだけだ。


　そして──








　何が起こったのか。


　自分の感覚の全すべてが一いつ瞬しゆん真っ白に塗ぬり潰つぶされた様にも思える。


〈竜機神〉と融ゆう合ごうしている間のシャノンは人間を遥かに凌りよう駕がする各種の知覚を備そなえているが──その全てが半ば停てい止し状じよう態たいに陥おちいったのだ。感知器群からもたらされる溢あふれんばかりの情じよう報ほうに晒さらされていたシャノンは、唐とう突とつな断だん絶ぜつに晒されて激はげしく混こん乱らんした。


　五感が一いつ斉せいに消しよう滅めつして立ちくらみを起こした様なものである。


　だが〈竜機神〉が〈竜騎士〉に送る情報量は、生身の人間の五感がもたらすそれとは桁けたが一つ違ちがう。その落差は衝しよう撃げき的ですらあった。


　そのせいでシャノンの意い識しきは半ば混こん濁だく状態にあった。


「く…………」


　もっとも……シャノンの感覚が混乱していたのは、わずかな間だ。


　強すぎる光を見て眩くらんだ眼めがゆっくりと視し界かいを取り戻もどすかの様に、一つ、また一つ、彼の意識に接せつ続ぞくされた感知器群が機能を取り戻してゆく。


「くうっ……」


「大丈夫か──シャノン」


　ゼフィリスの声がする。


　シャノンは首を振ふり……長い息を吐はいた。


　ゼフィリスが融合同調の率を最低限にまで下げたらしい。同調率が高ければシャノンは自らが〈竜機神ドラグーン〉そのものになった様な感覚を覚えるが、今はあくまで〈竜機神〉の操そう縦じゆう室に『乗っている』感覚になっている。


「あ──ああ。多分。そっちは？」


「まだ機能の大半が回かい復ふくしていないが、損害そのものは軽けい微びだ。直接的な攻撃ではなかった様だが──」


　ゆっくりと白濁していた視界が下の色を取り戻し始める。


　全方位立体映えい像ぞうに覆おおわれた〈竜機神〉の操縦室。


　その真ん中に設しつらえられた操縦席に、半ば身を横たえる様な姿し勢せいで座すわっている自分を改めて意識する。手足の感覚はある。触しよつ覚かくも聴ちよう覚かくも無事だ。


「まだ少し眼めがちかちかするが……」


　シャノンは視界の濁にごりを追い払はらう様に何度か眼を瞬しばたたかせていたが──


「……ん？」


　彼は眉み間けんに皺しわを刻きざんで目の前のものを見つめた。


　視界異い常じようがまだ続いているのかとも思ったが……違う様だ。


「──なんだ？」


　白い光が彼の目の前に浮うかんでいる。


　眼を焼く様な強さではない。むしろそれは見る者の気持ちを癒いやすかの様な、柔やわらかく優やさしい印象さえ伴ともなっている。しかも閃光が生んだ残像でない証しよう拠こに、それはゆっくりと淡あわく明滅しながら確固たる存そん在ざい感を伴ってそこに在った。


「空間干かん渉しようシステムと形相干渉システムに侵しん入にゆうの痕こん跡せきあり──現在チェック中──」


　ゼフィリスが呻うめく様に呟つぶやく。


　どうやら外部から強制的に侵入した何かが〈竜機神〉のシステムを借りて何かを実行したらしい。


「異相空間経けい由ゆで大量のリアルタイム情じよう報ほうを送り込まれた様だが──付ふ随ずいする情報は……これは人間の肉体構こう造ぞうか……？」


　戸と惑まどうかの様なゼフィリスの声は──しかしシャノンの耳には入っていなかった。


　彼はただ呆ぼう然ぜんと眼がん前ぜんに漂ただよう光を見つめている。


「……これは……？」


　呟くシャノン。


　それが合図であったかの様に、光は急速にその明度を失い、収しゆう束そくして明めい確かくな形を構成し始める。明度と引き替かえにその形には色が乗り、更さらにその変化が立体感を生み、一つの輪りん郭かくを描き出して行く。


　時間にしてわずかに数すう瞬しゆん。


　やがて……それは一つの物体となって無重量状態の空間にふわりと浮かんでいた。


　華きや奢しやな四し肢し。


　白いうなじ。


　そして水中をたゆたうかの様に揺れる長く鮮あざやかな金きん髪ぱつと──


「──!!」


　短い呻き声を漏らすシャノン。


　それは──彼が咄とつ嗟さにのばした腕うでの中にゆっくりと漂ってきた。
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　夢ゆめを観みていた様に思う。


　長い長い──しかし一瞬の夢。膨ぼう大だいな情報の奔ほん流りゆうの中で、様々な光景が通り過すぎては消えてゆく。


　まるで生しよう涯がいを閉とじる間ま際ぎわに見えるという人生の走馬燈パノラマの様だった。


　数え切れない程ほどの風景が次々と浮うかんでは消えてゆく。自分が体験してきた数多くの出来事と想おもいをもう一度なぞっているかの様に。


　この世に生まれて。


　数多くの人々と出会い。


　数多くの人々と別れ。


　数多くの人々に憎にくまれ。


　しかし──数多くの人々に愛され。


　自分が辿たどってきた生命の軌き跡せきというものを彼女はまるで天の高みから俯ふ瞰かんするかの様に眺ながめていた。


　時間が飛ぶ様に流れてゆく。


　あまりに早い時間の流れの中で、全すべては霞かすみ、ぼやけ、そして押おし流されてしまう。


　自分の周囲はただ曖あい昧まいな世界で、影かげの様な人々が触ふれては去ってゆく。


　しかし。


　その中でじっと自分の側そばに佇たたずむ影があった。


　たった二つ。


　しかし何よりも懐なつかしく大事な二つ。常つねに彼女の側に在ったその二つの影。常に彼女を護まもり続けてきたもの。同時に彼女が常に護り続けてきたもの。


　その狭はざ間まこそが彼女の還かえるべき場所だった。


　だから…………








　半ば無意識に瞼まぶたを開く。


　柔やわらかな闇やみに閉とざされていた視界に白い切れ込こみが入った。


　ひょっとしたら、母の胎たい内ないから生まれ出る胎児が見る光景とはこの様なものなのかもしれない──そんな事をパシフィカは想う。眼の中に入ってくる世界は闇に慣れた目には暴ぼう力りよく的な程に明るかった。だがそこに行かねばならないと想う。闇の安あん寧ねいに留とどまっていてはいけない……そんな確信だけが在る。


　ゆっくりと広がってゆく視界。


　その真ん中──まさしく彼女の眼がん前ぜんに在る人影。


　それは彼女が己おのれの生を再さい認かく識にんする過か程ていで夢ゆめ見み続けていたものだった。


「……パシフィカ……!?」


「──お……にい……ちゃん？」


　身体からだがまだ自由にならない。


　辛かろうじてその言葉を発して空中を漂ただようパシフィカを、その人影が──シャノンの腕が優やさしく引き寄せる。


（ああ……）


　兄の胸むな元もとに抱だき留とめられながら……パシフィカはぼんやりと思った。


　シャノンの匂においだ。


　長年共に育ってきた兄の──匂い。


　そして言葉にはならない様な曖あい昧まいとした気配。しかし確かつ固ことしてそこに在る彼の気配。


（還かえってきた──）


　それはパシフィカにとって現実そのもの。


　何よりも如によ実じつに自らの再生と帰き還かんを──自分が生きているのだという事を実感させてくれるものだった。


　まだ夢から醒さめきっていない様な、緩ゆるい微睡まどろみの感覚に身を浸ひたしながらも……パシフィカはこの上ない安あん堵どを覚えていた。


「パシフィカ──パシフィカ!?　大だい丈じよう夫ぶか？　無事か!?」


　彼女の状態が気になったのだろう──ひどく慌あわてた様子でシャノンはパシフィカを己の身体から押し離はなし、その身に外傷がない事を確かく認にんしようとする。


　だが──


「…………」


　そこで彼は愕がく然ぜんと動きを止めた。


「お兄ちゃん……？」


　兄の様子に眼めを瞬しばたたかせるパシフィカ。


「どうした……の……？……………」


　束の間の沈黙。


　剝むき出しの白い腕。


　剝き出しの白い脚。


　剝き出しの──


「…………にゃ？」


　そして彼女は気づいた。


　自分が生まれたままの──ぶっちゃけて言えば一糸まとわぬ素すっ裸ぱだかである事に。


「………っきゃああああああああっ!?」


「ぬおっ!?」


　余よ程ほど、動どう揺ようしていたのか──顔を真っ赤にして暴あばれ回るパシフィカの拳こぶしを顎あごに喰くらって思わずのけぞるシャノン。


「な、なんでなんで──シャノン兄のど助平！　変へん態たい！　性的倒とう錯さく者！」


「誰だれが性的倒錯者だっ！」


「脳のう内ない年寄りなんだからきちんと助平心も枯からしときなさいよっ!?」


　はっきり言って雰ふん囲い気きぶちこわしも良いところだが──兄に喚わめき散らしながらもパシフィカはむしろ嬉うれしかった。自分がきちんと日常に還ってきたのだという実感がある。一度死んだ身としては、それが何よりも喜ばしいのだった。


「やかましいわっ！　大体、妹の裸なんぞ見ても助平心なんぞ起きる訳ねえだろ！」


　続く拳の連打を何とか防ぼう御ぎよしながらシャノンが叫さけぶ。


「本当っ!?　絶対ね？　じゃあ──」


　言って腰こしに手を当て、シャノンを睥へい睨げいする様にそっくり返るパシフィカ。


「心にやましいところが無ければ私を直視出来る筈はずよっ！」


「無茶言うなっ!?」


「あ、眼逸そらした！　やっぱりやましいんだっ!!　超ちよう弩ど級きゆう助平っ！　病気持ちっ！」


「それ以前に少しは恥はじらえ、この破は廉れん恥ち王女っ!!」


　二人の言い合う声が〈竜機神ドラグーン〉の体内に響ひびき渡わたる。


「…………」


　その様子を少し離れた場所で眺めながら、〈竜機神〉シリアル26・ゼフィリスは呆あきれた様な口調でぽつりと言った。


「……素す直なおに喜べばいいものを」


『シャノン、大丈夫か、シャノン──』


　セーネスの声がようやく回かい復ふくした通信回線に割わり込んでくる。


　どうやら今まではシステム全体が過負荷の状態に在ったらしい。パシフィカの肉体を形相干かん渉しよう能のう力りよくにより再さい構こう築ちくし、そこへ彼女の『精せい神しん』を構成する情報を流し込む──この処しよ理りを行う為に通信系けいの回線そのものが圧あつ迫ぱくされていたのだ。


　誰が彼女が死んでしまう前にその精神を別の『器』に保ほ存ぞんしたのか。


　更さらにはそれを損そこなう事なく、こちらに転送してきたのは一体誰だったのか──


「ありがとう……シリア」


　呟つぶやいてからゼフィリスは意い識しきを通信回線に向ける。パシフィカとシャノンはまだまだ口喧げん嘩かを止める様子が無かったからだ。


「こちら〈ゼフィリス〉──ようやく全機能が平へい常じよう状態に回かい復ふくした。当方は〈竜騎士Ｄナイト〉も私も共に健在だ。そして〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉も……いや」


　そこで言葉を切り……ゼフィリスは小さく首を振って言った。


「パシフィカも無事だ。安心してくれ」








　奇き蹟せきは在ある。


　それが神の御み業わざであるのか、あるいは単なる偶ぐう然ぜんの積み重ねによるものか、それは分からない。だが──少なくともそう呼ぶに相応ふさわしい事はこの世にあるのだと、その時初めてクリストファは思った。


　パシフィカの血が引き起こした奇き怪かいな現象。


　その直後……それは起こった。


「……!?」


　一同が愕がく然ぜんと凍こおり付く。


　最も早はや物言わぬ亡なき骸がらと成り果てていたパシフィカの姿すがたが虹にじ色いろの光の中で千々に砕くだけて消滅した。後には血の一いつ滴てきや肉にく片へんの一片すら残らない。まるで彼女の存在そのものが幻まぼろしであったとでも言うかの様に、綺き麗れいさっぱりパシフィカ・カスールの遺い骸がいは一同の前から消え去ってしまっていた。


「パシフィカ──パシフィカッ!?」


　思わず半狂きよう乱らんになって周囲を見回すラクウェル。


　他の者達も驚きよう愕がくと困こん惑わくの表情を浮うかべて視し線せんを彷徨さまよわせる。それは無論、何を探さがすという訳でもなく途と方ほうに暮くれた者達の反はん射しや的な──意味の無い動作ではあったろう。


　だが……


「…………！」


　ウイニアが息を呑のむ気配。


　そちらに視線を向けたクリストファは、大きく開かれたままの教会の入り口から、逆光を背にして入ってくる人ひと影かげを見た。


　シャノン。その隣となりに浮ふ遊ゆうするゼフィリス。


　彼等の背はい後ごには蒼そう穹きゆうから悠ゆう然ぜんと舞まい降おりる四体の巨大な影が見える。それらは細部こそ違ちがえど、大まかな形状はシャノンの操あやつる魔獣〈竜機神〉によく似にていた。


　そして。


　シャノンのマントにくるまれ、シャノンの手に抱きかかえられている小こ柄がらな人影は──


「──！」


　これは現実の光景か。


　もしこれが夢でないのならば、まさしくこれは奇蹟に違いない──意い識しきの端はしでそんな事をクリストファは考える。


　そしてそれは次の瞬間──確かく信しんに変わった。


　ちらりとシャノンがフォルシスを一瞥べつした瞬間、彼の胸むねの傷きずが、跡あと形かたもなく消滅してしまったからである。流れた血も光と化して飛散し、破やぶれた衣服も元通りに修しゆう復ふくされていた。傷を負ったという事実そのものが無くなってしまったかの様である。


　そして──


「パシフィカ！　シャノン！」


　ラクウェルが立ち上がって叫ぶ。


　普ふ段だん、おっとりのんびりしている分、激げき情じようを示しめす事のあまり無い彼女が、喜びの表情も露あらわにしてその場に立ち竦すくんでいた。


　出来事の唐とう突とつさと……そして絶ぜつ望ぼうから希望への振しん幅ぷくがあまりにも激はげしかった為に、自分でも何をどうしていいのか分からず、立ち竦んでしまったらしい。


　同じくレオやウイニア、ベルケンスも愕がく然ぜんとしてその場に立ち竦んでいる。


　彼等も咄とつ嗟さには言葉すら出てこない状態だった。


　そして……


「……えーと。あの。なんていうか……とりあえず無事だったり」


　シャノンに抱きかかえられたまま、パシフィカは自分の頰ほおを搔かいて言った。


「…………」


　やはり一同は言葉が出てこない。


「なんか気が付いたら戦いも終わってたみたいで……あの。だからええと……」


　パシフィカは照れたような表情を浮かべて一同を見回す。


　そして短い逡しゆん巡じゆんの後……彼女は穏おだやかな口調で言った。


「……ただいま」


「おかえりなさい！」


　かすれた声でそう言うとラクウェルがシャノンとパシフィカに抱きつく。
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　残りの者達も我われ先さきにとカスール兄姉妹の元に駆かけ寄よってパシフィカの生せい還かんを──いや文字通りに奇き蹟せきの復活を喜んでいる。レオポルドなどは滂ぼう沱だと感かん涙るいを流し続けているし、ウイニアはパシフィカの手に縋すがり付いて嗚お咽えつを繰くり返している。ベルケンスですら、一歩引いた位置ではあるものの、感極きわまった表情でパシフィカを見つめている。


　そんな彼等の様子をしばし眺ながめ──そしてクリストファは大きく深く呼吸をした。


「フォルシス様──」


　そっと腕の中の少年に囁ささやきかける。


　まだフォルシスは意識を取り戻もどしてはいない。


　しかし──


「御ご覧らんください。貴方の妹は神にさえ勝ちましたよ。


　フォルシス様。陳ちん腐ぷな言い方ですけれど……運命はやはり変えられます。それを貴方の妹は立りつ派ぱに示して見せた。


　絶望しない事で。諦あきらめない事で。自分を──見み限かぎらない事で。


　だから……」


　クリスは微び笑しようして言った。


「フォルシス様。さあ──起きてください。次は貴方が奇蹟を示してみせる番ですよ」








　そして。


〈廃棄王女〉。


　封棄世界。


〈竜機神ドラグーン〉。


〈秩序守護者ピースメイカー〉。


　──


　諸々の出来事はやがて想おもい出となり、歴史となる。


　それを語るのは子々孫々として連なる者達の役目である。


　ただ──




　終章







「ん──祭り日和びよりですねい」


　晴れ渡わたる空を見上げながら男が言った。


　口の端はしに葉っぱを一枚まいくわえ、何やらひどく気楽な仕草がよく似に合あう男だ。傍かたわらに楽器の様なものを提さげている様子から楽士か、あるいは吟ぎん遊ゆう詩人であるという推すい測そくはすぐに付くが……この男の飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きを端たん的に言い表すのなら、単に『遊び人』と表した方が適てき切せつかも知れない。


　新歴……元年。


　ラインヴァン王国・首都ザウエル。


　千年の都と呼よばれるダストヴィン大陸屈くつ指しの大都市──その中央部。王おう城じように隣りん接せつする公共広場の一つに彼の姿すがたは在あった。


　広場にはかなり大型のテントが張はられており、その周りには楽士の他ほかにも三十名近い男女がのんびりと作業をしている。


　明日の戴たい冠かん式に──というよりもその後に催もよおされる王都挙げての大祝祭に間に合わせる為ためにと突とつ貫かん工事で舞ぶ台たいの設せつ営えいを進めてきたのである。もっとも今は作業的に一段だん落らくつき、一同の様子にも若じやつ干かんの余よ裕ゆうが見える。だからこそ葉っぱの男が作業に加わらず、のんびりと空を見上げていても誰も咎とがめないのだ。


「明日の本祭もこの天気だといいが……」


　傍らに立つ小こ柄がらなちょび髭ひげの男が空を見上げながら満足げに呟つぶやく。


　次の瞬しゆん間かん──その目がふと細められた。


　遥はるかな蒼そう穹きゆうの彼方かなたから、急速に近付いてくる巨きよ大だいな影かげを発見したからであろう。


「あれがそうか……」


　感かん慨がい深そうにちょび髭の男は呟く。


「今回の式典の最大の目玉ですねい」


　明日はラインヴァンの新しい国王の戴冠式が予定されている。


　国王の戴冠式そのものはそう頻ひん繁ぱんにある事ではないにせよ──人々が驚きよう愕がくする程ほどに希け有うな出来事でもない。


　だが、今回の式典は、恐おそらくダストヴィン大陸の歴史が始まって以来、という記録的なものになるのは間ま違ちがいがなかった。


　その理由の一つは──式典列席者の顔ぶれであった。


　本来で在ればギアット帝てい国こく皇こう帝てい代理であるセーネス・ルル・ギアットがこの式典に参加している事自体が驚愕に値あたいする。一度は戦争状じよう態たいとも言うべき緊きん張ちよう感かんをはらんでラインヴァンと対たい峙じしていたこの国が、皇帝代理とはいえ皇族を戴冠式に送り込こんできたという事実は、周辺諸しよ国こくを大たい層そう驚おどろかせた。


　だが。


　今回に関して言えばその事実すら霞かすませる『大物』が式典参列者の中には居いるのだ。


「ドラゴン……」


　作業をしていた者達は一様に手を止めて空を振ふり仰あおいでいるが──その中で金きん髪ぱつ碧へき眼がんの娘むすめが一人、寝ねぼけているかの様にぼんやりとした口調でそう呟いた。


　そう。ドラゴンだ。


　遥か天空の彼方よりやってきた〈竜機神ドラグーン〉達とその主──〈竜騎士Ｄナイト〉達が今回の式典には列席するのである。


　かつて伝説の魔ま獣じゆうとされ、神とさえ闘たたかった最強の怪かい物ぶつ達。彼等が空の彼方の異い国こくから『大使』として派は遣けんされ、式典に列席すると聞かされた人々の驚きは、さてどれほどのものであったか。


「やはり本物は迫はく力りよくがあるなあ」


　ちょび髭の男が惚ほれ惚ぼれした様子で呟く。


　それらはわずか数年前までは全く想そう像ぞうの産物であると一いつ般ぱんには思われていた。


　だが今ではその実じつ在ざいを疑うたがう者の方が少ない。この『最も遠い異国』の使者達はラインヴァンやギアットにしばしば飛来し、そこを足あし掛がかりにして大陸全土と交流を深めつつあったからだ。


　それにしても彼等が一度に五体も揃そろって何かの式典に参列する──となるとこれは、やはり初めての出来事である。


　これは、それだけ彼等が、このラインヴァン王国──正せい確かくにはその国こく政せいを司つかさどる首しゆ脳のう陣じんを重要視ししている証しよう拠こではあった。


　その重要人物の筆頭──驚きよう異い的な手しゆ腕わんで王国の混こん乱らんを収おさめ、諸しよ外国との交こう渉しようを進めてきた国王の嫡ちやく子しフォルシス・ラインヴァンが、明日正式に先王から王位を譲ゆずられる。


　もっともあくまでこれは形式的なものでしかない。


　先の〈秩序守護者ピースメイカー〉騒さわぎから六年──先王バルテリクは行方ゆくえ不明になったままで、実じつ質しつ的にこの国の国政を司ってきたのは、フォルシス・ラインヴァンとその側近達である事は誰だれもが知っているからである。


「近くでじっくり……見てみたいです……」


　城じよう壁へきの向こうに消えてゆく竜神達の姿を見送りながら少女がぼんやりとした口調で言う。


「まあ──その内、機会もあるだろ」


　ちょび髭の男が王城を──その最上階辺りを懐なつかしそうに眺ながめながら言った。








　同時じ刻こく──ザウエル城内。


　普ふ段だんから王国の政せい治じと経けい済ざいの中心として機き能のうしているこの巨きよ大だい建けん築ちく物は、多数の人間が働いており、いつも荘そう厳ごんな雰囲気の中に何ど処こか騒そう然ぜんとした空気が漂ただよっているが──ここ数日は常つねにも増まして人々が忙いそがしく動き回る姿すがたが目に付く。


　言うまでもなく、明日の式典の準じゆん備びや、各国からの特使達を迎むかえる為ための仕事に多くの者が忙ぼう殺さつされているからである。


　そんな中……


「ん──」


　周囲の様子とは無関係にのんびりと王城の廊ろう下かを歩いていく幼おさない少女の姿が在あった。


　年ねん齢れいなら三、四歳さい程てい度どであろうか。


　黒くろ髪かみ、黒こく瞳どうの可愛かわいらしい顔立ちをしている。


　その耳には……小さなイヤリングが揺ゆれていた。背せ伸のびでもしたい年とし頃ごろなのだろうか。決して派は手でなものではないが、童女が付けるには少し違い和わ感のある代しろ物ものであった。


　とてとてと、まだ何処か幼よう児じらしい拙つたなさの漂う歩調だが──しかし同時に勝手知ったる我わが家やを行く者特有の、何処か余よ裕ゆうある様子で、少女は行ゆき交かう大人達の間を縫ぬって歩いてゆく。


　それを見み咎とがめる大人は居ない。


　何な故ぜなら一目見てその少女が誰の血けつ縁えんであるかという事は分かるからだ。かつて〈廃棄王女〉を護まもって闘たたかったという〈守護者ガーデイアン〉の双ふた子ご──今は共に請こわれて王国の要よう職しよくに就ついている──の面おも影かげを少女は色濃こく備そなえていた。


　そして──


「──おばちゃん」


　ふとある部屋の前で立ち止まると、小さな拳こぶしを丸めて扉とびらを叩たたいた。


「おばちゃん、おばちゃん、あのね、うちあわせのじかんだから、はやく、だいかいぎしつにきてくれってフォルシスのおじちゃんが──」


　少し背伸びなどして扉を叩き続けながら、少女はそんな事を言う。


「おばちゃん──にゃっ」


　少女が十回目に扉を叩こうとした時、かちりと音がして扉が内側に開く。


　少女は姿し勢せいを崩くずし、つんのめる様にして部屋の中に入った。


「あ。おばちゃん──」


　少女は眼めを輝かがやかせてその部屋の中に居いた人物を見つめた。


　年齢二十代前半といった感じの──若わかく美しい娘むすめである。


　やや波打ちながら伸びる金きん髪ぱつは優ゆう美びにして華か麗れい。白い肌はだは典てん雅がにして清せい純じゆん。顔立ちはよく整い、艶あでやかさの中にも童女の様な愛らしさを色濃く残した容よう貌ぼうである。


　恐おそらく道を行けばほぼ例外なく男達が振ふり返るだろう。ただ単に美しい娘、愛らしい娘は珍めずらしくないが、その整った容姿の中に凛りん然ぜんたる気品、ある種の覇は気きさえもが感じられる者は希け有うである。


　王女、姫ひめ君ぎみという言葉を以もつて語られる女じよ性せいの理想像ぞうとは恐らくこの様な姿であろう。絹きぬと優ゆう美びな紗うすぎぬで仕立てられたドレスや、頭部を飾かざる銀と真しん珠じゆのティアラがとてもよく似に合あう。


「スィン──」


　娘は優雅に少女──スィンへ微笑ほほえみかけた。


　両手の白い指先を慈いつくしむ様な仕草でスィンの額ひたいに伸ばす。


　黒髪に包まれた頭に娘はそっと手を添そえ──


「お・ば・ちゃん・じゃ・な・く・て──お姉ちゃん・で・しょーがッ！」


「あだだだだだだだっ!?」


　ぐりぐりと拳こぶしで両こめかみを抉えぐられながら悲鳴を上げる少女。
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「あんたはもう、何度言っても『おばちゃんおばちゃん』と！　大体フォルシスも『おじちゃん』じゃなくて『おうさま』！　もしくは『へいか』！」


「だって──」


　それでも慣なれた事なのか、一いつ瞬しゆんの隙すきをついて少女は娘の拳から頭を引き抜くと、両手で抉られていた部分をさすりながら言った。


「でもおばちゃんなんだもの」


「そりゃあんたから見たら位置的にはそうかもしれないけど！　私の歳としで『叔お母ばちゃん』とか呼よばれると釈しやく然ぜんとしないものがあるのよっ！」


「あ、でもね」


　少女は我が意を得たり、といった様子でぱっと表ひよう情じようを輝かせて言う。


「『そういうささいなことを、きにするのがおばはんのしょうこなんだよ』って」


「……誰が？」


　半はん眼がんになって少女を見下ろしながら娘は問う。


「えと。セーネスさま」


「……あンの雌め狐ぎつね。自分の方が年上の癖くせして」


　拳を握にぎり締しめて娘が呻うめいた。


「でね、おばちゃん」


「むう。まだ言うかっ!?」


　娘が手を伸のばすが、少女は──スィンはこれまた手慣れた様子でさっと身を引くと、とてとてと廊ろう下かへと走り出た。


「まったくもう……。誰に似たんだか──」


「ユーマおじいちゃんだって」


「……なるほど」


　娘は苦く笑しようして頷うなずいた。


「でね。おばちゃん、うちあわせのじかんだから、はやく、だいかいぎしつにきてくれっておうさまがよんでたよ。いそがないと、おくれたらだめだよ、おばちゃん」


「…………スィン」


　にっこり笑いながら──しかし額に血管が浮うかんでいたりする──娘は言った。


「あんたわざと言ってるでしょう？」


「うん」


「──そこを動くなッ！」


「きゃはははははは」


　きゃらきゃらと笑い声を上げながら少女は走り出す。


　どうやら少女の様子からして……これはいつものやりとりらしい。


「待てこのガキんちょ、姪めいだからってもー容よう赦しやしないわよっ！　二度と生意気な口がきけないように児童虐ぎやく待たい──もとい、折せつ檻かん、じゃなくて教育的指し導どうをしてくれるわっ!!」


　優雅なドレスを台無しにする様な勢いきおいで娘は少女を追って廊ろう下かを走り出した。当然ながら少女は待つ事なく、捕つかまるまいと更さらに速度を上げて廊下を駆かけ抜ぬけてゆく。


　すれ違ちがう他ほかの者達は、『ああまたか』といった苦笑混まじりの表情を浮うかべながら走る少女と娘を眺ながめている。やはりこの王城ではお馴染みの光景なのだろう。


「こら、スィン！　待ちなさ──」


　娘の叫さけびと少女の笑い声。


　不意にそれらを鈍にぶい轟ごう音おんが遮さえぎった。


「…………！」


　大量の大気がゆっくりと攪かく拌はんされて鳴動する音が、王おう城じように染しみ渡わたってゆく。娘と少女は共に立ち止まり、窓まどを通して外を眺めた。


　見えるのは王城の中庭。


　今そこには雄ゆう壮そうな光景が広がっていた。


　五体の巨きよ大だいな影かげが、己おのれの巨体で陽光を遮り、そこに在ある空気を押おし退のけ悠ゆう然ぜんと舞まい降おりる様子が見える。


「〈竜機神ドラグーン〉──」


　娘むすめが呟つぶやく。


　五体の〈竜機神〉はまるで巨大な石せき像ぞうの如ごとき存そん在ざい感を誇こ示じしながらも、悠然とした動きで中庭に整列していた。


　ただでさえ雄壮なその姿ではあるのだが、式典用の外がい装そうを帯びているその外観は、まさしく神像ぞうの如ごとき荘そう厳ごんさを備そなえていた。


「初見の機体が多いわね。〈イズミ〉と〈パラキート〉と〈ウェルチ〉に……ああ〈テレジア〉は来たんだ。で……」


　娘は眼めを細めて〈竜機神〉の外装に記き載さいされた固有機体名を読んでいく。


　同時に──娘の傍かたわらで風景の一部が陽炎の様に揺ゆらいだ。


「──！」


　娘が眼を瞬しばたたかせながら空間の揺らぎに視し線せんを向ける。


　揺らぎは収おさまる事無く更さらに成長し、明めい確かくな形と色を得て一人の少女の姿すがたに収しゆう束そくした。


　年ねん齢れいは二は十た歳ちに届とどくか否いなか──そんな雰ふん囲い気きの少女だ。だがこの少女に人間の尺しやく度どを当てはめるのはあまり意味が無かろう。その髪かみは染そめでもしない限かぎり人間には有り得ない青あお紫むらさきの色しき彩さいを帯びていたからだ。


　愛らしくも怜れい悧りそうな顔立ちに、何ど処こか浮世離ばなれした──全すべてを遥はるかな高みから俯ふ瞰かんするかの様な涼すずしげな表ひよう情じようがよく似合う。


「ただいま帰き還かんした」


　少女は淡たん々たんとした口調で言う。


　それを見た娘は──


「え…………と……？」


　頰ほおを搔かきながら顔をしかめていたが──次の瞬しゆん間かん、ぽんと握り拳こぶしを掌てのひらに打ち付けてから、その少女を指差した。


「ゼフィ？」


「……そんなに変えた積もりはないのだが」


　微び苦く笑しようを浮かべてその少女──〈竜機神〉シリアル26の対人インターフェイスにして、ラインヴァン王国の〈守しゆ護ご神しん〉とも謳うたわれるアーフィ・ゼフィリスは言った。


　ちなみに他の〈竜機神〉は全てブラウニン機関に所しよ属ぞくしているが、このゼフィリスだけが、主人と共にラインヴァン王国に籍せきを置いている。


「いやまあ──前のまんま素す直なおに成長した感じではあるからこそ、分かったんだけど。再さい調整済すんだんだ？」


「ああ。調整と言うよりも──事実上は初期値ちに近い状じよう態たいにシステムそのものを再構築した。もう無理に出力を上げる必要も無いだろうからな」


「そうだね」


　娘は微笑ほほえんだ。


　王国の守護神と呼よばれるゼフィリスではあるが、彼女はこの半年間、生まれ故こ郷きようとも言うべきブラウニン機関の施し設せつで再調整を受けていたのだ。


　元々たった一機で複ふく数すうの敵てきと戦う為ため、無む理り矢や理りに出力を上げていたゼフィリスだが、当然、それはいつシステムが崩ほう壊かいするかも分からない危あやうい状態でもあったのだという。


　だが最も早はや、彼女にそこまでして闘たたかう力は必要ない。


　五千年の歳さい月げつを孤こ独どくに耐たえ続け、激はげしい戦いを生き抜き、悲願を達した今──彼女には自分の身を案じる権けん利りが在ある筈はずだった。


「その際さいに対人インターフェイスの外見設定もいじってみたのだが……」


「うん。なかなかいいんじゃない？　守護神様がこんな美人なら、きっと騎き士し団だんの連中も奮ふるい立つよ」


　にかっと笑って娘は親指を拳こぶしから立てた。ドレス姿の美女がする様な仕草ではないが、不思議とこの娘がするとよく似合う。


「そ……そうか」


　はにかむかの様に──ゼフィリスがうつむき気味に視線を逸そらす。


「ナタリイとかシーワンムウは？　グロリアとか」


　後に実じつ施しされた調ちよう査さで、封棄世界に突とつ入にゆうした〈竜機神〉や空間封ふう鎖さの際に取り込こまれてしまった〈竜機神〉の何機かが、現げん在ざいも不完全な状態ながら稼か働どうしている事が分かった。彼女等もブラウニン機関によって回かい収しゆうされ、現在は修しゆう理りや再生の方法が検けん討とうされているらしいのだが──


「ナタリイとシーワンムウに関しては新しん規きの機体を建けん造ぞうする計画が出ているが、なにぶん、施し設せつや技ぎ術じゆつ者が不足していてまだ実行はされていない。セイエリスとグロリアはデータの破は損そんが大きいのでどこまで再生出来るかは分からないそうだが……」


「そっか……」


「おばちゃーん」


　廊ろう下かの奥おくで手を振ふって少女が呼ぶ。早く来いという事なのだろう。


「あーはいはい。分かってるわよ！　──っていうかおばちゃんって呼ぶなっ！」


　そう叫さけんでから娘むすめはゼフィリスを振り返って言った。


「今から何か会議らしいんだけど。ゼフィも一いつ緒しよに行こ」


「ああ。私も報ほう告こくをせねばならん」


　娘とゼフィリスは並ならんで王おう城じようの廊下を歩き出す。


「ここしばらくの間に何か大きな動きは？」


「特にないわね。フォルシスとかクリスとか、ジルが過か労ろうで死にそうなのはいつもの事だし。休みなさいって言ってるんだけどねえ」


　言って娘が肩かたを竦すくめる。


「マウゼル教教徒の破テ壊ロ活動は収おさまったのか？　私が出立する前には激げき化かする傾けい向こうがあった様だが」


「んー……何とか。ホーグ教きよう皇こうが公式声明出してくれたお陰かげ」


「ああ……例のモリーニ草案か。しかしそれは英えい断だんだな」


「本当にね」


　六年前の事じ件けんの後──マウゼル教は大きく揺ゆれた。


〈秩序守護者ピースメイカー〉の出しゆつ現げんと消しよう滅めつ、そして彼等と敵対していた〈竜機神〉に対するラインヴァン王国の公的な友好宣せん言げん……こうした出来事の末に、マウゼル教信者の中からはラインヴァン王国を『悪あく魔ま達に魅み入いられた国』『廃はい棄き王おう女じよに乗っ取られた魔ま窟くつ』と断だんじて各地で暴ぼう動どうを起こしたり、破壊活動を展てん開かいする者が出てきていたのだ。


　何しろ自分達が信じてきた『神』とその遣つかいを否ひ定ていされたのだ。信者達が動どう揺ようし、激げき情じように駆かられて無む茶ちやをする者が出てきても不思議は無い。


　国王代理たるフォルシス達は、可か能のうな限かぎりこうした動きに対して対話で解かい決けつする方法を採とってはいたが、埒らちがあかず……結果的に対たい症しよう療りよう法ほうとして武ぶ力りよくで対たい抗こうする様な場合も少なくはなかった。


　この混こん乱らんが何とか沈ちん静せい化かの方向に向かい始めたのは、主にマウゼル教教きよう皇こうに今年就しゆう任にんしたガーネスト・ホーグの『宣言』による。


　彼はモリーニ草案と呼ばれる文書を元に教きよう義ぎの大おお幅はばな見直しを敢かん行こうし、同時に教皇庁ちようの名の下もとに五年前の事件の〈秩序守護者〉達を『偽にせ物』と断定、ラインヴァン王国との協調路線を教皇庁の名で明言したのだ。


「スタームのおっちゃんやぺータシュタールのおっちゃんも、ようやく肩の力が抜ぬける感じかな」


　ちなみにこの破壊活動や暴動に対処していたのは主にぺータシュタール将しよう軍ぐんと彼の管かん轄かつ下にある王国諜ちよう報ほう部ぶ──特に特とく務む処理班はん〈ブラックホーク〉であった。


　もっとも、最近は狂きよう信しん的なマウゼル教信徒の破壊活動も見られなくなり、互たがいに情報戦を仕し掛かけながらも和平案の妥だ協きよう点を探さがす段だん階かいにまで来ている。


　結果的に数多くの犠ぎ牲せい者は出たが──わずか五年余あまりで事じ態たいが沈静化方向へと動き始めた事は、奇き蹟せきに近い。


「ああ、そういえばね。ウイニアとクリスはやっと結けつ婚こんするみたい。特務戦技兵の戸こ籍せきってかなり適てき当とうに改ざんされてたみたいだから、手続きに苦労したみたいだけど。バイラッハのおばさんがもう一度彼を養子にする事で解決したみたい」


「それはめでたい事だ」


「私もさっさとしろとか回りから言われててさあ……」


　娘は溜ため息いきをつく。


「嫌いやなのか？」


「そうじゃないけどね。相手がねえ」


「いるではないか。一人熱ねつ烈れつなのが」


　そんな話をしていた矢先──


「パシフィカさん！」


　声を掛けられて視し線せんを向ければ──いつの間に来たのか、スィンの隣となりで礼れい装そうに身を固めた若わかい騎き士しが手を振ふっている姿すがたが見えた。


　精せい悍かんそうなその容よう貌ぼうの中に、何ど処こか育ちの良さそうな、人の善よさそうな、穏おん和わで丸い部分が見え隠かくれしている。いかにも好青年といった人物だ。


「何をしてるんですか、皆みなさん待っておられますよ、早く──おおっ!?」


　どうやらゼフィリスに気づいたらしい。


「ゼフィリスさん、ですか？」


「そうよー。見み違ちがえたでしょう」


「ええ……」


　なかば呆ぼう然ぜんとした表ひよう情じようでゼフィリスを眺ながめる若い騎士。


「あーあ。見とれちゃって。ほら、ゼフィ。これだから男って信用できないのよねえ」


「そ──それは、誤ご解かいですよ！」


　騎士は慌あわてて言った。


「僕ぼくは──」


「はいはい。急ぎましょう」


　ちょっと意地悪い笑えみを浮うかべながら歩き出す娘。


　だがふと──今まで笑顔に満ちていたその表情に何処か懐なつかしむような、切ないような、微妙な色が混まじった。


「──レオ」


「はい、なんでしょう？」


　並ならんで歩きながら騎士が応おうじる。


「式典終わったらちょっと時間頂ちよう戴だい」


「あ──はい、喜んで」


「えっとね、ごめん、食事とか観かん劇げきのお誘さそいじゃなくてね。ウイニアも一緒に──」


「分かってます」


　苦く笑しようして騎士が首を振る。


「まず有り得ないとは思いましたが、万一忘わすれておられる様なら、僕から提てい案あんする積もりでしたよ──『彼』の墓はか参りは」


　そう言って優やさしい微び笑しようを浮かべる騎士。


　彼の顔を見つめて娘むすめは何度か瞬まばたきした後──少し感心した口調で言った。


「……レオさ。なんかちょっとこう、余よ裕ゆうみたいなのが出てきたよね、最近」


「そうですかね？」


「うん。やっぱり〈アンヴァー・ナイツ〉に入ったからかな？」


「余裕も何も、毎日ひいひい言いながらしごかれてますよ。特にレスィータさんも手加か減げん知らない人なんで……。ああ、〈アンヴァー・ナイツ〉といえば──バレット氏にも連れん絡らくが付きました」


「あ、そうなんだ」


「この王都におられたそうで。盲もう点てんでした。復ふつ帰きのお誘いは断ことわられてしまいましたが」


「そうなんだ。今度時間出来たら会いに行ってみよっかな」


　懐かしい顔ぶれの近きん況きようを改めて確かく認にんしながら娘と騎士、そしてゼフィリス、そしてスィンは王おう城じようの廊ろう下かを歩いていく。


　皆が待つ大会議室はもう目の前だ。


　その時ふと──スィンが立ち止まる。


「──ん？」


　何となく少女につられて一いつ緒しよに娘も立ち止まる。


　ゼフィリスと騎士は立ち止まるのが数歩分遅おくれた。


「ね──おねえちゃん」


　スィンが娘の顔を覗のぞき込む様にして言う。


　囁ささやくような声。


　ゼフィリスはともかく、騎士には聞こえないだろう。


「今……幸せ？」


「…………？」


　唐とう突とつな質しつ問もんに娘は戸と惑まどいの表情を浮かべる。


　だが少女は構かまわず──幼児とは思えぬ聡さとい表情をそのあどけない顔に浮かべて尋たずねた。


「生まれてきた事を後こう悔かいしてない？」


「スィン……あんた……」


「自分が生きてきた軌き跡せきを振ふり返って苦しむ事は？　幸福と不幸との天てん秤びんは釣つり合っている？　諸もろ々もろの出来事を思い返してみて──貴女あなたは今確実に幸せだと言える？　後悔は無い？」


　微笑ほほえみながら尋ねる幼おさない少女の耳で……片かた方ほうだけのイヤリングが何かを主しゆ張ちようするかの様に揺ゆれた。


「それは──」


　娘は一いつ瞬しゆん、表情を強こわ張ばらせていたが──


「そうね。この世界は楽らく園えんではないし、人間は皆みなが善ぜん人にんって訳でもないし。嬉うれしい事もあるけど嫌いやな事や辛つらい事もあっちこっちに一いつ杯ぱいあるし」


「…………」


　少女は微笑みを浮うかべたまま次の言葉を待っている。


「まあそれでも──」


　娘は胸むねを張って言った。


「人間ってね……非ひ力りきなようで、脆もろいようで実は凄すごいのよ。人間は自ら変われるし、己おのれの周囲を変える事も出来る。その意い志しが在あれば運命だって曲げる事が出来る。私がその証しよう人にん。


　だから。今が幸せかどうかなんて実はどうでもいい事なんじゃないかな。


　諦あきらめない事。


　絶ぜつ望ぼうしない事。


　自分を不幸と決めつけない事。


　そして──責せき任にんと希望を持って未来を選び取る事。


　それをやり続ける事が出来れば不幸もいつか幸福に変わると私は信じてる。逆ぎやくにそれを止めてしまったら……人間ってきっと不幸に脚あしをすくわれる。不幸っていつも私達の側に在って、隙すき在れば私達に取り憑つこうとしてるんだと思う。


　だからね。まだ『幸福か不幸か』なんて判はん断だんするのは早いよ。精せい一いつ杯ぱい生きて、死ぬ間ま際ぎわに、『あ、結けつ構こう私の人生悪く無かったかも』と思う事が出来れば──きっとそれが……なんて言うか、私達の『勝ち』なのよね」


「それが貴女の回かい答とう？」


「そうね。今のところは」


　娘むすめは言って笑う。


「安心した──」


　そう言ってスィンは再び歩き出す。


「スィン──」


「なに？　おばちゃん？」


　娘が呼よぶと少女は不思議そうな顔をして振り返る。その眼めに一瞬前までの──全すべてを見み透すかすかの様な大人びた光はもう無かった。


　今のは何だったのか。


　今喋しやべっていたのは本当にスィンなのか。


　あるいは──


「ま……いいか」


　呟つぶやくと娘は小走りにゼフィリスやレオポルドに追いつく。


「おばちゃんつれてきたよー」


　スィンが言うと──大会議室の入り口に立っていた二人の人物が揃そろって振り返った。


　いつも呑のん気きな風ふ情ぜいを漂ただよわせている黒くろ髪かみの美しい女じよ性せいと。


　精せい悍かんな顔にいつも面めん倒どうくさそうな表ひよう情じようを浮かべている男だん性せいと。


　それは娘にとって見み慣なれた顔だ。


　飽あきるほど見慣れている筈はずなのに──決して飽きる事の無い顔だ。


　生きる事を。


　諦めない事を。


　そして何よりも信じる事を。


　数多くのとても大切な事を──今の自分を成す数多くの事を、娘は彼等から教えられ、あるいは彼等と共に学んできたのだから。




[image: ]


「──遅おそいぞ」


「みんな待ってるわよ」


　二人がそれぞれそう声を掛かけてくる。責せめるというよりもいつもの事と呆あきれた様な口調である。


　娘は苦く笑しようして肩かたを竦すくめ──


「ごめん！」


　そう叫さけぶと二人の所へ向かって駆かけ出した。






　あとがき







　電話の呼び出し音が鳴る。


　一秒でも早く受話器をとれと言わんばかりの勢いきおいで響ひびく。疲れた身にはひどく耳みみ障ざわりな音ね色いろである。まるで鼓こ膜まくに突き刺さってくるかのよう。携帯電話が日々進化して、着メロだ何だと一昔前のシンセサイザー顔負けの音源を搭とう載さいする現在、どうしてこう、家庭用電話の音は代かわり映ばえしないのか。いや──単に家庭用電話の進化を私が知らないだけで、実は最近の電話はオーケストレーションとかも出来るのかもしれないけれど。


　ともあれ、耳障りだろうと疲れていようと無視する訳にもいくまい。人間、急せかされたり呼び出されている内が華はなである──特に物書きなどという職業は。


　受話器をとって相手の声を聞く。


「イチロウさんいます？」（若い女性の声で）


「どちらさまですか？」（多少不ふ機き嫌げんに）


「●●っていいますー」（やたら馴なれ馴れしい声で）


「…………」（既すでにこの時点でこの電話がどういう類たぐいのものか気付いている）


「イチロウさんをお願いしますー」（めげずにやたら馴れ馴れしく）


「えーとですね。お互い無駄を省はぶきましょう」


「はい？」


「イチロウは私ですが、ついでに言っておくと、私は現在、定収入が無い身ですよ」


「──え？」


「大学の名簿か、高校の名簿かは知りませんが、同級生が立りつ派ぱな会社員だからといって、全員が全員、きちんと一流会社に就職している訳ではないのですよ。だから私、ローンも今組めない身です。で──それでもなお、貴方は私に何か言う事が？」


「……そうですか。失礼しましたー」


「失礼されましたー」


　…………噓うそは言ってない。


　当たり前だが小説屋に『定』収入＝定期的な定額収入は無い。


　ついでに言うとローンも組めないしクレジットカードもなかなか発行して貰もらえないのは事実である。下へ手たに断ことわるよりも、現状をはっきりと言ってやった方がセールス電話はお引き取り願い易やすいのである、私の場合。全部を言ってる訳じゃないけども。


　という訳で（どういう訳なんだか──）どうも、[image: ]です。





　私は作品アニメ化のお陰かげで、何やら細かい仕事が増えて非常に辛つらいというか、今日はコメント、明日はサイン会、明後日あさつては原稿、と落ち着けない日々が続いておりますが皆様いかがお過ごしでしょうか？


　アニメの出来は大満足でありますが（増井監督及びスタッフ＆キャストの皆様方、ありがとうございます）、この忙いそがしさは大誤算でありました。








　それはさておき。


　アニメの放映終了に合わせる様にして「スクラップド・プリンセス」シリーズ本編もひとまず終了です。私自身は忙しさの為に、ただひたすら疲れて感かん慨がいを覚える余裕もありませんが（マジでしんどい……）、ここまでおつきあいくださいました読者の皆様方、本当に有り難う御座いました。





　──などと書いて終わると美しかったりするのですが、これでは本編最終巻（つまりこの本です）以降に発売予定の番外編が売れなくなってしまうかもしれないので「もうちょっとだけ続くんじゃよ」と何ど処こぞの仙人の様な事を言う私。





　とはいえ、「ああ、ようやく終わった」という感じではあります。


　この手の長編シリーズは始めるよりも終わらせる方が難しいといいますが、まさにその通りでありますな。


　本気で止やめたくなった時も何度もありますが、その度に私をなだめすかしたり、おだてたり、叱ったりして続けさせてくださった担当のたなぽんにまず感謝。


　名作の陰に名編集者ありと言いますが、少なくともこの「スクラップド・プリンセス」のシリーズが（名作かどうかは別にして）きちんと続いたのは彼女の功績が大きいとは思います。他の編集さんならこうはいかんかったでしょう。





　また初代担当のＹ氏に感謝を。


　氏の幾つかの英えい断だんと、助言が無ければ恐らくここまで長く続くシリーズにはなり得なかったかと思います。ちなみに龍皇杯に提出された「棄てプリ」第一話、最初はシャノンの一人称だったんですよね。これを「三人称にすべき」と指示してくださったのはＹ氏ですが、一人称でやってたら、正直、ここまで書き切れたかどうか疑問。





　この長なが丁ちよう場ばに、しかも次から次へとキャラが増えまくるこの作品に、延えん々えんと付き合ってくださった絵師の安曇雪伸氏に感謝を。安曇氏の絵が無ければ──あの絵に刺激を受けなければ、出てこなかった展開や台詞せりふも多数あります。またアニメだの何だのといった関係で、過か密みつスケジュールを強しいられたにもかかわらず、クオリティを落とす事も無く常に良い絵をつけてくださった氏のプロ根性に拍手を。





　更に最終巻の構成において大きなネタを一つくれた友人Ｏに感謝を。彼が居なければ棄てプリの本編最終巻は微妙に違うシーンで構成されていたでしょう。





　当然──


　ここまで読み続けてくださった読者の方々に誰よりも感謝を。


「終わらせる」のは確かに難しいですが、同じ位に「終わらせて貰もらえる」のも実は難しかったりします。その意味では読者の方々の御支持があってこそ、ここまでこぎ着ける事ができた訳です。





　前記の通り「スクラップド・プリンセス」は連載の番外編が二冊、書き下ろしの番外編が一冊、短編集が一冊、とあと四冊出る予定です。「最終巻」とか書きながら、なんだかんだでまだ一年かそこらは私も「棄てプリ」ってると思いますので、よろしければ、文字通り最後の最後までおつきあいくださいませ。





　ではでは。





　また次の本で──





　２００３／９／２０


　ＢＧＭ：なし


　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアム４・２ＧＨｒｚ／ＲＡＭ１ＧＢ）




初　出





この小説は『月刊ドラゴンマガジン』２００２年６月号～11月号までに連載されたものに加筆修正したものです。
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